
『人文学報』 第97号(2008年8月)

  (京都 大学 人文科学研 究所)

              コ ミ ュ ー ンか ら聖 地 へ

   一 アフ リカ系 アメ リカ人のオ リシャ崇拝運動における拠点の変容

               小  池  郁  子*

          第1章 序論

           1.目 的

           2.オ リシャ崇拝の宗教概念 と歴史的背景

           3.米 国のオ リシャ崇拝 体系 と崇拝組織

           4.オ リシャ崇拝運動 の概 略

           5.先 行研究

          第2章 オ ヨ トゥンジ村を中心 に したオ リシャ崇拝運動

            1.コ ミュー ンの創設 ・繁栄(1970年 代～80年 代半 ば)

             1-1.オ ヨ トゥンジ村の創設

            1-2,オ ヨ トゥンジ村の社会構造

            1-3.オ ヨ トゥンジ村にお ける成員 の経済活動

             1-4.オ ヨ トゥンジ村に導入 された ジェ ンダー規範

           2.コ ミュー ンの破綻(1980年 代半 ば～)

            2-1.オ ヨ トゥンジ村 と地域社会 との問題

            2-2.オ ヨ トゥンジ村の内部の問題

            2-3.排 他的 なオ リシャ崇拝運動 の衰退要因

          第3章 オ ヨ トゥンジ村の聖地化

            1,オ ヨ トゥンジ村 の敷地

           2.オ ヨ トゥンジ村 に出入 りする成員

           3.変 わ りゆ く規律 ・変わ らない規律

           4.祝 祭 の空間

            4-1.オ リシャ祭 ニイェモジャ祭

            4-2.ナ ンガ レオ儀礼

            4-3.儀 礼 におけるスピーチ

          第4章 ハ ウス とオ ヨ トゥンジ村 との関係

            1.オ ヨ トゥンジ村 との関係を解消 したハゥス

           2.オ ヨ トゥンジ村 との関係を再構築 してい るハ ウス

           3.オ ヨ トゥンジ村 との関係を維持 しているハ ウス

          第5章 結論

*こ い け い くこ 京 都大学人文科学研究所

                     一1一



                人  文  学  報

                第1章 序   論

1.目 的

 本 稿 の 目的 は,人 為 的 に つ く られ た コ ミュ ニテ ィが変 化 す る過 程 を論 じ る こ とで,グ ロー バ

ル化 した 現 代 社 会 に お いて コ ミュニ テ ィが どの よ うに創 出,維 持,展 開 さ れ て い るの か を考 察

す る こ とで あ る。 そ の うえ で,コ ミュ ニ テ ィは変貌 しな が ら もな お 人 々 の 中心 部 に あ る とい う

こ とを 指 摘 し,現 代 の コ ミュニ テ ィ論 に貢 献 した い。 今 日の コ ミュ ニ テ ィは モ ダ ニ テ ィの産 物

で あ って,前 近 代 の伝 統 的世 界 の産 物 で は な い。伝 統 的 な社 会 関 係 か ら解 放 され た個 人 は,オ

ル タ ナ テ ィヴ な社 会 的 絆 に期 待 を寄 せ る よ う にな って い る の で あ る [デ ラ ンデ ィ2006:264,

269]1)Q

 具 体 的 に述 べ る と,本 稿 は,1950年 代 後半,ア メ リカ合 衆 国 北 東 部 の ニ ュ ー ヨー ク で ア フ

リカ系 ア メ リカ人(ア メ リカ黒人)に よ って 組 織 され た オ リ シ ャ崇 拝 運 動 を取 り あ げ る。 この

運 動 は,1972年 か ら73年 に か け て米 国 南 東部 の サ ウス カ ロ ライ ナ州 に,オ ヨ トゥ ン ジ村 と い

うコ ミュ ー ン(生 活共 同体)を 創 設 し(地 図1参 照),西 ア フ リカ ・ヨル バ ラ ン ドYorubaland

起 源 の オ リシ ャOrisaと よ ば れ る神 々を 崇 拝 して い る。

 そ こで,本 稿 は,オ リシ ャ崇 拝 運 動 の 拠 点 と して創 設 さ れ た 「ア フ リカ ン ・オ ヨ トゥ ン ジ ・

ビ レ ッ ジAfrican Oyotunji Viliage 2)似 下オ ヨ トゥンジ村 と略記)」 の 変 容 と,そ の オ ヨ トゥ

ンジ村 と,村 を 離 れ た 崇 拝 者 が 個 別 に設 立 した崇 拝 組 織(ハ ウスHouse)と の関 係 の在 り方 を

考 察 す る。 「反 白人 ・反 キ リス ト教 」 を 標 榜 した排 他 的 な オ リ シ ャ崇 拝 運 動 が 衰 退 した以 降 の

オ ヨ トゥ ン ジ村 に注 目 し,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 機 能 が コ ミュー ンか ら聖 地 へ と変 化 した こ とを検

討 す る3)。 そ れ に と も な っ て,異 な る人 種 や 宗 教 に た い して 排 他 的 な 態 度 を 示 して い た オ リ

シャ崇 拝 運 動 が,そ う した異 質 な もの を包 摂 す る開 か れ た運 動 へ と変 貌 して い く こ とを論 証 す

る。 この こと は,現 代 社 会 に お ける コ ミュ ニ テ ィの在 り方 を 考 え る うえ で示 唆 的 で あ る。 現 代

の コ ミュ ニ テ ィは,構 造 や文 化 的価 値 よ り も実 践 に よ って定 義 され る とい う側 面 が 強 調 され る

よ う に,よ り構 築 主義 的 な もの と して解 釈 で き る [デ ラ ンデ ィ2006:179]。 そ こに は文 化 的

変 容 能 力 が認 め られ るの で あ る[デ ラ ンデ ィ2006:266]。

 な お,こ こで い う コ ミュ ー ン とは,社 会 か ら分離 され た 空 間 にお い て集 団 が 平 等 主 義 的 な 価

値 観 の も とで共 同生 活 を営 む場 所 を意 味 す る。 お な じよ う に,聖 地 とは,範 囲 の限 定 され た 場

所 で,ほ か の 空 間 か ら区 別 され た空 間 で あ る。 民 族 が あ る場 所 で,あ るい は,あ る場 所 に向

か って 実 践 す る儀 礼 に よ って,そ の場 所 は聖 な る もの とさ れ,ほ か の場 所 か ら区 別 さ れ る。聖

地 は,宗 教 ・文 化 の発 祥 と関連 深 く,そ の宗 教 ・文 化 の正 統 性 を創 出 す る拠 点 で あ り,そ こを

訪 れ る信 者 の信 仰 を よ り確 か な もの にす る場 所 で あ る[Brereton 1987,松 岡2004]。

 以 下 で は,ま ず,本 稿 で取 りあ げ るオ リシ ャ崇 拝 の宗 教 概 念,崇 拝 組 織 運 動 の背 景 にっ い
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               地図1 ア メリカ合衆匡1の地図

て み て い きた い。

2.オ リシ ャ崇拝 の 宗 教 概 念 と歴 史 的背 景

 オ リ シ ャ崇 拝 とは ヨル バYorubaの 宗 教 の こ とで あ る。 ヨル バ と は,ナ イ ジ ェ リア 連 邦 共

和 国 の 主要 三 大民 族 の ひ とっ で あ る。 ヨル バ 語 を 母 語 とす る ヨル バ 人が 分布 す る地 域 を ヨル バ

ラ ン ドとい う。 この地 域 は,現 在 の ナ イ ジェ リア 南西 部 を 中心 に,そ の西 側 に隣 接 す る ベ ナ ン
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                ノ＼    メ(    雪∫=    幸艮

   1㌦「

            地図2 西 アフ リカ ・ヨルバ ラン ドの地 図

人民 共 和 国 東部,さ ら にそ の 西 側 に隣接 す る トー ゴ共 和 国 の 一部 に また が る(地 図2参 照)。

 ヨ ルバ ラ ン ドで はオ ロ ドゥマ レOlodumareと(あ るいは)オ ロ ル ン010runと よ ば れ る至 高

神 が 存 在 す る。 これ らの 至 高 神 は同 一 の 「存 在 」 を 示 す場 合 も あ れ ば そ う で な い場 合 もあ る

[Awolalu l979:8-11]。 オ ロ ドゥマ レ/オ ロル ンは宇 宙 の 万 象 を 司 る神 で,大 地 や 人類 を創

造 す る能 力を もっ.た だ し,こ れ らの至 高 神 は崇 拝 の 対 象 で は な い。 崇 拝 の 対 象 とな るの は,

オ リシ ャ とよ ばれ る 人格 化 され た 神 々で あ る。 オ リ シ ャは,至 高 神 と人 間 と の あ い だ を媒 介 し

そ の 数 は200と も401と も1700と もい わ れ る[AwoIalu l979:5-6,20]。 オ リ シ ャと は,大

地 や 人 類が 創 造 され る 前か ら至 高 神 と関 わ って い た神,歴 史 ヒの 人 物 が 神 格 化 され た神,自 然

現 象が ノ＼格化 され た神 の 総 称 で あ る [Awolalu l979:20]。 広 域 にわ た って 崇 拝 され て い る オ

リ シ ャ もあれ ば,特 定 の 地 域 で のみ 崇 拝 され て い る オ リ シ ャもあ る。 本 稿 で 論 じる オ リシ ャ崇

拝 運 動 が,崇 拝 の 対象 と して い るの は前 者の オ リ シャで あ る。

 そ れ で は,な ぜ ヨ ルバ の オ リ シャ崇拝 が 米国 に お い て 実 践 され て い るの で あ ろ うか。 そ の歴

史 的 背 景を紹 介 して お こ う。 米 国 の オ リ シ ャ崇 拝 は,サ ンテ リアSanteriaに 言及 せ ず に は説

明 す る こ とが で きな い。 サ ンテ リア とは,大 西洋 奴隷 貿 易 を き っか け に生 ま れ,キ ュー バ共 和

国 を 中心 に 発 展 した混 清 宗 教 の こ とで あ る。 た だ し実 践 者 の 多 くは,サ ンテ リア の こ とを ラ ・

レグ ラ ・デ ・オ チ ャLa regla de Ocha,オ シ ャOsha,オ リチ ャOricha,ル ク ミLucumi/
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Lukumi,サ ン トSantoな ど とよ ん で い る。 キ ュ ー バ の 奴 隷 制 度 の も とで 宗 教 弾 圧 の対 象 と

さ れ た ヨ ル バ や ダ ホ メ ー(キ ューバで はル ク ミと して分類 され た民族 集団4))の オ リ シ ャや ヴ ド ゥ

ン5)Vodun/Voudunと よば れ る崇 拝 実 践 が,ス ペ イ ンの民 衆 カ ト リッ ク と,フ ラ ンス の カ ル

デ カ ン ・ス ピ リテ ィズ ムKardecan Spiritismの 伝統 と混 清 して サ ンテ リア と な っ た。 カル デ

カ ン ・ス ピ リテ ィ ズ ム と は,ア ラ ン ・カ ル デ ックAllan Kardecを 創 始 者 とす る民 衆 宗 教 で あ

る。 こ う した 歴 史 的 背 景 を もっ サ ンテ リァ は,1959年 の キ ュ ー バ 革 命 に前 後 す る 時期 に増 加

した キ ュー バ 人 移 民 に よ って,米 国 や プ エ ル ト ・リコへ と伝 わ り普 及 した [Gregory 1986:

55-74,85-90,Brandon 1990,1993:120-124]。

 この サ ンテ リア と同 様 に,米 国 の オ リシ ャ崇 拝 にお い て も うひ とつ 無 視 で きな い のが ヴ ドゥ

ンで あ る。 オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の 創 始 者 た ち は,ニ ュ ー ヨー ク で活 動 して い た1950年 か ら69年

に か け て,キ ュ ーバ 人移 民 だ けで な くハ イ チ 人移 民 と も交 流 して い た。 そ の た め に,米 国 で 発

展 した オ リ シ ャ崇 拝 に はハ イ チ共 和 国 の ヴ ドゥ ンの影 響 もみ られ る。 ヴ ドゥ ン とは,フ ォ ン語

Fonや エ ウ ェ語Eweの 「神 」 と い う単 語 に由来 し,そ の起 源 はベ ナ ンにあ る [Jahn 1961

(1958):29-47]。 ハ イ チ の ヴ ドゥ ンは,西 ア フ リカ の フ ォ ン,ヨ ル バ,エ ウ ェな どの地 域 に み

られ る伝 統 と,中 央 ア フ リカ の コ ンゴCongoの 地 域 に み られ る伝 統,さ らに カ ト リッ クの伝

統 が融 合 して 成 立 して い る。[Jahn 1961(1958):29-47]。 以 上 を踏 ま え て,本 稿 で はオ ヨ

トゥ ン ジ村 を起 源 とす る崇 拝 様 式 の総 体 を表 す もの と して,「 オ リ シ ャ崇 拝 」 とい う用 語 を用

い る。

3.米 国 の オ リ シ ャ崇 拝 体 系 と崇 拝 組 織

 オ リシ ャ崇 拝 と は ど の よ うな行 為 を指 す の で あ ろ うか。 オ リシ ャ崇 拝 の 核 を な す の は,ヨ ル

バ の神 々で あ るオ リシ ャ と双 方 向的 ,互 酬 的 な 関係 を築 き,コ ミュニ ケ ー シ ョンを と る こ とで

あ る。 オ リシ ャ と こ う した 関係 を導 くた め に,崇 拝 者 は,オ リシ ャへ の祈 り ・祖 先 崇 拝(エ グ

ングンEgungun崇 拝6))・託 宣 ・供 犠(エ ボebo)・ オ リシ ャの 誕 生 祭(年 中行事)を 執 り行 う。

 ただ し,人 が オ リシ ャの 崇 拝 者 と な るた め に必 要 な 条 件 が ひ とっ あ る。 そ の 条 件 は,「 オ リ

シ ャを 授 か るreceive Orisa」 と い う儀 礼 に よ って満 た さ れ る7)。 オ リ シ ャ崇 拝 で は,す べ て

の 人 は数 あ る オ リシ ャの う ちの いず れか と親 密 な っ な が りが あ り,そ の オ リシ ャか ら影 響 を 受

け る と理 解 さ れ て い る。 い いか え れ ば,い ず れか の オ リシ ャが個 人 の 頭 に宿 って い る と理 解 さ

れ て い る。 したが って,人 は儀 礼 を通 じて 頭 に宿 るオ リシ ャを 頭頂 部 に授 か る こ とで,「 オ リ

シ ャ を 授 か っ た 人 」 と な る こ とが で き る。 オ リ シ ャ崇 拝 で は,オ リ シ ャを 授 か った 人 は オ リ

シ ャの 司 祭 と よば れ る。

 それ で は,ど の よ うに して特 定 の オ リシ ャと親 密 な っ な が りが あ る と理 解 され るの で あ ろ う

か 。 オ リ シ ャ崇 拝 で は,個 人 の頭 に宿 るオ リシ ャを明 らか にす るた め に,司 祭 が 託 宣 を執 り行
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う。 託宣 の結 果 に よ って,ど の オ リシ ャが 頭 に宿 って い る のか が 判 明 す る と,託 宣 を 受 けた 相

談 者(潜 在的な崇拝 者)は,エ レケelekeと よ ばれ る ビー ズ製 の ネ ック レスを 司 祭 か ら授 か る。

この ネ ッ ク レ スに は,そ れ ぞ れ の オ リ シ ャが 象 徴 す る色 が あ し らわ れ て い る,エ レケ は,オ リ

シ ャ崇 拝 に関 わ った 人が 司 祭 か ら最 初 に授 か る宗 教 的 用 具 の ひ とっ で あ る。 司 祭 は エ レケ と と

もに,頭 に宿 る オ リ シ ャや ほ か の オ リ シ ャと コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを と る ため に必 要 な知 識 を 相

談 者,す な わ ち潜 在 的 な崇 拝 者 に 伝授 す る。

 この っ ぎ の段 階 に,す で に述 べ た 「オ リ シ ャを 授 か る」 と い う儀 礼,っ ま り,オ リシ ャの 司

祭 に な るた め に受 け な けれ ば な らな い イ ニ シエ ー シ ョ ンが 位 置 づ け られ る。 オ リ シ ャの 司 祭 に

な る た め に は,ま ず イヤ ウ ォivaWoと な る必 要 が あ る。 イヤ ウ ォと は,司 祭 に な る ため に受

け な くて は な らな い一 連 の段 階 的 な イ ニ シエ ー シ ョ ンの なか で,最 初 の イ ニ シエ ー シ ョ ンを 済

ま せ た 人 の こと を指 す 。 この イヤ ウ ォと は,ヨ ル バ語 で 「妻」 を意 味 す る。 っ ま り,オ リシ ャ

の 司 祭 とな る こ と は,オ リシ ャの 妻 と な る こ と,あ る い は,オ リ シャ と婚 姻 す る こ と と解 釈 さ

れ て い る[Murphy 1988, Cortez 2000;Mason 2002]。

 この よ うに,イ ヤ ウ ォはrrJ祭 と非 司 祭 と い う身 分 を わ け隔 て る境 界線 上 に位 置 す る存 在 で あ

る。 イヤ ウ ォの期 間 は,原 則 と して1年 間 と定 め られ て い る。 その あ いだ は,身 にっ け る もの

は す べ て 白で な くて は な らな い。 そ の た め,イ ヤ ウ ォは 自地 の 布 で 頭 部 を覆 い,白 地 の 衣 服 を

身 に纏 い,さ らに 白 い 靴 下 と靴 を 着 用 しな くて は な らな い(写 真1参 照)。 また原 則 と して,イ

ヤ ウ ォは 会話 をす る こ とが 禁ILさ れ て い る。 イ ヤ ウ ォは この よ うな 条 件 を遵 守 しなが ら1年 間

                            『

                参

                           喫

     写 真1 自地の 衣別更を身 に纏 う イヤウォ。 オヨ トゥンジ村の エ シュ 昂院に 表敬す

        る。2003年10月25日,筆1者1最 影,、
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を 過 ごす と,よ うや く司 祭 と して 承 認 され,ハ ウ ス(宗 教上の家族関係 を軸 に した崇拝組織)に 迎

え 入 れ られ る[Murphy 1988, Curry 1997;Cortez 2000;Mason 2002]。 た だ し,こ う した イ

ヤ ウ ォ の生 活 を 米 国 社 会 に お い て維 持 す る こ とは現実 的 に は難 しい。 そ の た め,時 と場 合 に応

じて イ ヤ ウ ォ と して 遵 守 す べ き規則 に例 外 が認 め られ て い る。 た と え ば,イ ヤ ウ ォの期 間 は便

宜 的 に は7日 間 と設 定 され,会 話 の禁 止 に っ い て はハ ウ ス の成 員 の あ い だ で の み実 践 さ れ る。

 イ ヤ ウ ォの 期 問 が 明 けて,晴 れ て オ リシ ャの 司祭 と して の身 分 を獲 得 す る と,敬 称 で もって

よ ばれ る。 司 祭 の敬 称 は男 性 の場 合 はバ バBabaで あ り,女 性 の 場 合 は イ ヤIyaで あ る。 バ バ

と は,バ バ ロ リシ ャBabalorisaが 短 縮 され た形 で あ り,そ の字 義 的 な意 味 は 「オ リシ ャを も

つ 父 」 で あ る。 同 様 に,イ ヤ と は,イ ヤ ロ リシ ャIyalorisaが 短 縮 され た形 で あ り,そ の字 義

的 な意 味 は 「オ リシ ャを もっ母 」 で あ る。 この よ うに して 司 祭 とな った人 物 は,彼/彼 女 が

授 か っ た オ リシ ャを 祀 る 種 々 の儀 礼 を 執 行 で き る よ うに な る。 い い か え れ ば,た とえ 司 祭 で

あ って も,み ず か らが 授 か って いな いオ リシ ャの儀 礼 を執 り行 う こ とは で きな い の で あ る。

 米 国 の オ リ シ ャ崇 拝 で は,イ ニ シェ ー シ ョ ンを執 行 す る司 祭 と,そ の 司 祭 に よ って イ ニ シ

エ ー シ ョ ンを受 け た 人 は,宗 教 上 の 親 子 関 係 を 結 ぶ。 この宗 教 上 の 関 係 に お い て 親 に あ た る も

の は ゴ ッ ド ・ペ ア レ ン トと よば れ,子 にあ た る もの は ゴ ッ ド ・チ ャイ ル ドとよ ば れ る。 こ こで

い うイ ニ シエ ー シ ョン と は,司 祭 に な るた め に受 けな くて は な らな い 儀礼 だ けで はな い 。 エ レ

ケ と よ ば れ る ビー ズ 製 の ネ ッ ク レスや,ウ ォ リア ー ズwarriorsと よ ば れ るオ リ シ ャを授 か る

儀 礼 もふ くま れ る8)。 さ らに,託 宣 を受 け る たあ に司 祭 の も とへ 定 期 的 に通 う顧 客 と司 祭 との

関 係 も,潜 在 的 あ るい は将 来 的 な宗 教 上 の 親 子 関 係 と して位 置 づ け られ る。 同 一 の 「親 」 を も

っ 「子 」 は互 い に 「兄 弟 姉 妹 」 の関 係 に あ る とみ な され,そ れ ぞ れ ゴ ッ ド ・ブ ラザ ー と ゴ ッ

ド ・シ ス タ ー とよ ば れ る。 っ ま り,オ リ シャ崇 拝 の組 織 は,基 本 的 に は宗 教 上 の 親 とそ の子 か

ら構 成 され て い る。 こ の子 に は,潜 在 的 な子,す な わ ち 将来 的 に イ ニ シ エ ー シ ョ ンを 受 けよ う

と して い る人 もふ くまれ て い る。

 オ リシ ャ崇 拝 の組 織 は,サ ンテ リアで は 「カ サcasa」 と表 現 さ れ る。 カサ と は スペ イ ン語

で 「家 」 を意 味 す る。 この た め,米 国 で はオ リシ ャ崇 拝 の組 織 は 「ハ ウ ス」,あ るい は,ヨ ル

バ 語 で 「家 」 を意 味 す る 「イ レne」 と称 され て い る。 これ を 踏 まえ て,本 稿 で は個 別 の 崇 拝

組 織 を 指 す と きに は 「ハ ウ ス」 とい う用 語 を 用 い る。

4.オ リシ ャ崇 拝 運 動 の概 略

 オ リシ ャ崇 拝 運 動 は,1928年10月5日,ミ シ ガ ン州 デ トロ イ トに ウ ォル タ ー ・ユ ー ジ ー

ン ・キ ング と して 生 ま れ た ア フ リカ系 ア メ リカ人 の男 性,オ バ ・オ セ イ ジ ェ マ ン ・エ フ ン ト

ラ ・ア デ ラ ブ ・ア デ フ ン ミ1世9)Oba Oseijeman Efuntola Adelabu Adefumi Iに よ って 結

成 され たlo)。運 動 の拠 点 は,米 国 の サ ウ ス カ ロ ラ イナ 州 シ ェル ドンに あ る 「ア フ リカ ン ・オ ヨ
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     写 真2 オ ヨ トゥンジ村への入 り口、,この門 によ って米国 社会と ヨルバ.E国 と

         がわけ られてい る、,看板には,「 米国を発ち,ヨ ルバE国 に入る1と

         ヨルバ語 と英語で併、1己されている、.2003年8/j22日,筆 者撮影。

トゥ ン ジ ・ビ レ ッ ジ」 で あ る(地 図1・ 写 真2参 貝1{)。オ ヨ トゥ ンジ村 は,ア フ リカ系 ア メ リカ

人 が オ リシ ャ とよ ば れ る ヨル バ の 神 々を崇 拝 し,ヨ ル バ の 伝統 的 な生 活 様 式 を再 現 しよ う と し

た 種 の コ ミュー ンで あ った。 コ ミュー ンの 住 人 の な か に は,オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の 目的 や 手 段

に 賛 同 した カ リブ海 諸 国 や 南 米 諸匡1か らの移 民 もふ く まれ て い た。

 「オ ヨ トゥ ン ジ」 と い う名称 は,ヨ ルバ語 の 「オ ヨ ・ トゥ ン ・ジOyo tun ji」 に 由 来す る。

そ の 意味 は,「 オ ヨが 再 びや って きて,目 を覚 ます 」 で あ る。 こ こで い うオ ヨ とは,ア フ リカ

大陸 で 繁栄 した 五国 の ひ とっ で あ り,西 ア フ リカの ヨルバ ラ ン ドに栄 え た(地 図2参 照)。 オ ヨ

.E国 は14世 紀 に ヨ ルバ ラ ン ドの 北 部 で 勢 力 を築 き,そ の 後1650年 ご ろか ら1750年 ご ろ にか

け て の 絶 頂期 に ヨ ルバ ラ ン ドで 最 人の 勢 力 を 誇 る 都 市 国 家 へ と発 展 した。18世 紀 前 半 に は 隣

接 す る ダホ メー 王国 を勢 カ ドに お い た[Smith l988:31-40]。 オ ヨ王 国 が 支 配 した地 域 一一帯

は,ヨ ー ロ ッパの 列 強 に よ る探 検,奴 隷 貿 易,植 民 地 化 の過 程 で 「ヨルバ 」 と して カ テ ゴ リー

化 さ れ て い く。 オ ヨll国 が ダ ホ メー や ベ ナ ンを そ の勢 力下 に お い て い た 時代,「 ヨ ルバ」 はお

もに1Dの 諸 民 族(ド/、1:集団)か ら構 成 され て い た の で あ る[Johnson 1921:xix-xx]。 さ らに,

オ ヨ:E国 の 初代 の 下 は,ヨ ル バ ラ ン ドの イ レ ニ イ フ ェIle-lfe地 方mに 伝 わ る創 世神 話 に した

が え ば,オ ドゥ ドゥ ワOduduwaと よ ば れ る 人類 創 造 の神 で あ り,人 類 の始 祖 と して 崇 め ら

れ て い る[Awolalu l979:25-28]。

 つ ま り,オ ヨ トゥ ン ジと い う 名称 に は,オ リ シ ャ崇 拝 運 動 を 興 した ア フ リカ系 ア メ リカ人 の
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願 望 と歴 史 観 が 込 め られ て い る と解 釈 で きる。 それ は,ア フ リカ の偉 大 な王 国 の ひ とっ で あ る

オ ヨ王 国 を 米 国 で 再 び 蘇 らせ る と い う願 望 で あ る。 そ し て,彼 らが 「オ ド ゥ ド ゥワ の 子 孫

Omo Oduduwa」 で あ る と い う こ と,換 言 す れ ば,こ の世 に人 類 を 誕 生 させ た偉 大 な ヨ ルバ

人 の子 孫 で あ る と い う歴 史 観 で あ る。

5.先 行 研 究

 先 行 研 究 の 中 で,米 国 に お け るオ リシ ャ崇 拝 運 動 の拠 点 で あ る オ ヨ トゥ ン ジ村 を考 察 した も

の と して,ハ ン ト らの 研 究 が あ げ られ る[Hunt 1979;Vega 1995;Clark 1997;Eason 1997;

Pinn 1998]。 ハ ン トは,運 動 の唱 導 者 で あ るオ セ イ ジェ マ ン ・ア デ フ ン ミの ラ イ フ ・ヒス ト

リー を も と に運 動 が 組 織 化 され た過 程 と,オ ヨ トゥ ン ジ村 に お い て運 動 の成 員 が どの よ うな規

律 の も とで 共 同 生 活 を お こ な って い たの か を歴 史 的 に詳 述 して い る [Hunt 1979]。 た だ し,

ハ ン トは米 国 の オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の 萌 芽 期 か ら繁 栄 期(1950年 代～70年 代半 ば)を 記 述 の対 象

と して い る た め,そ れ 以 降 の オ ヨ トゥ ンジ村 の変 容 にっ い て は触 れ られ て い な い。 オ リシ ャ崇

拝 運 動 が衰 退 した あ と,す なわ ち1990年 代 前 半 か ら90年 代 半 ば の運 動 に っ いて は ク ラー ク と

イ ー ソ ンが 取 りあ げ て い る[Clark l997;Eason l997]。 両 者 の 研 究 か らは,オ ヨ トゥ ン ジ村

が 制 度 的 に破 綻 した の ち も,オ ヨ トゥ ン ジ村 で 宗 教活 動 が 実 践 され て い る こ とが わか る12)。 し

か し ク ラ ー ク とイ ー ソ ンは,オ リシ ャ崇 拝 運 動 の成 員 が ど の よ うな理 由 か らオ ヨ トゥ ンジ村 に

集 う の か,ま た,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を 離 れ た 成 員 が個 別 に設 立 した 崇 拝 組 織(ハ ウス)と オ ヨ

トゥ ンジ村 と の 関 係 にっ い て十 分 に議 論 して い る とは い え な い[Clark 1997;Eason 1997]。

 筆 者 は これ ま で に,ハ ウ ス の活 動 に注 目 しな が らオ リシ ャ崇 拝 運 動 を分 析 して きた。 拙稿 で

は,オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の拠 点 と して創 設 され た オ ヨ トゥ ン ジ村 が,ヨ ル バ ラ ン ドとの 関 係 を 維

持,強 調 す る こ と に よ って,組 織 と して の運 動 の 実践 形 態 に どの よ うな 影 響 を与 え たの か を 検

討 した[小 池 近 刊]エ3)。ま た,筆 者 は,オ ヨ トゥ ンジ村 を離 れ た成 員 の 多 くが米 国 の各 地 にみ

ず か らハ ウ ス を 設 立 した り,ほ か のハ ウ ス に属 した り して オ リシ ャ崇 拝 を 実 践 して い る こ とに

着 目 した。 そ の う え で,オ リシ ャ崇 拝 者 が 日常 生 活 に お い て オ リシ ャ崇 拝 を身 体 的 に実 践 す る

こ とで,オ ヨ トゥ ン ジ村 以 外 の場 所 に お いて も 自 己を肯 定 す る こ とが 可 能 な時 間 と空 間 を 形 成

して い る こ とを 指 摘 した[Koike 2005]。 しか し,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を中 心 に した オ リシ ャ崇 拝

運 動 が 衰 退 した に もか か わ らず,オ ヨ トゥ ン ジ村 でな お も実 践 され て い る儀 礼(年 中行事),オ

リ シ ャ崇 拝 運 動 に お け る儀 礼 の 意義,儀 礼 に参 列 す る成 員 の オ ヨ トゥ ン ジ村 に た いす る意 識 に

っ い て論 じ る こ とが で きな か った 。

 そ こで本 稿 は,オ ヨ トゥ ンジ村 の機 能 が変 化 した こ と,す なわ ち異 な る人 種 や宗 教 に た い し

て 排 他 的 な運 動 を 集 合 的 に 実践 す る コ ミュー ンか ら,個 人 的 な 巡 礼 が 可 能 な聖 地 へ と変 化 した

こ と を論 じ る。 そ の た め に,ま ず 第2章 で は,オ リシ ャ崇 拝 運 動 の コ ミュー ン と して繁 栄 した
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オ ヨ トゥ ン ジ村 の社 会 構 造 や 成 員 の 経済 活動 を ま と め,村 を 中心 に した 当時 の運 動 を 明 らか に

す る。 そ して,1980年 代半 ば か ら排 他 的 な オ リ シ ャ崇 拝運 動 が 衰 退 し た要 因 を検 討 す る。 っ

つ く第3章 で は,調 査 時 の オ ヨ トゥ ンジ村 の敷 地,成 員,規 律 に っ いて 記 述 す る。 さ らに,儀

礼 が 執 行 され る 祝 祭 の空 間 を記 述 し,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 役 割 を 考 察 す る。 第4章 で は,オ ヨ

トゥ ン ジ村 を離 れ た成 員 が,ど のよ うな理 由 か ら村 と交 流 して い るの か,あ るい は村 との 交 流

を控 え て い るの か を示 す 。 さ い ごに,第5章 で結 論 を 述 べ る。

       第2章 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を 中 心 に し た オ リ シ ャ崇 拝 運 動

 本 章 は,オ ヨ ト ゥ ンジ村 が オ リシ ャ崇 拝 運 動 の コ ミュ ー ンと して,一 時 期 は数 百 人 の成 員 を

ひ きっ け,興 隆 した に もか か わ らず,そ の後 破 綻 を余 儀 な くさ れ た事 態 に注 目す る。 第1節 で

は,1970年 代 か ら80年 代 半 ば に か けて,オ1」 シ ャ崇 拝 運 動 の コ ミュ ー ン と して 栄 え た オ ヨ

トゥ ン ジ村 の社 会 構 造 や 成 員 の 経 済 活動 を ま とめ,村 を 中 心 に展 開 され た 当時 の 運動 を明 らか

にす る。 第2節 で は,1980年 代 半 ば か らオ ヨ トゥ ンジ村 が 直 面 した 問 題 を取 りあ げ,米 国 社

会 か らの分 離 を掲 げ る と と もに,異 な る人種 や宗 教 に た い して 排 他 的 な 態 度 を示 して い た オ リ

シ ャ崇 拝 運 動 が衰 退 した 要 因 を検 討 す る14)。

1.コ ミ ュー ンの創 設 ・繁 栄(1970年 代 ～80年 代 半 ば)

1-1.オ ヨ トゥンジ村 の創設

 ニ ュー ヨー クの ハ ー レム に は,オ リシ ャ崇 拝 運 動 の 唱 導 者 で あ る ア デ フ ン ミが 中 心 と な って

ヨルバ 寺 院 を設 立 し,基 本 的 な オ リ シ ャ崇 拝 を実践 して い た(地 図1参 照)。 と こ ろ が,ヨ ルバ

寺 院 に集 う参 列 者 た ち は,ニ ュ ー ヨ ー クの よ うな大 都 市 で 生 活 す る こ と は,ア フ リカ系 ア メ リ

カ人 の お か れ た社 会状 況 を 変 え るに は不 向 きで あ る と考 え,ヨ ル バ寺 院 の移 転 先 を 探 し始 め た。

都 市 の住 宅 環 境 で は伝 統 的 な ア フ リカの生 活 を実 践 す る こ と は困 難 で あ り,ま た 都 市 の就 業 形

態 で は週 末 しか オ リシ ャ崇 拝 を 実践 で きな い とい う問 題 が 明 る み に な っ たか らで あ る。 ヨルバ

寺 院 の移 転 先 と して様 々 な 地 域 が候 補 とな った。 ただ し,ア フ リカ の 地 は そ の対 象 と は な らな

か っ た。 ア デ フ ン ミは,今 日 ア フ リカ系 アメ リカ人 が 米 国 に 「い る」 の は オ リシ ャが 定 め た運

命 で あ る か ら,自 分 た ち の手 で 問題 を解 決 す べ き で あ る と,米 国 に と ど ま る根 拠 を説 明 した

[Hunt 1979135]。

 ア デ フ ン ミた ち は,1969年7月 に ニ ュ ー ヨー クを 離 れ,そ の 後 米 国 東 海 岸 の ノ ー ス カ ロ ラ

イ ナ州 や ジ ョー ジ ァ州,サ ウ ス カ ロ ラ イナ 州 を転 々 とす る(地 図1参 照)。1970年 に は,サ ウ

ス カ ロ ライ ナ 州 ビ ュー フ ォ ー ト郡 ブ レイ ズ ・ア イ ラ ン ドに現 在 の オ ヨ トゥ ン ジ村 の 前 身 で あ る

「オ ヨ トゥ ン ジ村 」 が 誕 生 した。 彼 は同 志 と と もに 斧,鈷,小 刀 と い っ た小 さな道 具 だ け で森
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林 地 帯 を少 しず つ切 り開 い て村 を建 設 した。

 こ う して,ア デ フ ン ミは村 の成 員 の政 治 的,精 神的 な指 導 者 と な って 「オバoba」 の 地 位 に

就 い た。 オ バ と は ヨル バ 語 で 王 を意 味 す る。 同 年4月 に は,彼 は み ず か らの 手 で初 め て オ リ

シ ャを授 け る た め の イ ニ シ ェ ー シ ョ ンを執 り行 い,の ちの ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長chiefと シ ャ ンゴ

デ レ首 長,オ ミラ デ首 長 た ち に オ リシ ャを授 け た。

 この と き の オ リシ ャ を授 け るた め の イ ニ シエ ー シ ョ ンに っ い て,ア ジ ャ ム首 長 はつ ぎ の よ う

に 回顧 す る。 ア ジ ャ ム首 長 は,村 の外 務 と広 報 を担 当 して い る首 長 で あ る。

  初 めて 自分 た ち 〔ア フ リカ 系 ア メ リカ人 〕 だ けで 〔オ リシ ャを授 け る た め の〕 イ ニ シエ ー

  シ ョ ン とエ ボ 〔供 犠 〕 を す る と きは正 直 い って怖 か った の お。 川 に入 って イ ニ シエ ー シ ョ

  ンを しよ う と して い た ん だ が,儀 礼 を始 め よ う とす る と急 に空 が 曇 りだ して きて雷 が鳴 り

  響 いて な。 お お っ,何 か 呪 わ れ るの か も しれ ない と恐 る恐 るや っ た よ。 そ れ に エ ボ を や る

  と きは,ほ ら,〔 エ ボ を す る瞬 間 を見 た くな いの で〕 目隠 しを して な,白 い服 を着 て や っ

  た さ。 ヤ ギ を エ ボ す る と き は 自分 た ち も死 ぬか も と思 っ た さ。 これ こそ が,ア フ リカ系 ア

  メ リカ人 の あ い だ に お け るオ リシ ャ崇 拝 の歴 史 の記 念 す べ き始 ま りな の さ。 本 当 に,オ バ

  〔王,ア デ フ ン ミを 指 す 〕 が や って の け たの は偉 大 な こ とだ よ15)。

 そ して,1972年 か ら73年 にか けて村 は発 展 し,場 所 を現 在 の シ ェル ドンに移 した。 こ う し

て 今 日ま で 現 存 す るオ ヨ トゥ ン ジ村 が 誕生 した の であ る(オ ヨ トゥンジ村 の記 述 については第3章

第1節 を参 照)。

 1972年 か ら73年 に か けて 村 が 発 展 した 時代 は,ア デ フ ン ミが オ リシ ャ崇 拝 運 動 と ヨル バ ラ

ン ドとの 関 係 を具 現 化 させ た時 代 で もあ る。 萌 芽期 の オ リシ ャ崇 拝 運 動 は,ヨ ル バ ラ ン ドとの

関係 を 築 くに あ た り,ヨ ル バ人(ナ イジェ リァ人)と ど の よ うに接 触 した の で あ ろ うか 。

 1972年 の秋,オ ヨ トゥ ン ジ村 が ま だ サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ州 の ブ レイ ズ ・ア イ ラ ン ドに あ っ た

こ ろ,ア デ フ ン ミは西 ア フ リカ ・ガ ー ナ共 和 国 で の舞 踊 公 演 に 渡 航 費 用 な ど もふ くめ て 招 待

さ れ る こ と に な っ た 。 ア デ フ ン ミを招 待 した の は,ア フ リカ系 ア メ リカ 人 の ア カ ンAkan

司 祭 で あ り,舞 踊 団 の 団 長 を して い た ナ ナ ・ヤ オ ・オ パ レ ・デ ィニ ズ ルNana Yao Opale

Dinizuluで あ る。 ア デ フ ン ミはニ ュ ー ヨー ク の ハ ー レ ムを 中心 に活 動 して い る と き に,デ ィ

ニ ズ ル と知 り合 っ た。 ア デ フ ン ミはガ ー ナ公 演 へ 同行 した の ち,ナ イ ジェ リア の オ グ ン州 ア ベ

オ ク タ を 目指 した(地 図2参 照)。 彼 はキ ュー バ人 の司 祭 で あ る シ ョナバ か ら 「将 来,託 宣 の司

祭 に な るべ きだ 」 と の託 宣 を か つ て授 か った か らで あ る。 こ う して 彼 は ヨル バ ラ ン ドの地 に は

じめて 足 を踏 み 入 れ る こ と にな った。 そ して,ア デフ ン ミは アベ オ ク タ で,ア フ リカ系 ア メ リ

カ人 と して は じめ て 託 宣 の司 祭 で あ る バ バ ラオBabalawoに な る た め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを
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受 けた の で あ る。

 これ 以 降,ニ ュ ー ヨー ク の ハ ー レム で ア デ フ ン ミと と も に活 動 して き た ほ か の首 長 た ち も ヨ

ルバ ラ ン ドへ 渡 航 す る よ うに な った。 そ して,ア デ フ ン ミや 首 長 た ち は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の崇

拝 様 式 や生 活 様 式,社 会 体 系 を ヨル バ ラ ン ドの もの に少 しで も近 づ け よ う と努 力 を 試 み たi)。

そ の 目的 を 果 た す た め に,彼 ら は ヨル バ ラ ン ドで,オ リシ ャ崇 拝 組 織 の 創 世 神 話,オ リ シ ャに

捧 げ る礼 賛 歌(オ リキoriki),儀 礼 執 行 の際 に詠 う詠 唱 歌chant, ドラム の拍 子,オ リ シ ャの

舞 踊 な ど の基 本 的 な知 識 や技 術 を習得 し,司 祭 に な る た め の イ ニ シ エ ー シ ョ ンを受 け た。 そ し

て,彼 らは 日々 の崇 拝 行 為,オ リシ ャ祭 な ど の年 中 行 事 の儀 礼 を執 り行 う過 程 を記 録 した。 ま

た,彼 らは オ リシ ャ ご とに 異 な る寺 院 の造 り,壁 の装 飾,寺 院 の 内 外 に配 置 され る彫 像,祭 壇

の構 え方 を記 録 した 。

 上 述 した よ うに,ア デ フ ン ミや首長 た ちが1970年 代 か ら ヨル バ ラ ン ドで習 得 し,記 録 した

情 報 を基 底 に して,オ ヨ トゥ ン ジ村 の社 会 構 造 や崇 拝 行 為 は構 築 され た の で あ る。 そ の後 も,

彼 らは ヨル バ ラ ン ドへ 向 か って は,そ こで学 ん だ新 た な知 識 と経 験 を村 へ加 え る と い う作 業 を

繰 り返 して い る。

 1981年,ア デ フ ン ミは ナ イ ジェ リア の オ シ ュ ン州 に あ る イ フ ェ大 学 で 開 催 され た,第1回

オ リ シ ャ伝 統 文 化世 界 会 議World Conference of Orisa Tradition and Cultureに 参 加 した。

この会 議 で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 にお け る ヨル バ の宗 教 ・文 化 の 発 展 にっ い て 特 集 した映 像 が上

映 さ れ,彼 は参 加 者 の 注 目 を集 めた 。 そ の 結 果,同 年6月5日,ア デ フ ン ミはオ シュ ン州 の イ

レ=イ フ ェ に あ る イ フ ェ王 宮 に お い て,オ オ ニ ・オ ク ナ デ ・シ ジ ュ ワ デ ・オ ル ブ シ ェ2世

Ooni Okunade Sijuwade Olubuse IIか ら バ ア レbaale(村 の 長)と し て 承 認 さ れ,オ オ ニ

Ooni(イ レ=イ フェの王の意味)の 名 前 が刻 ま れ た剣 を 授 か った(地 図2参 照)。 この 剣 は 「〔ア

デ フ ン ミが 〕 イ フ ェ の王 の名 の もと で話 す た めの 象徴 で あ り資 格 で あ る」,と 米 国 の オ リシ ャ

崇 拝 者 の あ い だ で は理 解 さ れ て い る[Onisegun l994:2]。

 こ う して,ア デ フ ン ミは非 ナ イ ジェ リア人 と して は じめ て バ ア レ とな っ た。 これ を機 に,彼

の 功績 は ヨル バ ラ ン ドや米 国,中 米,南 米 地 域 の オ リシ ャ崇 拝 者 の あ い だ に知 らせ しめ られ る

こ とに な った ので あ る。

1-2.オ ヨ トゥンジ村の社会構造

 こ こで は,1970年 代 か ら80年 代 半 ば にお け るオ ヨ トゥ ン ジ村 の社 会 構 造 と組 織 を ま と め,

当 時 の 村 の 様 子 を 明 らか に す る。 オ ヨ トゥ ン ジ村 が 成 員 の コ ミュー ンの 空 間 と して機 能 し始 め

る と,村 の 王 と して君 臨 した ア デフ ン ミは,ヨ ル バ の オ リ シ ャ崇 拝 と伝 統 的 な生 活 様 式 を 再 現

す るた め に,村 に結 社 組 織 を っ くる とと もに厳 格 な規 律 を 制 定 した 。
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① 村 の様 子 と規 模

 オ ヨ トゥ ン ジ村 の規 模 とそ の 変 化 を把 握 す る ため に村 の 人 口推 移 を確 認 して お こ う。 村 が

も っ と も栄 え た時 期,っ ま り,1970年 代 後 半 か ら1980年 代 前 半 にか け て は数 百 人 の 成 員 が村

に住 ん で い た と さ れ る。 た だ し,こ の 成 員 の数 に は,村 の所 在 地 を現 住 所 と して 登 録 して村 に

住 ん で い た 人 々 だ け で はな く,村 の 近 郊 に住 ん で村 に通 って い た人 々 の数 も含 ま れ て い る。 以

下 で は,こ の こ とを 踏 まえ た うえで 「村 の 人 口」 と記 す 。

 1970年,オ ヨ トゥ ン ジ村 は現 在 の場 所 で あ るサ ウ ス カ ロ ライ ナ州 の シ ェル ド ンで は な く,

同 州 の ブ レイ ズ ・ア イ ラ ン ドに あ っ た。 当 時 の 村 の 人 口 は13人 で あ る。 そ の 内 訳 は,王 ・

妻 ・子2人 か らな る王 家 と,そ の ほ か の数 家 族 で あ る。1972年 か ら1973年 の あ いだ に村 は現

在 の場 所 で あ る シ ェル ドンに移 設 され る。 このよ うに村 が移 設 され た 後 の1975年,村 の 人 口

は43人 に増 え る。 そ の 内 訳 は,王 ・妻4人 ・子11人 か らな る王 家 と,そ の ほか の9家 族 で あ

る。

 1970年 代 後 半 に な る と村 の人 口 は増 加 の兆 しを 呈す る。1978年,村 の 人 口 は100人 を 超 え

る。 そ の 内 訳 は,王 ・妻6人 ・子14人 ・王 の婚 約 者1人 か らな る王 家 と,そ の ほか の26家 族

で あ る。1979年 に な る と,100家 族 が 村 に住 み,村 の人 口 は300人 に 到 達 した。

 1980年 代 前 半,80家 族 か ら100家 族 が 村 に住 み,村 の 人 口 は250人 か ら300人 とな る。 そ

の 後 村 の 人 口 が 減 少 に転 じる。1980年 代 半 ば を す ぎ た こ ろ か ら,成 員 が 村 か ら流 出 し始 め,

村 の人 口 は15人 前 後 ま で 激 減 す る。 この 村 の人 口規 模 は,筆 者 が 調 査 した2001年 か ら2005

年 にお いて もほ とん ど変 化 を み せて い な い。

② 村 の 構 造 と組 織

 最 盛 期 に お い て は,数 百 人 もの人 々が 出入 りして い た オ ヨ ト ゥン ジ村 と は ど の よ うな と ころ

で あ っ た の だ ろ うか 。 こ こで は,1970年 代 後半 か ら1980年 代前 半 の 村 の社 会 構 造 と組 織 にっ

い て ま と め る。

 まず,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 社 会構 造 にっ い て述 べ る。 オ ヨ トゥ ンジ村 で は,王 と して 位 置 づ け

られ た ア デ フ ン ミが,村 の 全権 を握 り,村 の全 資 源 を所 有 した。 村 の 成 員 は納 税 義 務 を果 たす

こ とで,村 で生 活 す る た め に必 要 な様 々 な権 利 を 獲得 した。 こ う して 成 員 か ら徴 収 さ れ た税 金

は,村 の行 政 や,村 に公 共 の 建 築物 や碑 を建 立 す るた め に用 い られ た。

 また,オ ヨ トゥ ン ジ村 は 階級 的 に分 化 して い た。王 が 村 の 階 級 制 度 の 頂 点 に君 臨 し,王 の妻

と子 供 が そ の下 位 に位 置 づ け られ た。 そ のっ ぎの 位 に は首長 と よば れ る地 位 に就 い た成 員 が お

か れ,ほ か の一 般 の 成 員 は さ ら にそ の下 位 に位 置 づ け られ た 。 そ して,村 の すべ て の成 員 は,

王 ・妻 ・子 供 か らな る王 家 を の ぞ い て,司 祭 歴 に した が って 階 級 分 化 して い た。 司祭 歴 とは実

際 の年 齢 とは 関 係 な く,司 祭 に な るた め の イ ニ シェー シ ョ ンを 受 けて か ら経 過 した年 月 の こ と
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で あ る。 司 祭 歴 の長 い成 員 は,後 述 す る年 寄 結 社 の 決議 を も と に,首 長 と して 任 命 さ れ た 。 つ

ま り,王 家 を の ぞ く と,首 長 とい う階級 に属 す る成 員 が村 で も っ と も高 位 を 占 め た。 首 長 の大

半 は ア デ フ ン ミと と もに ニ ュー ヨー クで活 動 を始 め,オ リシ ャ崇 拝 運 動 の 基 盤 を っ く っ た成 員

で あ る。

 っ ぎ に,オ ヨ トゥ ン ジ村 の結 社 に っ い て述 べ る。 村 に は6っ の結 社 が み られ た。 そ れ らは,

(1>年 寄 結 社Egbe Ogboni,(2)女 王 結 社Egbe Olori,(3)祖 先 結 社Egbe Egungun,(4)男 性

結 社Egbe Akinkonju,(5)女 性 結社Egbe Moremi,(6)司 祭 結 社Egbe Orisaで あ る。

 年 寄 結 社 は首 長 階級 に属 す る成員 で構 成 され て お り,村 の 立 法 ・司法 ・行 政 ・警 察 の機 能 を

担 って い た。 た だ し,王 で あ る アデ フ ン ミが 年 寄結 社 の長 と して 位 置 づ け られ て い た の で,ア

デ フ ン ミの言 葉 は法 律 に等 しか った。 村 の政 治 は 「絶対 王 政 」 と称 さ れ る よ うな体 制 の も と で

お こ なわ れ て い た。 女 王 結 社 は王 の複 数 の妻 た ちか ら構 成 され て い た。 こ の2つ の結 社 に は,

首 長 と王 の 妻 以 外 は入 社 す る こ とが 認 め られ て いな い。 残 りの4っ の結 社 につ い て は,成 員 に

な る た め に は そ れ ぞ れ の結 社 に 入社 す る た め の イ ニ シ ェー シ ョ ンを受 け る必 要 が あ る。

 は じめ に,祖 先 結 社 は村 が正 式 に認 可 した成 員 で 構成 され て い た。 ③ で 述 べ る入 村 儀 礼 を済

ませ た成 員 の みが,祖 先 結 社 に 入社 す る ことが で きた の で あ る。 つ ぎに,男 性 結 社 と女 性 結 社

の成 員 に な る た め に は,そ れ ぞ れ の結 社 に入 社 す るた め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 けな けれ ば な

らな か っ た。 男 性 成 員 は,男 性 結 社 に入 社 す る ため の イ ニ シ エ ー シ ョンを 受 け る過 程 に お いて,

初 歩 的 な狩 猟 や漁 の仕 方 を習 い,村 の 自然 の なか で 生 き抜 く術 を伝 授 され た。 同様 に,女 性 成

員 は ヨルバ の衣 服 の仕 立 て方 を 伝授 され た。 これ に は,女 性 成 員 が ヨル バ の衣 服 を み ず か らが

着 用 す る た め に仕 立 て るだ け で はな く,仕 立 て た ヨル バ の衣 服 を販 売 す る こ とで経 済 的 に 自立

す る た め の手 段 を女 性 に伝 授 す る とい う目的 が あ った 。 イ ニ シエ ー シ ョ ンを経 て成 員 とな る こ

とが 認 め られ る と,っ ぎの2っ の機 会 を利 用 して 村 の ほか の 成 員 に披 露 され た。 す な わ ち,男

性 成 員 は鉄 の 神 で あ る オ グ ンOgunを 祀 る 祭(毎 年3月 開催)に お い て,女 性 成 員 は 小 川 ・

魚 ・母 性 の神 で あ るイ ェモ ジ ャYemojaを 祀 る祭(毎 年6月 開催)に お い て,結 社 に入 社 した

こ と を王 と参 列 者 に報 告 す る機 会が 設 け られ て い る。 さい ご に,オ リシ ャの 司祭 結 社 は,頭 に

宿 る オ リ シ ャを授 か るた め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 けた 成 員 で 構 成 され て い た。

 以 上 で 取 りあ げ た6つ の 組織 のほ か に も,オ ヨ トゥ ンジ村 に は特 定 の 目的 を果 た す こ と に特

化 した2っ の組 織 が み られ た。 それ らは,互 助 組織 と ヨル バ ・ロ イ ヤ ル ・ア カ デ ミーYoruba

RQyal Academyで あ る。 ドクフ.エdokpweと よば れ る互 助 組 織 に は,40歳 以 下 の 村 の 男 性

成 員 が 全 員 組 み込 まれ,村 内 の 土木 作 業 に従 事 した。 そ して,ヨ ル バ ・ロ イ ヤ ル ・ア カ デ ミー

と い う教 育 機 関 は,米 国 の 公教 育 の代 替 物 と して 設 立 され た(本 章2-1で 後述)。 こ こで は,お

もに8歳 か ら17歳 まで の成 員 に た い して教 育 が施 され たて い た が,村 で 生 ま れ 育 って い な い

17歳 以 上 の成 員 に た い して も,オ リ シャ崇 拝,オ ヨ ト ゥン ジ村 の歴 史,ヨ ル バ 語 の 講 義 が お
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こ な われ て い た。

 オ ヨ トゥ ン ジ村 で 生 まれ 育 っ た オ ジ ョによ れ ば,成 員の 多 くは物 心 が っ い た こ ろか らほ か の

大 き な成 員 に混 じって 教 室 に座 り,授 業 に参 加 して い だ,授 業 で は,ヨ ルバ 語 ・英語 ・数学 ・

ア フ リカ と ア フ リカ系 ア メ リカ人 の 歴 史 文化 ・オ リ シャ崇 拝 の運 動 史 ・オ ヨ ト ゥン ジ村 の 創 設

史 ・オ リシ ャ崇拝 儀 礼 ・動 物 の 飼 育 法 ・ア フ リカの)ミ術L芸 が教 え られ た。 この た め,村 で生

まれ 育 った 子 供 は,ア フ リカの 歴 史 文 化 を は じめ,大 西 洋 奴隷 貿 易 や 米 国 の 奴 隷制 とア フ リカ

人奴 隷 の 米 国 へ の 社 会 文化 的 貢 献,さ らに 公民 権 運 動 に 詳 しい。

③ 村 の規 律

 か っ て オ ヨ トゥ ン ジ村 で み られ た 厳 格 な 規 律 は,村 か ら 「西洋 の文 化 」 を排 除 し,ヨ ル バ ラ

ン ドの宗 教 と伝統 社 会 を}ll現 す るた め に定 め られ た もの で あ る。

 オ ヨ トゥ ン ジ村 の成 員 に な ろ う とす る 新 参 者 は,定 式 化 され た 入村 儀 礼 を済 ま せ な けれ ば な

らな か った。 まず,新 参 者は村 に6ヶ 月間 連 続 して滞 在 し,村 外 の 住 居 をr放 す ことが もと め

られ る、,新参 者は この6ヶ 月 の あ い

る)こ と はで きな い。 そ の た め,L            ギ      。    ・

い 新 参 者 は,首 長 や 特 定 の 家族 の使

用 人 とな らね ば な らなか った。

 ま た,新 参 者 は村 に移 住 して か ら

3ヶjJ以 内 に イ ラilaと い う一 種 α)

搬 痕 文身 を 授 か る,こ れ は,実 在 す

る ヨル バの 一民 族 に帰 属 す る こ とを

示 す 搬 痕 文 身 で あ る[Johnsoll

l921]、〕 イ つの 形1犬は, や や 月'より

の 顎 の骨 格 か ら少 しLの 頬 に,4セ

ンチ メー トルに お よ ぶ 横線 を 縦 に3

本 並 べ る(写 真3参 照)、,イ ラを 取 り

去 る こ と はお お よ そ 不 可能 で あ るゆ

え に,オ リシ ャ崇 拝 ～千と して 生 き る

決意 と請 願 の 表 れ で あ る16.。 イ ラを

授 か ・た あ と・ 鯵 κは 村 や王 譜 噸 、 オ
。,。 ン湘 、,,蔦す 。 。とを示 す職 焔,

長,そ して 占』代 ヨル バ の 規 律 と/云統     ラ。2003年10}125日,筆 階撮影。
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にた い して忠 誠 を誓 った。 この あ と,新 参 者 は頭 に宿 るオ リシ ャの種 類 を 明 らか に し,霊 的 な

助 言 を授 か るた め に イ フ ァ託 宣 を受 け る。

 こ の よ うに,新 参 者 は米 国社 会 か ら 「出家 」 す る こ とで よ うや くオ ヨ ト ゥ ン ジ村 の成 員 と し

て受 け容 れ られ た の で あ る。 村 に受 容 さ れ た成 員 は,村 で生 活 す る に あ た り,日 常 生 活 に 関 わ

る規 律 や家 族 制 度 に関 わ る規 律 を遵 守 しな けれ ば な らな か った 。

 まず,日 常 生 活 に 関 わ る規 律 につ い て みて い こ う。 オ ヨ トゥ ン ジ村 で は,手 動 ポ ンプ式 の 井

戸 水,薪,灯 油 ラ ンプ を使 用 す る こ とが 義 務 づ け られ て お り,水 道,ガ ス,電 気 の使 用 は 禁 止

さ れ て い た。 そ して,ヨ ル バ の 衣 服 を っ ね に着 用 す る こ と が も と め られ た。 ヨ ル バ の 衣 服 を

纏 って い な い もの は,村 の入 り 口に駐 在 して い た監 守 か ら入 村 す る こ とを認 め られ な か った 。

 先 述 した よ うに,オ ヨ トゥ ン ジ村 に は階 級 制 度 が 導 入 され た 。 この 階 級 制 度 で は,そ の 頂 点

に王 が 位 置 し,そ の下 に王 の複 数 の妻,っ つ いて首 長 が位 置 づ け られ て い た 。 オ リシ ャの 司 祭

も司 祭 歴 に したが って 階級 分 化 して い る。 こ の よ うな 階 級 の 差 異 を実 践 す る た め に,表 敬 行 為

を実 践 す る こ とが も とめ られ た。 村 で実 践 され て いた 表敬 行 為 は,ド バ レdobaleと,イ ヤ ユ

ンiyayun,エ ク ン レekunleの3種 類 で あ る。 ドバ レは,地 面 に ひ れ 伏 す 挨 拶 で あ る。 まず,

両 手 を大 地 にっ け た あ と,両 足 を後 方 へ ず ら し,腕 立 て伏 せ の よ うな姿 勢 を と った あ と,地 面

に ひ れ伏 し両 手 を体 側 に っ けて 表敬 を示 す 。 イ ヤユ ン は,横 座 りの体 勢 で,体 側 を地 面 に っ け

る挨 拶 で あ る。 エ ク ン レは,地 面 に ひ ざ まず く挨拶 で あ る。 まず,腰 を折 り な が ら両 手 を地 面

にっ け,っ ぎ に両 ひ ざ を地 面 に っ け,最 後 に頭 を 大 地 にっ けて 深 く垂 れ る こ とで表 敬 を示 す 。

村 の 成 員 は,遙 か 彼 方 で あ って も王 が 視 界 に入 る と,地 面 に ひ れ 伏 して敬 意 を表 さな けれ ば な

らな か った。 そ して,王 が視 界 か ら消 え去 る まで の あ い だ,地 面 に ひ れ 伏 す 体 勢 を維 持 しな く

て は な らなか った。 王 以 外 の場 合 は,成 員 は 自分 よ り階級 が 高 い人 に 出 会 え ば,先 に示 した3

種 類 の表 敬 行 為 の い ず れ か を実 践す る必 要 が あ った 。

 つ ぎ に,村 で の 言 語 使 用 に関 わ る規 律 に つ いて 述 べ る。 村 で は,夜 明 けか ら正 午 ま で に か

ぎ って は,英 語 で の会 話 が禁 止 され,ヨ ルバ 語 しか 認 め られ な か った。 そ の こ とに っ いて,オ

ミア ラ ドラ と い う女性 成 員 は っ ぎ の よ うに 回 顧 し,周 囲 の 笑 い を誘 っ た。 オ ミア ラ ドラ は,

1970年 代 か ら80年 代 半 ば ま で村 で 夫 や6人 の 子供 と と もに暮 ら して い た 。

  オ ヨ トゥ ン ジ村 に い た ころ,ヨ ルバ 語 しか 話 して はい けな い と きが あ りま した。 英 語 を 話

  す と誰 も返 事 を して くれ な いの です 。 ヨル バ 語 に 苦 労 しなが ら も,な ん とか して 話 さ な け

  れ ば な りませ ん で した。 〔当時 〕 村 に は3,4人 の首 長 が い ま した。 村 の人 々 も ヨル バ 語

  を話 す の で,ヨ ル バ 語 で 話 しか け な け れ ば な り ませ ん で した。rわ た しの オ コoko(夫)

  が … …」 とい った ら,「 お まえ の オ コok6(車)が ど う した って?」 と,よ くか らか わ れ

  た もの で す17)。
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 この 語 りか らわ か る よ うに,ヨ ルバ 語 で は同 じよ うに綴 られ る単 語 で あ って も,声 調 の 高 ・

中 ・低 に よ って 単 語 の 意 味 が 異 な る ので あ る。 オ リシ ャ崇 拝 者 の多 く は英 語 を 母 語 とす るた め

に,音 の 高 低(声 調)を っ けて 発 音 す る こ とに苦 手意 識 を も って い る。 そ の一 方 で,英 語 を 母

語 とす る彼 らは,ヨ ル バ 語 に不 必 要 な音 の 強 弱(ア クセ ン ト)を つ けて 発 音 して しま う。 そ の

た め,彼 らが 話 す ヨ ルバ 語 は,ヨ ルバ 語 を母 語 とす る聞 き手 が配 慮 しな い と通 じな い こ とが 多

い。 オ リシ ャ崇 拝 者 は,彼 らの ヨル バ語 の こ とを 自嘲 して 「ピ ジ ン ・ヨル バpidgin Yoruba」

と呼 ん で い る。

 さ い ご に,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の家 族 制 度 に 関 わ る規 律 に つ い て み て お き た い。 村 で は 「内 婚

制 」 が 義 務 づ け られ て お り,一 夫 多妻 制 が 認 め られ て い た。 独 身 男 性 に は土 地 を所 有 す る権 利

が な く,結 婚 す る ま で は使 用人 と して生 活 す る。 一方,独 身 の21歳 以 下 の 女 性 は,王 家 の 住

居 に住 み,入 村 して か ら3ヶ 月 以 内 に村 の男 性 と結婚 す るか,も し くは,王 の妻 とな る か の ど

ち らか を選 択 しな け れ ば な らな か った。

 上 述 した よ う に,オ ヨ ト ゥン ジ村 はそ の 内部 です べ て が事 足 りる 自給 自足 的 な コ ミュ ー ンを

目指 して創 設 され た。 村 で は 「西 洋 の文 化 」 を で き るか ぎ り排 除 し,ヨ ルバ ラ ン ドの宗 教 と伝

統 社 会 を再 現 す る た め の 規 律 が 制 定 され た。 そ して,成 員 は ヨ ルバ ラ ン ドの宗 教 と伝 統 社 会 を

オ ヨ トゥ ン ジ村 に お い て 再 現 す る こ とを 目指 した ので あ る。

1-3.オ ヨ トゥンジ村 における成員の経済活動

 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 に 出 入 り して い た成 員 は,ど の よ う な経 済 活 動 に従 事 して い た の で あ ろ うか 。

 まず,オ ヨ トゥ ン ジ村 で は,自 給 自足 の 理念 の もと,1世 帯 に っ き約8平 方 メ ー トル の農 地

が 与 え られ て い た。 成 員 は そ の農 地 で 野 菜 を 栽培 した。 ただ し,成 員 の多 く はみ ず か らの農 地

の収 穫 物 だ けで は家 族 を 養 うこ とが で きな か った ので,村 外 の農 家 へ 出稼 ぎに 行 く必要 が あ っ

た。 ま た,男 性 の成 員 の な かで も男 性 結 社 に入 社 す る た め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを 済 ませ た 男 性

は,初 歩 的 な 狩 猟 や 漁 の仕 方 を習 得 して い た の で,そ の 技 能 を 用 い て 食 材 を 確 保 す る こ と も

あ った 。 ま た,男 性 の 成 員 は,儀 礼 で用 い る ニ ワ トリ,ヤ ギ,ハ トな どを 飼 育 し販 売 した 。 同

様 に,女 性 成 員 は ヨル バ の衣 服 を仕 立 て 販 売 した。

 っ ぎ に,男 女 の性 別 に関 係 な くお こな われ て い た経 済 活 動 を3っ にわ けて 述 べ る。 そ れ らは,

(1)観 光 客 の ガ イ ド,(2)装 飾 品 ・工 芸 品 等 の製 作 販 売,(3)司 祭 職 で あ る。

(1)観 光 客 の ガ イ ド

 オ ヨ トゥ ン ジ村 で 生 活 す る成 員 は,村 を訪 れ る観光 客 の ガ イ ドと して 村 を 案 内 し収 入 を え た。

ガ イ ドの 内容 は,村 の 歴 史 や村 の設 立 目 的か ら簡 単 な ヨル バ 語 の 説 明,各 寺 院 に祀 られ て い る

神 々 の神 話 な ど に お よ ぶ。 ガイ ド料 は観 光 客1人 にっ き5ド ル18)(600円)で あ る。
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(2)装 飾 品 ・工 芸 品 等 の製 作 販 売

 成 員 の な か に は,銅 線 に ビー ズを 通 して作 った ネ ッ ク レス や腕 輪 な ど の装 飾 品 や,オ リシ ャ

の彫 像 や絵 画 な どの 工 芸 品 を製 作 し販売 す る ものが い た。 なか に は,イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 け

た あ と に授 か る ネ ック レス(エ レケeleke),イ フ ァIfa託 宣 に用 い るオ ペ レopele(鎖)や オ ポ

ン ・イ フ ァopon Ifa(円 状 の板)な どの 儀礼 用 具 を製 作 し販 売 す る成 員 もい た。 さ らに成 員 は,

ア フ リヵ ン.セ ォ ロ ジヵ ル ・ア ー ク ミニ ス トリーAfrican Theological Archministryの 出版

物 を販 売 す る こ とで 収 入 を 得 られた 。 ア フ リカ ン ・セ オ ロ ジカ ル ・ア ー ク ミニ ス トリー と は,

年寄 結 社 が 管 理 運 営 し,村 に併 設 され て い る出版 会 社 で あ る。 そ の 出 版 物 の 多 くは,ア デ フ ン

ミが 執 筆 した オ リシ ャ崇 拝 や ア フ リカ系 ア メIJ力 人 の歴 史 にっ い て の 教 養 書 で あ る。

(3)司 祭 職

 成 員 が 司 祭 で あ る場 合 は,イ ファ託 宣 や メ リンデ ィ ログ ン託 宣 を 相 談 者 の た め に執 行 す る こ

とで 比 較 的安 定 した収 入 を 維 持 す る こ とが で きた。 司 祭 は相 談 者 を 村 の 内 外 か ら広 く受 け入 れ

た。 そ して,司 祭 は託 宣 の 結 果 に した が って,相 談 者 に助 言 を与 え た り,供 犠 や そ の ほか 種 々

の儀 礼 を執 行 した りす る こ とで 収入(報 酬)を え る こ とが で き た。 託 宣 の報 酬 と して,司 祭 は

一 案 件 に っ き50ド ル か ら100ド ル(6
,000円 ～12,000円)を 相 談 者 か ら受 け取 っ た。

 と りわ け,相 談 者 の 頭 に宿 る オ リシ ャを 明 らか にす る託 宣 は,司 祭 に と って重 要 な 収 入 源 で

あ った。 な ぜ な ら,司 祭 は相 談 者 の 頭 に 宿 るオ リシ ャを明 らか に す るだ け で は な く,そ の後,

相 談 者 に オ リシ ャを授 け る ため のイ ニ シェ ー シ ョ ンを 執 行 す る こ とが で き た か らで あ る。 す な

わ ち,こ れ は,相 談 者 を 司 祭 にす るた め の イ ニ シエ ー シ ョ ンで あ る。 司 祭 は,相 談 者 に1っ の

オ リ シ ャを授 け るに っ き,1,000ド ル か ら1,500ド ル(12万 円～18万 円)の 報 酬 を 受 け取 る こ と

がで きた。

 た だ し,オ ヨ トゥ ン ジ村 の オ リシ ャ崇 拝 の実 践 に したが え ば,相 談 者 は頭 に宿 るオ リ シャ の

ほか に,7っ の オ リ シ ャ(エ シュEsu,オ グ ン,シ ャ ンゴSango,オ バ タ ラObatala,オ ヤOya,

イェモ ジャ,オ シュ ンOsun)を 授 か る こ とが 慣 例 と な って い た。 相 談 者 の 頭 に 宿 るオ リシ ャが

この7っ の オ リシ ャの う ち の1っ で あ れ ば,相 談 者 は残 り の6つ の オ リ シ ャを授 か る。 こ の こ

とを 踏 ま え て,た とえ ば,司 祭 が7っ の オ リシ ャを相 談 者 に授 け る こ と で受 け取 る報 酬 の総 額

は,7,000ド ルか ら10,500ド ル(84万 円～126万 円)に もお よん だ 。

1-4.オ ヨ トゥンジ村 に導入 された ジェンダー規範

 ヨル バ の オ リシ ャ崇 拝 にみ られ る ジェ ンダ ー規 範 の なか で,ど の よ うな ジ ェ ン ダ ー規 範 が 選

択 的 に オ ヨ トゥ ン ジ村 に導 入 さ れた の で あ ろ うか 。 そ の 背 景 に は どの よ うな理 由 が あ っ た ので

あ ろ うか 。 オ リシ ャ崇 拝 文 化 に み られ る ジ ェ ンダ ー規 範 は,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 が形 成 され る段 階

                    18一



               コ ミュー ンか ら聖地へ(小 池)

に お い て重 要 な役 割 を 果 た した が,そ の一 方 で村 が 分 裂 し,衰 退 す る要 因 と もな った。

 は じめ に,オ リ シ ャ崇 拝 の 中核 を な す神 々 の存 在 に注 目 しよ う。 ヨルバ の至 高神 で あ る オ ロ

ドゥマ レや オ ロ ル ンに は単 一 の 性 が な い[Awolalu 1979;Smith 1988;Eason 1997]。 この こ

と は,至 高 神 が 男 で あ るか ら,ま た は女 で あ るか ら,人 間 の 男 が 優 れ て い る,あ るい は女 が優

れ て い る と い う解 釈 が,オ リシ ャ崇 拝 者 の あ い だ で は成 立 しな い とい う こ とを 意 味 して い る。

 お な じよ う に,崇 拝 の 対 象 で あ るオ リシ ャの な か に は両 性 的 特 性 を備 え て い る もの が あ る。

ほ か の オ リシ ャに は,た と え神 話 に もとつ い た性 が あ る と して も,そ の性 格 や 気 質 に はか な ら

ず 善 悪 双 方 の価 値 を 内 包 して い る。 ヨルバ に は,「 善/悪 」 と い う二 元 論 的 な 価 値 観 は み られ

ず,す べ て の も の に は善 と悪 が備 わ って い ると考 え られ て い るか らで あ る [Awolalu 1979;

Smith 1988;Curry 1997:65]。 っ ま り,オ リシ ャに は性 が あ るが,そ の 性 は既 存 の ジ ェ ン

ダ ー規 範 に従 った 「男 ら しさ」 や 「女 ら しさ」 に包 摂 さ れ る もの と は性 質 を 異 にす る。 この こ

とを既 存 の ジェ ン ダ ー規 範 に したが って 言 い 換 え れ ば,「 女 ら しい」 男 性 の オ リシ ャや 「男 ら

しい」 女 性 の オ リシ ャが 存 在 す る の で あ る。

 さ ら に,頭 に宿 るオ リ シ ャの性 と,崇 拝 者 の 「生 物 学 」 的 性 とは無 縁 で あ る。 また,米 国 の

オ リシ ャ崇 拝 者 は サ ンテ リア の影 響 を受 けて い るた め に,複 数 の オ リシ ャを 頭 に宿 して い る こ

とが あ る。 こ れ は,「 男 ら しさ」 や 「女 ら しさ」 を兼 ね添 え た い くっ もの オ リシ ャが 崇 拝者 の

頭 に共 存 す る こ とを 可 能 に した。 そ の た め,オ リシ ャ崇 拝 者 は た とえ ひ とっ の オ リシ ャに 自己

同定 して い た と して も,善 悪 と い う二 元 論 的 な 価値 観 で判 断 す る こ との で き な い 「男 ら しさ」

と 「女 ら しさ」 を 兼 ね 合 わ せ た両 性 的 な特 性 を備 え る こ とに な る。

 上 述 した よ うに,ヨ ルバ の オ リシ ャ崇 拝 で は性 によ って優 劣 を つ け る こ と は論 理 的 で はな い

と考 え られ て い る。 そ こで,オ リシ ャ崇 拝 者 は,オ リシ ャ崇 拝 にお け る ジェ ンダ ー規 範 を 米 国

の キ リス ト教 や イ ス ラ ムで み られ る ジェ ンダ ー規範 と異 な る もの と して 位 置 づ け たの で あ る。

オ リ シ ャ崇 拝 は,キ リス ト教 の家 父 長 的 な文 化 や,イ ス ラ ム組 織 の ひ とっ で あ る ネ イ シ ョ ン ・

オ ブ ・イ ス ラムNation of Islam運 動 の男 性 覇 権 的 な文 化 との差 異 を 実 践 す る と い う意 義 を 果

た す の に適 して い る とみ な され た19)。

 っ ぎ に,オ リシ ャ崇 拝 に お け る階級 に注 目 しよ う。 オ リシ ャ崇 拝 で は首 長 や 司 祭 が 階 級 分 化

して い る。 この 階 級 の差 異 を具 現 化 す るた め に表 敬行 為 が 用 い られ る。 と こ ろが,表 敬 行 為 に

ま っ わ る作 法 と性 に は関 係 が な い。 た とえ女 性 に たい して で あ って も,よ り地 位 の高 い司 祭 で

あ れ ば,男 性 が 地 面 に ひ れ 伏 す ドバ レ とい う表 敬 行 為 を す る状 況 が 日常 的 に み られ る。 オ リ

シ ャ崇 拝 の 階級 を オ ヨ トゥ ンジ村 に導 入 す る とい うこ とは,米 国 社 会 と は異 な る男 女 の権 力 関

係 を 築 く手 段 の ひ とっ で あ った 。

 オ リ シ ャ崇 拝 に お け る性 や宗 教 的 階級 は,米 国 社会 の ジ ェ ンダ ー規 範 に まっ わ る男 女 の 権 力

関 係 か ら崇 拝 者 を 解 放 させ る機 会 を与 え た こ とが わか る。 と こ ろが オ リ シ ャ崇 拝 は,崇 拝 者 を
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米国社会のジェンダー規範から解放するだけではなかった。オ リシャ崇拝者といえども米国社

会の価値観か ら自由ではな く,彼 ら自身も米国社会に根づ く価値観(偏 見)に よってアフリカ

の文化を解釈することもあったからである。

 オ ヨトゥンジ村では,一 夫一婦制を米国の象徴と捉え,そ れに反対するという意義か ら一夫

多妻制が村に導人された。その結果,一 夫多妻制にまつわる男性のユー トピア幻想や女性を軽

視する考え方が,実 際の村の規律や生活に投影された。それ らは,男 性が時間や場所を問わず

欲求のままに女性 と性交渉をもっことができるという幻想であり,男 性の衣食住の欲求が満た

され るよ うに女性 は働けばよいという考え方であった。1970年 代半 ばになると,こ のような

男女の性差にもとつ く差別的な価値観が村に浸透 していることが女性成員によって問題視 され

た。そうして,オ リシャ崇拝のジェンダー規範として実践されていた一夫多妻制が,米 国社会

のジェンダー規範を再考するというフェ ミニズム運動の文脈で批判されることになる。

 それでは,オ ヨトゥンジ村で実践されていた一夫多妻制と,そ の制度 にもとつ くジェンダー

規範はどのようなものであったのであろうか。村の一夫多妻制では,男 性 は養えるだけの女性

と結婚することが可能であった。ただし,夫 は妻のための住居,祖 先崇拝のための小屋,台 所,

洗面所を建てなければならず,妻 が商売を始めるための支度金 も準備 しなければならなかった。

このことからもわかるように,村 での婚姻には非常に多くの経費が必要であり,大 半の男性は

1人 の女性 としか結婚す ることができなかった。ただ し,村 の成員の多 くはネイション ・オ

ブ ・イスラムに関与 していた経験があり,男 尊女卑的なジェンダー規範を踏襲 していた。その

ために,男 女の関係では男性が支配的な地位を占め,女 性には一切権利がないという性差別的

な価値観が村の成員の一部で認められた。

 こうした性差別的な価値観は次第にオヨトゥンジ村の男性成員のなかに広まっていき,男 性

の権力を都合のよいように拡大 して解釈することが横行 し始めた。それにたいして,王 家の女

性と女性結社の成員が一丸 となって村における女性の権利を見直すようアデフンミに強 く働き

かけた。恒久的な村が設立 されたときこそ,村 の構造を吟味 し直す時期がきたと考え られたか

らである。村内では,1974年 ごろから一夫多妻制や性別分業における女性の低 い地位が再検

討されるようになった。

 アデフンミは王家の女性 と女性結社の主張を無視することができず,ア フ リカにおけるジェ

ンダー規範にっいての調査をお こなうように首長に命 じた。その結果,首 長たちはっぎのよう

に回答 した。男性は身体的に優れているかもしれないが,女 性はモノを所有する権利 や,自 己

の生産活動によって所得をえる権利をもっこと可能である。また,女 性は宗教的,政 治的に重

要な地位を通 じて権力をもっことが可能である。さらに,女 性は男性に仕えるために生まれて

くるのではないこと,そ れよりも,女 性はみずか らの運命を追究するために生まれて くるとい

うことが示 された。 こうして村では,女 性がモノを所有する権利や,集 会に出席する権利が認
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め られ,食 事 の 配 膳 を夫 に任 せ て も よい こ とな どが あ らた に村 の規 律 と して盛 り込 ま れ た。 た

だ し,村 の男 性 成 員 の多 くは女 性 に この よ うな権 利 が認 め られ た こ と に た い して批 判 的 で あ り,

そ の大 半 が 村 を 去 った 。 これ に よ って 村 の成 員 数 は急 激 に減 少 した。

 オ リ シ ャ崇 拝 の ジ ェ ンダ ー規 範 と して実 践 さ れて いた 一 夫 多 妻 制 は,米 国社 会 の フ ェ ミニ ズ

ム の文 脈 で 批 判 さ れ,再 定 義 され た の で あ る。 こ の こ とか らは,オ リシ ャ崇拝 者 は,み ず か ら

の 目的 を 達 成 す る た め に 必 要 と さ れ る ヨル バ の オ リ シ ャ崇 拝(宗 教 ・文 化)の 諸 要 素 を 選 び

と って い る こ と,さ ら に,彼 らは選 択 した ヨル バ の オ リ シ ャ崇 拝 の諸 要 素 を 自己 の 都合 の よ い

文 脈 に適 合 す る よ うに 再 解 釈 し,実 践 して い る ことが わ か る。 こ う して村 に お け る既存 の ジ ェ

ン ダー 規範 の解 体 は,女 性 成 員 を エ ンパ ワー メ ン トす る一 手 段 とな った の で あ る。

2.コ ミ ュ ー ンの 破 綻(1980年 代半ば～)

 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 で は,村 に特 有 の 社 会 構 造 ・組 織 ・規 律 の も とで成 員 が 生 活 す る こ とで,米

国 と は異 な る社 会 環 境 や 生 活 が 成 員 に保 証 され た。 と ころ が,こ う した 村 に特 有 の社 会 構 造 ・

組 織 ・規 律 を め ぐ る問 題 が 生 じる ことで,村 は存 続 の危 機 に晒 され た。 本 節 で は,1970年 代

か ら80年 代 半 ば にか け て 興 隆 した オ ヨ トゥ ン ジ村 が 一 転 して 衰 退 して い く過 程 に着 目す る。

2-1で は,村 と村 外 の地 域 社 会 との あ い だ に認 め られ る葛 藤 を ま とめ る。2-2で は,村 の 内

部 に生 じた 問題 を 明 らか に す る。 そ して2-3で,オ ヨ トゥ ンジ村 を 舞 台 に した排 他 的 な オ リ

シ ャ崇 拝 運 動 を 衰 退 させ た要 因 を検 討 す る。

2-1.オ ヨ トゥンジ村 と地域社会 との問題

 オ ヨ トゥ ン ジ村 と地 域 社 会 との あ い だ に生 じた のは,(1)子 弟 教 育 の問 題(2)自 治 権 の 問題

(3)自 給 自足 の3点 で あ る。

(1)子 弟 教 育 の 問 題

 オ ヨ トゥ ン ジ村 が あ るサ ウス カ ロ ライ ナ州 の法 律 に した が え ば,6歳 か ら公 教 育 を受 け な け

れ ば な らな い。 と ころ が,オ ヨ トゥ ン ジ村 の成 員 は,米 国 の 公 教 育 に従 事 す るア メ リカ人 教 師

に は,子 弟 を 教 育 す るだ けの 知 識 や 経験 が な い と判 断 した 。 村 の子 弟 を教 育 す る には,ア フ リ

カ系 ア メ リカ人 な らび に オ リシ ャ崇 拝 者 の歴 史 ・宗教 ・文 化 ・価 値 観 ・心 理 ・社 会 環 境 に精 通

して い な け れ ば な らな い と考 え たか らで あ る。 そ こで,彼 らは法 律 に した が わ ず,独 自の教 育

を 子 弟 に施 す こ と を選 ん だ 。 この よ うに して,村 の成 員 は,キ リス ト教 の価 値 観 で,彼 らの子

弟 が あ や ま って 教 化 され る こ と を回 避 しよ う と試 みた ので あ る。

 それ で は,オ ヨ トゥ ンジ村 の 成 員 は,米 国 の公 教 育 の 何 を弊 害 で あ る と考 え た の で あ ろ うか 。

 た とえ ば,村 の 成 員 で あ った オ ミア ラ ドラは1980年 代 半 ば に家 族 とと もに村 を離 れ て,フ
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ロ リダ州 の マ イ ア ミー デ イ ド郡 へ と移住 した 。 そ こで,彼 女 の五 男 の イ フ ァ シ ャ デが 学 校 で 問

題 に 直面 した 。 イ フ ァ シ ャデ は オ ヨ トゥ ンジ村 で生 ま れ育 った 司 祭 で あ る。 彼 は教 室 で本 名 を

っ ぎの よ う に名乗 った 。 「イ フ ァ シャデ ・ア ジグ ンワ ・ア ジ ャ ム」。 す る と,ア フ リカ系 ア メ リ

カ人 の教 師 か らは,「 お まえ が た だそ の名 前 を っ け ただ けだ ろ。 俺 た ち に は み ん な奴 隷 の名 前

が っ い て い るん だ 」,と 非 難 され る羽 目 に な った ので あ る。

 た だ し,村 の 子 弟 に弊 害 を もた ら した の は ア メ リカ人 の教 師 だ けで は な い 。 ア メ リカ人 の生

徒 も同 じよ うな 問 題 を もた ら した。 た とえ ば,オ ミア ラ ドラの三 男 の オ ジ ョはオ ヨ トゥ ン ジ村

で生 ま れ育 ち,家 族 と と もに フ ロ リダ州 南部 の マ イ ァ ミー デ イ ド郡 へ 引 っ越 した 。 オ ジ ョは村

の敷 地 か ら出 て,は じめ て 米 国 社 会 の文 化 と接 した と きの 印 象 を っ ぎの よ うに興 奮 して語 っ た。

  すべ て が 違 うん だ 。 み た こ ともな い人 〔引越 先 で接 した人 々〕 が,奇 妙 な行 動 を して い る

  の を 目に した ら,驚 いて 当 然 だ ろ う?〔 オ ヨ トゥ ン ジ村 と引越 先 の米 国社 会 で は〕 話 し方

  が違 う し,目 上 の人 と の接 し方 も違 う。 服 装 か ら生 活 の 仕 方,仕 事 ま で す べ て が 違 う ん

  だ20)。

 この よ うに,オ ジ ョは引 越 先 の地 域社 会 で 出会 った人 々 の文 化 に 違 和 感 を覚 え た 。 こ う した

違 和 感 を覚 え た の は,彼 を 転 校 生 と して迎 え た学 校 の 生 徒 た ち も同 じこ と で あ っ た。 オ ジ ョは

級 友 か ら顔 に 刻 ま れ た イ ラ と よ ばれ る搬 痕 文 身 の痕 や ヨル バ の 服 装 を 答 め られ て登 校 拒 否 に

な っ た。 彼 の姉 も ほか の生 徒 か ら嫌 が らせ を受 け て い た。

  まず,着 て い る服 が 違 う。 「あ い つ は さ,シ ー ッを 着 て 学 校 に きて る じ ゃん」 と よ くか ら

  か わ れ た。 ヨル バ の服 は布 を身体 に巻 きっ けて 着 るか らね 。 胸 の と ころ で結 ん で あ る 〔服

  の〕 紐 を男 子 に ほ どか れ て,服 が脱 げ て ば っか りだ っ た21)。

 こ の よ う な事 態 に村 の 子 弟 が 巻 き込 まれ る こ とを 避 け る た め に,オ ヨ トゥ ン ジ村 は1972年

に ヨル バ ・ロ イ ヤ ル ・ア カ デ ミー とい う教 育 機 関 を設 立 した。 こ こ で は,お も に8歳 か ら17

歳 ま で の子 供 が教 育 を受 け た。 ただ し,こ の ヨルバ ・ロ イ ヤル ・ア カ デ ミー は サ ウス カ ロ ラ イ

ナ州 か ら教 育 機 関 と して認 可 され て い な か った。 そ の た め,村 の子 供 は近 隣 区域 の ミ ドル ・ス

クー ル や コ ミュニ テ ィ ・カ レ ッ ジに通 って資 格 や学 位 を 取 得 しな け れ ば な らな か った 。 村 の成

員 は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の な か だ けで は子 供 を教 育 す る こ とが で き な い と い う現 実 を突 きっ け ら

れ た ので あ る。
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(2)自 治権の問題

 先に述べたように,オ ヨ トゥンジ村には村の立法 ・司法 ・行政 ・警察の機能を担 う年寄結社

がおかれていたが,村 の政治は 「絶対王政」と称されるような体制の もとでおこなわれていた。

王であるアデフンミが年寄結社の長 として位置づけられていたからである。っまり,オ ヨトゥ

ンジ村では村の自治権 は王にあった。ただ し言 うまでもなく,米 国はオヨトゥンジ村の自治権

を認めているわけではない。そのために,村 の成員は,米 国の警察当局が村内で警察権を行使

することにたいして異議を唱えることができなかった。

 オヨトゥンジ村の成員たちによれば,村 の自治はおもにっぎの2っ の理由から米国の警察に

侵されることになった。ひとつは,犯 罪者や容疑者が村外か ら村へ逃げ込んできたからである。

オヨトゥンジ村は森林を開拓 した地に創設されているので,村 の周囲には高木が覆い繁 る。そ

のうえ,こ の村の敷地 には最盛期には数百人もの人々が成員として出入 りしていた。っまり,

犯罪者や容疑者はこのような村を絶好の逃げ場として利用 したか らである。いまひとっは,オ

ヨトゥンジ村の成員の大半が,米 国で 「黒人」とみなされる人々であったか らである。後述す

るように,米 国社会では黒人は警察権の行使される対象となりやすいのである。村外へ外出し

ていた成員は,ス ピー ド違反や薬物所持などの嫌疑をかけられては首長たちに助けをもとめる

ように逃 げ戻 ってきたのである。

 このような理由か ら,オ ヨトゥンジ村では米国の警察権が行使された。このことは,村 の自

治権が絵空事に過 ぎないということを暴き,王 として君臨するアデフンミの権力を揺るがすこ

とにっなが ったのである。

(3)自 給自足の問題

 オヨ トゥンジ村の成員は自給 自足の精神を貫くために,村 内の耕地を耕 し,村 内で狩猟を し

ていた。ただし実際の ところ,村 内で自給自足の原理で生活をすることは不可能に等 しかった。

成員は村の近隣の農家に出稼ぎにいったり,司 祭職に従事 したりして収入を得ようとした。し

かし,オ ヨトゥンジ村の創設当初は,王 や,王 家,首 長であっても司祭職で生計を立てること

は難 しか った。 そのため,村 の成員はサウスカロライナ州 ビューフォー ト郡の食料切符(フ ー

ド・スタンプfQod stamp)に 依存せざるをえなかったのである。 彼 らはビューフォー ト郡,い

いかえれば,米 国に依存することを恥 じたが,彼 らの祖先が奴隷制を通 じて米国のために無償

で労働 して きたことへの償いだと理解するようにした。

 このように,オ ヨトゥンジ村 は自給 自足を目指 していたが,そ れは事実上不可能であった。

村の成員は生活をするために,郡 の発行する食料切符に頼 らざるをえなかったし,ま た,近 隣

の農家での出稼ぎや,村 外か ら訪れる相談者(司 祭職の対象)の 支払 いに頼 らざるをえなかっ

た。これは,村 の成員 は米国社会と関わ らずには生計 をたて られないということを示唆 してい
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る。 こ う した オ ヨ トゥ ン ジ村 と米 国社 会 との 依 存 関係 は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 創 設 当時 の 目的,

す な わ ち米 国 社 会 か らの分 離,独 立 とい う目的 を空 洞 化 に した の で あ る。

2-2.オ ヨ トゥンジ村 の内部 の問題

 オ ヨ トゥ ン ジ村 を去 った人 々 に そ の経 緯 や 村 の衰 退 理 由 に っ いて 尋 ね る と,曖 昧 な返 事 を し

た り話 題 をそ れ と な く変 え よ う と した りす る傾 向 が あ る。 彼 らの 慎 重 な言 葉 選 び か らは,故 郷

を想 うよ うな愛 着 と村 の創 設 に努 め た ア デ フ ン ミや 首長 へ の 忠 誠 心 が感 じ られ る。 これ は彼 ら

が 村 を完 全 に"捨 て た"の で はな く,彼 らと村 の 関 係 が 今 もな おっ つ い て い る とい う こ と を示

唆 して い る。 け れ ど も,彼 ら も村 に た いす る非 難 や怒 りを 噴 出 させ る こ と が あ る。 そ れ は 決

ま って,筆 者 と2人 き りの と き に 「秘 密 」 と して 表 現 され る。

 こ の 「秘 密 」 に よ る と,オ ヨ トゥ ン ジ村 を 衰 退 さ せ た原 因 と して,(1)王 家 の権 威,② 不 透

明 な財 政 管 理,(3)権 力 闘争,(4)ジ ェ ンダー,(5)個 人 主 義 の5つ を あ げ る こ とが で き る。

(1)王 家 の権 威

 1980年 代 半 ば か らオ ヨ トゥ ン ジ村 の 規 律 に従 わ な くて も よ い と い う風 潮 が み られ る よ う に

な っ た。 村 の規 律 に 率 先 して したが うべ きで あ る はず の王 家 の成 員(王 ・そ の複数 の妻 と子供)

が,次 々 と規 律 に背 い た生 活 を し始 め たの で あ る。 これ に っ いて,オ ミ トワ デ と い う女 性 成 員

はっ ぎの よ うに村 を批 判 した。 彼女 は1973年 に村 で生 ま れ,12歳 に な る まで 村 で暮 ら して い

た司 祭 で あ る。

  「ア デ フ ン ミ ・イ ズ ムAdefunmi-ism」 だ った の。 村 で は,ゲ エ シGeesi〔 ヨル バ 語 で 英

  語 を 意 味 す る が,こ こで は拡 大 解 釈 され 西 洋 の 意 味 に転 用 〕 の文 化 は禁 止 さ れ て い た 。 だ

  か ら,ガ ス も電 気 もな い し,Tシ ャ ツ とか ジーパ ン もだ め だ っ た。 で も あ る 日 ね,オ バ

  〔ア デ フ ン ミを 指 す 〕 の3人 の娘 がハ イ ネ ックの セ ー タ ー とか フ リル の っ い た ブ ラ ウ ス を

  着 て 村 を歩 い て た の よ。 そ れ が規 律 違 反 だ と問題 に な って,オ ボ ニOgboni〔 年 寄結 社 〕

  の審 議 に か け られ た。 そ の 結 果 は ね,王 家 の人 間 は規律 の 対 象 外 とい う こ とだ った。 王 家

  の女 た ち はハ イ ヒ ー ル も履 くよ うに な っ た。 わ た した ち は ね,お ば あ ち ゃん が 孫 に,と

  思 って くれ た,セ ー タ ーや ス カー トで さ え も着 る こ とが 許 さ れ て な か っ た。 ど う して 王 家

  だ けが 特 別 扱 い され るの22)。

 こ の よ うに,オ ミ トワデ は王 家 の特 別 扱 い に た い して 怒 りを 露 に した 。 ま た,彼 女 はつ ぎ の

2点 につ い て も問題 視 して いた 。 ひ とつ は,村 の公 の 場 所 で は男 女 の 会 話 が 禁 じられ て い た こ

とで あ る。 この対 象 は兄 妹 間 に もお よん だ。 彼 女 の兄 が,村 の道 端 で 出 会 った彼 女 に 「元 気 に
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して い るか 」 と声 を か けた こ とで,彼 らは処 罰 され た。 も うひ とっ は,村 の規 律 と して 「村 の

女 は11才 ま で に,村 に居 住 す る男 と婚 約 しな けれ ば い けな い 」 と い う項 目が 追 加 的 に導 入 さ

れ た こ とに つ いて で あ る。 オ ミ トワデ は この よ うな 規 律 は ヨル バ の 伝 統 で は な い と指 摘 した。

 こ う した こ と は村 の規 律 を形 骸 化 させ た だ けで な く,村 に君 臨 して き た ア デ フ ン ミの王 と し

て の権 威 とそ の 正 当性 を も揺 るが した 。 さ らに,ア デ フ ン ミが ヨルバ の伝 統 的 な生 活 様 式 を再

現 す る 目的 と は無 縁 の 規 律 を 村 に導 入 しだ した こ と に よ って,ヨ ルバ 社 会 と の 同一 性 を実 現 す

る と い う根 拠 に維 持 さ れ て きた村 の 真 正性 に疑 問 が 投 げか け られ た。

(2)不 透 明 な財 政 管 理

 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の 運 営 にお いて 絶 大 な 権 力 を もっ 王 家 や首 長 た ち が私 腹 を肥 や そ う と不 条 理

な納 税 体 系 をっ く りだ す 傾 向 にあ っ た。 こ う した傾 向 にっ い て,エ フ ン ジ ュモ ケ(60代 前半女

性)や ヤ オ(50第 後半 男性)の 会 話 か らみ て い きた い。 彼 らは1970年 代 か ら80年 代 に か けて

村 に 出 入 り して い た 成 員 で あ る。

 2003年7月31日,ヤ オ は,オ ヨ トゥ ン ジ村 を約20年 振 りに訪 れ る直 前 に,エ フ ンジ ュモ

ケ と1970年 代 か ら80年 代 半 ば にか けて 村 に蔓 延 って い た不 条 理 につ い て 回顧 した 。

  エ フ ン ジ ュモ ケ:〔 村 は〕 結 局 さび れ て しま った わ。 や っぱ り,誤 った権 力 の せ い ね。 自

  分 〔首 長 階 級 〕 た ち は と りあ え ず 稼 げ るだ け金 を稼 ぐ け ど,住 人 に は1日 た っ た1回 の

  ち ょ こ っ と しか 食 事 もだ さ な いか ら。 自分 た ち は豪 華 な食 事 を して る くせ にね 。

  ヤ オ:あ あ,そ の 通 りだ。 これ が メ シか? とい う ぐ らい しか だ さ な か った な。 そ れ に税

  金 もす ご く高 か っ た。 そ ん な に高 い 税金 なん て 払 え な い さ。 〔村 外 に住 ん で い る〕 家 族 を

  養 わ な い とい け な い って い うの に な。 ま るで奴 隷 だ った よ,俺 た ち は。 あ あ,奴 隷 だ った

  な23)Q

 この 会 話 か ら は,村 の首 長 階 級 は みず か らの収 入 を増 や す こ とに 汲 々 と して,成 員 の福 祉 を

顧 み な か った こ とが わ か る。 っ つ い て,首 長 階 級 が成 員 を 搾 取 して いた 様 子 にっ いて ア デ ミワ

と い う男 性 成 員 と筆 者 の会 話 か らみ て い きた い。 アデ ミワ は,1970年 代 か ら80年 代 にか けて,

彼 の妻 や 息 子 と と もに村 に 出入 り して い た司 祭 で あ る。

 以下 で は,首 長 階 級 が,司 祭 に な るた め に受 け な くて は な らな い イ ニ シエ ー シ ョ ンを搾 取 の

一 手 段 と して利 用 して い た こ とが述 べ られ て い る
。

  ア デ ミ ワ:司 祭 に な るた め の イ ニ シエ ー シ ョン に は 〔授 か る オ リシ ャー 柱 に っ き〕1,000

  ドル(12万 円)か か った ん だ。 〔イ ニ シェ ー シ ョ ンの〕 費 用 が 払 え な い人 は使 用 人 とな っ
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  て 下 働 き を した の さ24)。

  筆 者:首 長 とか特 定 の家 族 の使 用 人 に な るん だ よね 。

  アデ ミワ:そ う。 従 属 して働 くんだ 。 労 働 の搾 取 とい うか奴 隷 だ ね 。1,000ド ル(12万 円)

  は十 分 高 い価 格 だ よ,当 時 に して は。 で もね,い く ら使 用 人 と して 働 い て も,司 祭 に な る

  た め の イ ニ シ エ ー シ ョ ンは して も らえ な か った 。 そ れ で み ん な オ ヨ トゥ ン ジ村 を離 れ て

  い っ たん だ よ。

  筆 者:使 用 人 と して働 けば 司 祭 に な る た め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを す る と い う契 約 を して い

  て も?

  アデ ミワ:あ あ。 契 約 を済 ま せ て いて もだ めだ よ。 契約 は意 味 が な い ん だ。 彼 ら 〔首 長 〕

  は契 約 を破 る か らね。 彼 ら は何 も守 らな い よ。 とれ るだ け の お金 を 搾 り取 って,お しま い

  さ。 そん な こ とを して い るか ら,オ ヨ トゥ ン ジに は誰 も こ な くな った ん だ よ25)。

 こ の よ うに,首 長 階 級 は司 祭 に な る た め の イ ニ シエ ー シ ョ ン を施 す と い う,い わ ば,オ リ

シ ャ崇 拝 の神 髄 と もい え る行 為 を もみず か らの欲 望 の た め に利 用 して い た 。 しか しな が ら,こ

う した労 働 の搾 取 は長 続 き しな か った。 そ の理 由 にっ いて,ア デ ミワ はっ ぎ の よ うに 述 べ る。

  〔オ ヨ トゥ ンジ村 を創 設 す る にあ た って は〕 木 々 を切 り倒 して 土 地 を 開 拓 した り,雨 風 を

  しの げ る場 所 を つ くった り した ん だ よ。 村 の場 所 は,〔 元 来 〕 深 い 森 林 だ った ん だ。 それ

  は,そ れ は,す ごい労 力 を要 した。 電 気 は な いか ら,す べ て 手 〔作 業 〕 で木 を切 り倒 して

  い くん だ。 そ れ に灯 が な い か ら闇 で生 活 して,ロ ウ ソ ク とか ラ ンタ ンを使 った ん だ 。 で も,

  そ の後 〔土 地 が あ る程 度 開拓 で きて,建 造 物 が 建 て られ た 後 〕 は仕 事 が な くな っ たん だ。

  何 か を創 り出 す,と い う創 造 性 の あ る仕 事 が ね 。 そ れ が 問 題 だ った 。 オ バ 〔アデ フ ン ミを

  指 す 〕 や王 家,地 位 の高 い首 長 た ち は,〔 創 造 的 な〕 労 働 を 必 要 と しな くな っ た。 だ か ら

  村 が 衰 退 して い った ん だ。 村 人 は,使 用 人 と して 働 く しか 道 が残 され て い な か っ た。 〔司

  祭 に な る た め の〕 イ ニ シエ ー シ ョンを もと めて 村 に来 る人 は,お 金 を 持 って いな い人 が 多

  か った け ど,彼 ら はひ た す らオ バ や王 家 の た め に働 くだ け しか な か っ た。 イ ニ シ エ ー シ ョ

  ンを して も ら うま で は4年 ぐらい か か ったか な。 それ で た くさ ん の 人 が 村 か ら去 って い っ

  た ん だ。 オ バ や 王 家,首 長 たち は他 人 の労 働 を搾 取 しただ け だ か らね26)。

 こ の ア デ ミワの話 か らわ か るの は,村 の成 員 が 首 長 階 級 か ら労 働 を搾 取 さ れ て いた と い う こ

とで あ る。 た だ し,成 員 は使 用 人 と して の労 働 が 村 を 創 り出 す とい う行 為 に つ な が って い る あ

い だ は,そ の労 働 搾 取 の体 系 の もとで暮 らす こ とを引 き受 け た。 と こ ろが,村 と な るべ き土 地

が い った ん開 拓 され,そ の土 地 に王 宮 や寺 院 な ど の建 造 物 が 建 て られ る と,村 内 で 創 造 的 な労
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働 をお こなう余地がなくなった。成員は単なる使用人となることを拒み,村 を去 っていったの

である。

 こうした納税体系のもとでは,成 員が納税義務を果たそうと村内での労役に莫大な時間を費

や して も,目 標を達成す ることは現実的に不可能であった。成員たちは村の一部の権力者に隷

属化させられていると感 じ,村 を夜逃げの状態で脱出 していった。また,王 家や首長たちが成

員か ら徴収 した税金や司祭からの寄付を私的に流用 したことも,成 員の村にたいする忠誠心や

畏敬の念を喪失 させた。

 たとえば,王 の妻の1人 で,か って女性結社の長をっとめていたアダラモラについて,エ フ

ンジュモケは 「村の伝説」という言葉を用いて,成 員のあいだで広 く共有されている噂話に触

れた。それは,ア ダラモラが,成 員か ら寄付を受けとっては高級な靴を履いて成員の前に現れ

たということである。エフンジュモケは,こ の噂話を支持する証拠 としてっぎのように話 した。

  オバ 〔アデフンミを指す〕は,妻 の意見を聞きす ぎたわね。強欲な妻たちの意見を。それ

  に,彼 らはお金の使い方を知 らないのよね。わたしのゴッド・マザー 〔アダラモラ〕はね,

  寄付金を横領す るわけよ。わたしはね,い つも祭のときは寄付をしてたの。 このあいだ

  〔2003年6月 〕 のイェモジャ祭のときにも2,000ド ル(24万 円)ぐ らい寄付 したんだけど,

  いっっ も私的に使 うのよね。だか ら寄付をするのをやめたわ。意味がない しね。極めっけ

  は女性結社の成員費 〔成員からの徴収費〕。1人200ド ル(24,000円)で,3,000ド ル(36万 円)

  ぐらい 〔の女性結社の成員費〕を自分のポケットに入れたのよ。信 じられないで しょ27)。

 このような不透明な財政管理は,ア ダラモラにかぎったことではな く王家や首長階級に共通

の問題であった。寄付にたいして受領書が発行されることはな く,使 用用途も明 らかにされる

ことはなかった。

(3)権 力闘争

 オ ヨトゥンジ村が少 しずっ混乱を増 していく状況のなかで,王 子の母たち(王 の複数の妻)

のあいだで次期の王位をめぐって,ま た,首 長たちのあいだで村の運営をめ ぐって権力闘争が

繰 り広 げられた。

 たとえば,ア デフンミの後継者 として最有力候補であったアデボル王子の母親は,ア デフン

ミのほかの妻たちか ら陰湿ない じめや嫌がらせを うけて王家を追われ,い まだ村外に葬 られて

いる。また,か つてオヨトゥンジ村に住んでいた女性成員のオ ミトワデと弟のオジョは,ア デ

ボル王子の結婚相手をめぐる権力闘争のなか,村 で放火事件が起きたことを筆者に打ち明けて

くれた。放火事件の結果,村 の博物館 と教育施設が入っていた2階 建ての美 しい建物が焼失 し,
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エ レ シ ン首 長 が 大 や け どを お う事 態 にな った。 彼 らは秘 密 に さ れ て い る放 火 犯 の 名 前 を筆 者 に

そ っ と教 え て くれ た。 拡 大 す る村 の 問題 を終 息 化 させ る た め に,放 火 犯 は特 定 され なか った の

で あ る。 現 在 で も この 種 の 話 題 は成 員 の あ い だ で忌 避 され て い る。

 こ う した 闘 争 の ほか に,首 長 同 士 が 村 の運 営 を め ぐ って 対 立 した 。 首 長 た ち は,み ず か らの

宗 教 的権 威 や 経 済 的利 益 を 効 率 よ く獲得 で き るよ うに村 を 運 営 しよ う と試 み た。 端 的 に い え ば,

村 の首 長 の数 が 少 な けれ ば 少 な い ほ ど,1人 当 た りの宗 教 的 権 威 や 経 済 的 利 益 が 高 ま る の で あ

る。 か く して,ニ ュ ー ヨー ク時 代 か らアデ フ ン ミとと もに活 動 して い た ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 や オ

グ ン トシ ン首 長,ジ ョモ首 長 を は じめ とす る多 くの首 長 が,ほ か の 首 長 た ち か らの圧 力 に よ っ

て村 か ら事 実 上 追 放 され た 。

 村 の権 力 闘争 は,筆 者 が 調 査 を始 め た2001年 当 時 もっ つ いて い た 。 こ う した 村 の 状 況 に っ

い て,オ ロ ミデ とい う男性 成 員 はっ ぎの よ うに述 べ る。 オ ロ ミデ は,1970年 代 か ら80年 代 半

ば ま で村 で暮 ら して い た50代 の 司祭 で あ る。

  今 〔2001年 〕,村 は統 制 が とれ て い な い。 オバ 〔ア デ フ ン ミを 指 す 〕 は,そ の 役 目 を果 た

  して い な い 。 息 子 〔ア デ フ ン ミの息 子,ア デ ボ ル王 子 を指 す〕 は継 承 の儀 式 を 受 け た け ど,

  彼 に は無 理 だ ね 。 権 力 争 い だ よ。 オバ の 妻 は,〔 王 の妻 と して権 力 を振 る うた め に]マ イ

  ア ミで療 養 して い るオ バ に村 へ と戻 って きて ほ しいん だ 。 彼 女 は正 気 じ ゃな い よ。 こ うい

  う状 況 で は,人 間 の あ らゆ る性 質 が表 出 して くるか ら,わ た した ち の手 に は負 え な い領 域

  の話 だ よ。 彼 らは村 を 再建 しな い とい け な い。 なん と して も再 建 しな い とい け な い28)。

 こ こで オ ロ ミデ が述 べ て い る よ うに,ア デ フ ン ミの 息 子 の1人 で あ る ア デ ボ ル王 子 は,2001

年 に村 の第2代 目の王 と して選 出 さ れ,継 承 の儀 礼 を 受 け た。 ア デ ボル と同 世 代 の 若 い成 員 は,

彼 の こ とを王 子 と して 慕 って い る。 しか しなが ら,年 寄 結 社 の 成 員 や50代,60代 の 成 員 は ア

デ ボ ル に王 と して の 資 質 が あ るか ど うか疑 わ しく思 って い る。 エ フ ン ジュ モ ケ は,ア デ ボ ル が

王 位 を継 承 す るの か ど うか と い う質 問 に た い してっ ぎの よ うに答 え た。

  だ め だ め,ぜ 一ん ぜ ん 継 ぐ気 な い わ。 王 位 を継 承 す る気 は ま った くな し。 そ の 代 わ り,女

  を 囲 う こ とだ け は父親 譲 りで し っか り受 け継 いで い る み た い だ け ど,あ ら ら29)。

 先 に述 べ た よ う に,ア デ ボ ル王子 は,2001年 に村 の第2代 目 の王 と して 選 出 さ れ た 。 しか

し,2003年 の時 点 で ア デ ボ ル 王 子 は村 に住 居 を 構 え て お らず,村 の 年 中 行 事 に参 列 す る こ と

もほ とん どな い。 彼 は,後 述 す るが,フ ロ リダ州 最 南 端 の キ ー ウエ ス トに所 有 す る家 か,フ ロ

リダ州 中北 部 の ジ ャ ク ソ ン ビル 市 に彼 の妻 の1人 が 所 有 す る家 に住 ん で い る(地 図1参 照)。
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 ま た,ア デ ミワ は,ア デ ボ ル王 子 が村 の成 員 を 統率 で き るか ど うか 疑 わ しい と,彼 の 指導 力

に っ い て っ ぎ の よ う に語 っ た。

  ア デ ボ ル は,シ ャ ンゴ30)にイ ニ シエ ー シ ョン され るべ き だ った ん だ 〔シ ャ ンゴを 授 か るべ

  きだ った〕。彼 は小 さ い ころ気 性 が激 し くて ね,活 発 す ぎ た か ら,周 りの人 間 が 心 配 して オ

  バ タ ラ を授 けた ん だ。 で も,や っぱ りそれ が ど うや ら問題 だ った ね 。 今 の 彼 を見 て ご らん

  よ。す ご くお と な しい だ ろ。この村 を率 いて い くに は,ほ ら,オ バ 〔ア デ フ ン ミを指 す 〕み た

  い に,も っ と力 強 く,激 し く振 る舞 え な い とだ め な ん だ よ。 指 導 力 と は そ うい う もの さ31)。

 こ の よ う に,2005年7月4日 に ア デ ボ ル王 子 が村 の2代 目 の 王 と して正 式 に即 位 す る ま で

は,王 位 継 承 に と もな う成 員 の 世 代 交 代 は村 の抱 え る問 題 の ひ とつ で あ った。

 以 上 で述 べ た よ うに,成 員 間 で の私 利 私 欲 を め ぐる争 い に よ って,村 は オ リシ ャ崇 拝 の中 心

地 と して の 魅 力 を喪 失 し,成 員 が 流 出 す る こ とに な っ た。 一 連 の権 力 闘争 が極 め て 「醜 くか っ

た 」 こ とか ら,村 を追 放 され た 首 長 た ち の ゴ ッ ド ・フ ァ ミ リー た ち の なか に は今 日に至 って も

村 に近 寄 る こ と を頑 に拒 む 人 もい る(第4章2-1で 後述)。

(4> ジ ェ ンダ ー

 すで に述 べ た よ うに,ヨ ルバ のオ リシ ャ崇 拝 に もとつ く ジェ ンダ ー規 範 を オ ヨ トゥ ン ジ村 に

導 入 す る こ と は,米 国 社 会 に お け る男 女 間 の 不 平等 な権 威 関 係 か ら彼 らを 解放 させ る き っか け

とな った(本 章1-3参 照)。 これ は,と りわ け女性 成 員 の エ ンパ ワー メ ン トの手 段 とな った。

 た だ し,村 の成 員 と いえ ど も米 国 社 会 に根 づ く価 値 観 か ら完 全 に 自由 で はな か った 。 彼 らの

多 くは,米 国 社 会 に 浸 透 して い る ア フ リカ文 化 に た い して の偏 見 や価 値観 で も って ヨル バ の文

化 を捉 え ざ る を え な か った の で あ る。 村 の男 性 成 員 の大 半 が,女 性 の 役 割 は男 性 の欲 求 を満 た

す こ とで あ り,そ れ を 体 現 して い る のが 一 夫 多 妻制 で あ る と考 え た 。 これ に た い して,王 家 の

女 性 成 員 が 率 先 して 村 の ジ ェ ン ダー規 範 を解 釈 し直 す作 業 を 推 し進 め,村 の 女 性 の地 位 を 改 善

した。 と こ ろ が村 の 一 夫 多 妻 制 が形 骸 化 した こと は,多 くの 男性 成 員 が 流 出 す る事 態 を 招 き,

村 の衰 退 に拍 車 を 掛 け る こ とに な った。 彼 らに と って,一 夫 多 妻 制 が 米 国 社 会 の文 化,つ ま り

一 夫一 婦 制 と の 差異 の 実 践 の根 幹 を な して い たか らで あ る
。

(5)個 人 主 義

 た と え オ ヨ トゥ ン ジ村 の 成 員 で あ るか ら とい って,か な らず し も人 生 のす べ て を規 律 に委 ね

られ な い こ と もあ る。 オ ミ トワデ とい う女 性 成 員 は村 の 婚 姻 規 律 に従 わず,叔 父 で あ る ア ジャ

ム首 長 の激 怒 を 買 っ た。
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  1980年 代半ば,オ ミトワデは家族 とともに村での生活をやめたが32),そ の後14歳 のとき

  に村の住人と婚約 した。 しかし,彼 女は婚約相手の男性 と実際に結婚する気はない。彼女

  には自分 自身で選んだ恋人がいる。彼女は 「わたしはバ ッド・ガールbad girlだ からね」

  と,規 律破りの理由を笑顔で語る33)。

 オヨ トゥンジ村の出身者であることを誇りにしているオ ミトワデでさえ,村 のすべての規律

を受 けいれることはできないのである。オヨトゥンジ村の婚姻規律を遵守 しなければいけない

と思 う一方で,人 生の決断ともいえるパートナー選びには自分の意志を尊重 したいと願 う成員

の心情が透けてみえる。そこには,村 という均質な集団の一員であると同時に,「個」であり

たいと願 い,葛 藤する人々の姿を垣間みることができる。おな じよ うに,ヒ ップ ・ホップやレ

ゲエなどの音楽文化や,ダ ンス ・ホールでの男女交際,フ ァス ト・フー ドの食事などを自由に

楽しみたいという個人の欲求も無視することはできない。

 司祭になると,村 か ら独立 して自由な経済活動をしたいという欲求が強 くなる。村では王を

頂点に位置づける階級にしたが って顧客が不平等に振 り分けられていた。 したがって,米 国社

会に出て行けば顧客獲得はいうまでもなく,司 祭職にたいする報酬 も需要と供給の関係にした

がって自由に設定できる。

 オヨトゥンジ村 と米国社会との差異は,村 の成員だけが享受できる権利であると同時に果た

さなければいけない義務であった。 しか し,村 の規律ではなく個人の選択を重視するならば,

成員は米国社会へ足を踏み入れることになる。そして,米 国社会で しか得 られない権利に固執

すれば,成 員と村との距離は必然的に広がる。 「個」を強調 しす ぎることは村を衰退 させ,さ

らにはオ リシャ崇拝運動そのものを崩壊させる危険性を孕んでいたのである。

2-3.排 他的なオリシャ崇拝運動の衰退要因

 本章でみてきたように,み ずからを文化的指導者として位置づけたアデフンミは,村 の指導

者となり,ア フリカ系 アメリカ入を覚醒 させようとした。そ して,村 は成員に秩序 と文化を与

え,彼 らを啓蒙する場所となった。 これらの目的をより効果的に果たすためには,村 をひとっ

の均質な集団 として維持 し,よ り多 くのアフリカ系アメリカ人を村の成員として取 り込んでい

く必要があった。その手段 として実在するヨルバのオ リシャ崇拝を用いたことは,こ の運動の

独創性のひとっであるといってよい。

 ただしこのオ リシャ崇拝運動 は根本的な矛盾を孕んでいた。 こうした矛盾が上述 した要因に

加えて運動を衰退 させたと解釈できる。

 オ リシャ崇拝運動の矛盾 は,ヨ ルバのオリシャ崇拝(ヨ ルバの宗教 ・文化)を 米国社会におけ

る人種隔離 ・全黒人国家の建設 という理念の下に位置づけている点である [Hunt 1979]。 こ
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の理念 は,ブ ラック ・ナショナ リズムを主張する従来の黒人運動の理念と同質であった。たと

えば,人 種隔離 はいかなる形式であろうとも,既 存の人種的本質主義を前提にせざるをえず,

その人種的本質主義に固執することになる。 これは,オ リシャ崇拝者が白人による入種的本質

主義を容認 したことになる。また,こ のような人種的本質主義にもとつ く運動形態は,み ずか

らの結束のために均質な仮想敵を必要 とする。それは結果として自分たちの均質化を招 く。 し

か しなが ら,オ リシャ崇拝者と他者(米 国社会)と の関係は一元的なものではなく状況的に変

化するものであり,オ リシャ崇拝者の内部 も多層的であることはいうまでもない。

 運動の矛盾 はジェンダーの規範に関 しても認められる。繰り返 しになるが,運 動の成員は,

ヨルバのジェンダー規範を米国社会との差異の実践と位置づけて村 に導入 した(第2章1-4参

照)。 このことは,米 国社会の男女間にみられる不平等な権力関係か ら成員を解放 し,女 性成

員のエンパワーメントの手段となった。ただし,ヨ ルバのジェンダー規範のひとっとして村に

導入された一夫多妻制 にまっわる諸概念は,村 の女性成員の主導によって批判 され,再 検討さ

れ ることになった。 このような,村 におけるジェンダー規範の再解釈は,1970年 代の米国の

フェミニズム運動 という時代の文脈ぬきには考えられない。っまり,米 国社会 との差異の実践

として位置づ けた文化を,米 国社会の価値観を用いて解釈 し直 したのである。これは,オ ヨ

トゥンジ村の成員が米国社会の文化的規範にもとついていて行動 していることを示唆している。

 このように,運 動の成員は,オ ヨトゥンジ村を創設するにあたって,オ ヨ トゥンジ村の文化

と米国社会の文化 とを差異化させ るために効果的なヨルバのオ リシャ崇拝(ヨ ルバの宗教・文

化)を 恣意的に選択 した。その後のオヨトゥンジ村において,彼 らは自身が選択 したヨルバの

宗教 ・文化を必要に応 じて米国社会の価値観で解釈し直して実践することで新たな文化を創造

しているのである。

 以上では,オ ヨ トゥンジ村を舞台にした排他的なオ リシャ崇拝運動を衰退させた要因を検討

した。オ リシャ崇拝運動において,ヨ ルバの宗教 ・文化を実践するオヨトゥンジ村の存在意義

を 「反白人 ・反 キ リス ト教」という目的にもとめたが,そ の運動を維持することには限界が

あった。言い換えるならば,白 人 ・キ リス ト教文化を悪と位置づけ,そ の対極にオリシャ崇拝

文化を善と位置づけることは現実的ではなか ったのである。

             第3章 オ ヨ トゥンジ村 の聖地化

 1970年 代後半か ら80年 代半ばにかけて,オ ヨトゥンジ村では数百人の成員が村で生活を し

たり,村 に頻繁に出入 りしたりしていた。 ところが,1980年 代半ばか ら村の中心的な成員が

っぎっぎと村を去 り,村 の人口が急激に減少 した。村を離れた成員の多 くは米国の各地にみず

か らハ ウスを設立 したり,ほ かのハウスに属 したりしてオリシャ崇拝を実践 している[Koike
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図1 オ ヨ トゥンジ村 の略地 図(2005年8月 現在)。 村の外側 は雑木林に囲 まれてお り,内 外 を隔

   てる壁 はない。

                    -32一



               コ ミューンか ら聖地 へ(小 池)

2005]。 そ れ で は,調 査 時 の オ ヨ トゥ ン ジ村 は どの よ うな 状況 に あ るの だ ろ うか 。 第1節 と第

2節 で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の敷 地 と村 に出 入 りす る成 員 につ い て概 観 す る。 第3節 で は,オ ヨ

トゥ ン ジ村 で 実 践 さ れ て い る規律 が 運 動 の 繁栄 期 と比 較 して ど の よ うに変 化 した か を取 りあ げ

る。 第4節 で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 で 執 り行 わ れ て い る祝 祭 の空 間(オ リシャ祭Odun Orisa・ ナ

ンガ レオ儀 礼Nangareo)を 記 述 す る。 そ の うえ で,オ ヨ トゥ ン ジ村 で 開 催 さ れ て い る儀 礼(年

中行事)の 意 義 を オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の聖 地 化 と再生 産 と の関 係 か ら論 じる。

1.オ ヨ トゥ ン ジ村 の 敷 地

 オ ヨ トゥ ン ジ村 の 敷 地 は,王 宮Afinと 王 宮以 外 の 敷 地 の2つ に わ か れ て い る(図1参 照)。

 ま ず,村 の北 側 に あ る王 宮 の敷 地 は ど の よ うに構 成 され て い るの で あ ろ うか 。 王 宮 の敷 地 に

は,王 宮 と エ グ ン グ ン寺 院(祖 先 寺院),オ バ タ ラ寺 院 シ ャ ン ゴ寺 院 コ ー ト ・ヤ ー ドcourt

yardが あ る。 王 宮 は,王 宮 の敷 地 の北 側 に位 置 し,高 い土 塀 で 囲 まれ て い る。 この王 宮 は,

ア デ フ ン ミと妻 の ア ダ ラモ ラが村 を訪 れ た 際 に使 用 して い る34)。王 宮 の敷 地 の 南 側 に は,王 家

の 祖 先 を祀 る エ グ ング ン寺 院 が あ る。 寺院 の内 壁 に は,ア デ フ ン ミや そ の妻 た ち の祖 先 が 属 し

て い た ク ラ ン名 が 示 して あ る。寺 院 の 内部 に は,王 家 に 属 す る成 員 の 祭 壇 が 設 置 さ れ,水 や ロ

ウ ソ ク,果 物,ま た葉 巻 な どの 嗜 好 品 が供 物 と して 捧 げ られ て い る。 王 宮 と エ グ ング ン寺 院 に

挟 まれ た敷 地 の 東 側 に は,コ ー ト ・ヤ ー ドとよ ばれ る集 会 場 が あ り,年 中行 事 や記 念 祭 な ど の

諸 儀 礼 が執 行 さ れ る。 そ の コー ト ・ヤ ー ドの北 側 に は,オ バ タ ラを祀 る寺 院 が あ る。 オ バ タ ラ

寺 院 の 内部 に は,王 を は じめ と して,年 寄 結 社 に所 属 して い た歴 代 の首 長 の名 前 が掲 げ られ て

い る。 ま た,寺 院 で は年 寄 結 社 の 会 合 が 開 か れ,会 合 の際 に それ ぞ れ の成 員 が 使 用 す る名 前 入

りの椅 子 が 設 置 さ れ て い る。 そ して,コ ー ト ・ヤ ー ドの南 側 に は,シ ャ ン ゴを 祀 る寺 院 が あ る。

寺 院 の壁 に は シ ャ ン ゴの 象 徴 で あ る二 又 に裂 け た斧 と稲 妻 が 描 か れ て い る。 王 家 の敷 地 に王 宮

だ け で はな くオ バ タ ラ寺 院 と シ ャ ンゴ寺 院 が あ る の は,ヨ ルバ に伝 わ る神 話 に も とつ い た っ ぎ

の理 由 か らで あ る。 す なわ ち,オ バ タ ラ は この世 に大 地 を築 い て人 類 を誕 生 させ,シ ャ ン ゴは

ヨル バ ラ ン ドの オ ヨの 第4代 目 の王 と して 君 臨 した か らで あ る。

 っ ぎ に,村 の南 側 に あ る王 宮 以 外 の敷 地 につ い て み て い きた い 。王 宮 の 前 を 起 点 とす る路 は,

村 の南 側 ま で ま っす ぐに延 び て い る。 路 幅 は約3メ ー トル で,そ の距 離 は約250メ ー トル で あ

る 。 この 路 と村 の 入 り 口 を起 点 とす る路 は,王 宮 の敷 地 へ の 出入 口 で 十 字 路 に交 差 して い る。

この 十 字 路 の北 東 側 に,エ シ ュを杷 る寺 院 が あ る。 エ シ ュ は この 十字 路 を 司 り,ま た王 宮 の 敷

地 とそ れ 以 外 の敷 地 と を わ け る 出入 口 を司 って い る。 エ シ ュ寺 院 の東 側 に は村 の 集 会 場 が あ る。

ま た,十 字 路 の 南 東 角 に は,村 の マ ー ケ ッ ト広 場 と ヨル バ ・ロイ ヤ ル ・ア カ デ ミー と い う教 育

機 関 が あ る。 そ の 南 側 に は オ ロ ク ンOlokun寺 院 が あ る。寺 院 に は,オ ロ ク ンの大 き な彫 像 と

噴 水 が 設 置 さ れ て い る。 さ らに,そ の南 側 に は,イ ェモ ジ ャ寺 院 が あ る。 イ ェモ ジ ャは母 性 の
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神 で あ る ので,寺 院 の横 に は女 性 結 社 の 建 物 が 併設 され て い る。 そ の南 側 に は,オ シ ュ ン寺 院

が あ る(写 真4参 照)。

 そ して,十 字 路 の南 西 角 に は オ ヤ寺 院 が あ る。 そ の南 側 に は住 居 区画 が あ る。 さ らに,南 側

に は村 の 通 信 を 管 轄 す る小 屋 が あ る。 この 小 屋 は,筆 者 の 調 査 時 に お い て は使 用 さ れ て い な

か った が,1980年 半 ば,村 の 成 員 は この 小 屋 に設 置 さ れ た 一 台 の 電 話 を 通 じて の み 村 の 外 部

と の連 絡 を許 可 さ れ て い た。 この 小 屋 の南 側 に は,オ グ ン とオ シ ョ シOsosiと オ リ シ ャ ・オ

コOrisa Okoが 祀 られ た寺 院 が あ る(写 真5参 照)。 この3っ の オ リ シ ャ は,そ れ ぞ れ鉄,狩

猟,農 耕 の神 で あ り,村 の男 性 結 社 の象 徴 と な って い る。 そ の た め,こ の 寺 院 の路 を挟 ん だ 東

側 に は男 性 結 社 の建 物 が あ る。 この オ グ ンな どが祀 られ た寺 院 と男 性 結 社 の 建 物 の南 側 に は,

約70メ ー トル 四 方 の 住 居 区 画 が広 が って い る。 この住 居 区 画 の 南 側 は,エ グ ン グ ンが鎮 座 す

る森 へ と小 道 が っ つ い て お り,エ グ ング ン結 社 の 成 員以 外 は立 ち入 る こ と はで き な い。

 寺 院 や 住 居 を取 り囲 む土 地 は木 々 が切 り倒 され て,比 較 的 開 拓 さ れ て い るが,そ の さ らに外

側 の ± 地 は木 々 で覆 わ れ て い る。 開拓 地 と そ の開 拓 地 を取 り巻 くよ うに 茂 って い る木 々 の 間 隔

は,お お よ そ30メ ー トルで あ るQ

 こ の よ うに,オ ヨ トゥ ン ジ村 の敷 地 は王 宮 と王 宮 以 外 の 敷 地 に わ か れ て い る。 王 宮 の敷 地 に

は エ グ ング ン寺 院 と2っ の オ リシ ャを祀 った寺 院 が 建立 さ れ,王 宮 以 外 の 敷 地 に は6っ の オ リ

シャ を祀 った寺 院 が建 立 さ れ て い る。 オ リシ ャを 祀 った そ れ ぞ れ の寺 院 に は広 場 が併 設 され て

お り,そ こで年 中行 事 な どの儀 礼 が執 行 され る。

2.オ ヨ トゥ ン ジ村 に 出入 りす る成 員

 前 節 で は調 査 時 の オ ヨ トゥ ン ジ村 の敷 地 にっ いて 概観 した 。 それ で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の敷

地 内 に住 居 を構 え た り,あ るい は,村 に頻 繁 に出 入 り した り して い る成 員 と は ど の よ うな 人 々

な の で あ ろ うか。 筆 者 の調 査 時 にお い て は,こ の よ うな 成 員 は お お よ そ10人 で あ った。

 まず,王 家 に っ い て い う と,ア デ フ ン ミと彼 の身 の 回 りの 世 話 を して い た妻 の ア ダ ラモ ラ は,

村 の 王 宮 の敷 地 内 に住 居 を構 え て い る。 た だ し,2001年 の 時点 で は,ア デ フ ン ミの 健 康 状 態

が思 わ し くな い こ とか ら,彼 ら は フ ロ リダ州 南 部 の マ イ ア ミー デ イ ド郡 で 療 養 して い た。 そ の

後,ア デ フ ン ミの 健 康 状 態 が や や 回 復 す る と,彼 らは1ヶ 月 の う ち の約20日 間 を サ ウ ス カ ロ

ライ ナ州 の ビ ュー フ ォ ー ト郡 に所 有 す る家 で 過 ごす よ う に な っ た。 この 家 か らオ ヨ トゥ ン ジ村

まで は近 く,移 動 に要 す る時 間 は車 で約40分 か ら50分 と短 い。 彼 ら は基 本 的 に村 外 に住 み,

年 寄 結 社 の会 合 に 出席 す るた め,あ るい は,年 中 行 事 や そ の ほか の種 々 の 儀 礼 を執 行 す る た め

に村 に通 う とい う形 式 を と って い る。 この こ とは,ア デ フ ン ミが2005年2月15日 に死 去 した

あ と も,基 本 的 に は変 わ って い な い。 ア ダ ラモ ラ は,初 代 の 王 の妻 と して 王 宮 に構 え た住 居 を

同様 の頻 度 で使 用 して い る。

                  -34一



           コ ミ ュ ー ン カ、ら1虐/也!＼(ノ 」、r也)

"∫ し1{4 オ ヨ ト ゥ ン シ 村 α)オ シ ュ ン の 」∫・1;完.,2003年101126日,筆 暫1最 影.

'∬」:良5 オ ヨ ト ゥ ン
ン 村 の オ ク ン,オ シ1シ,オ リ シ ャ ・オ コ レ)与i;完2003

    {ザ10 ナj 26 11, '層巨者む1岩ll三、

                一一一35一



                人  文  学  報

 王 家 の 成 員 で あ る ア デ フ ン ミの息 子 の1人,ア デ ボ ル 王 子 は2001年 に王 位 継 承 の儀 礼 を済

ませ た。 た だ し,2003年 の 時点 で ア デ ボ ル王 子 はオ ヨ トゥ ンジ村 に住 居 を 構 え て お らず,彼

は フ ロ リダ州 最 南 端 の キ ー ウエ ス トに所 有 す る家 か,あ る い は,フ ロ リダ州 中北 部 の ジ ャ ク ソ

ンビル市 の家 で過 ごす こ とが 多 い。 ジ ャ クソ ン ビル市 に は,ア デ ボ ル 王 子 の息 子 の母 親 が 住 ん

で い る。 そ の た め,オ ヨ トゥ ン ジ村 で年 中行 事 が 開 催 され て いて も,彼 は村 に顔 を 出 す こ と は

あ ま りな か っ た。 そ の後,2005年7月4日 に ア デ ボ ル 王 子 が 村 の2代 目 の 王 と して 正 式 に即

位 す る と,彼 は村 の王 宮 の敷 地 の西 部 に住 居 を構 え,村 を訪 れ る機 会 が 以 前 よ り多 くな っ た。

 っ ぎに,オ ヨ ト ゥ ンジ村 の敷 地 内 に住 居 を構 え て い る成 員 と して,ア ジ ャム首 長,ア ラバ 首

長,ア キ ン トビ首 長,ア キ ンイ ェ レ首 長,オ シ ャデ レ首 長 らが あ げ られ る。 この首 長 た ち は全

員 オ ヨ ト ゥン ジ村 の運 営 に重 要 な役 割 を果 た して い る年 寄 結 社 の成 員 で あ る。 彼 らは村 の 成 員

や そ の ほ か の人 々 の相 談 に応 じて イ フ ァ託 宣 や メ リンデ ィ ロ グ ン託 宣 を 執 行 して い る。 彼 ら は

託 宣 の結 果 に した が って相 談 者 に助 言 を与 え,供 犠 や そ の ほか 種 々 の儀 礼 を執 行 す る こ とで 収

入(報 酬)を え て い る。 この よ うな年 寄 結 社 の成 員 にか ぎれ ば,オ ヨ トゥ ン ジ村 が繁 栄 して い

た1970年 代 か ら80年 代 半 ば に み られ た 司祭 業 が 調 査 時 の 村 で も実 践 され て い る(第2章1-3

参照)。 この 首 長 た ち は1ヶ 月 の大 半 を村 の 中 で暮 ら して い る。 なか で も,オ シ ャデ レ首 長 は

村 に住 ん で い る。 彼 女 の住 居 は,王 宮 に っ い で広 く,村 の ほか の住 居 と比 して美 し く,ま た頑

丈 な造 りを して い る。 彼 女 の二 男 と三 男 は,ヨ ル バ ・ロイ ヤ ル ・ア カ デ ミー とい う村 の教 育 機

関 に通 い,村 内 で教 育 を受 けて い る。 彼 女 の長 男 はす で に 独 立 して,オ ハ イ オ州 の ク リー ブ ラ

ン ドに妻 と娘 と と もに住 ん で い るが,村 の年 中行事 に は頻 繁 に参 列 して い る。

 オ ヨ トゥ ン ジ村 の敷 地 に住 居 を構 え て い る の は,王 家 や 年 寄 結 社 の成 員 だ け で はな い 。 た と

え ば成 員 の な か で も,オ リ シャ崇拝 運動 の 萌芽 期 か ら関 与 して い る古 参(以 下,古 参 と略 す)の

オ グ ン トシ ン家 は,王 宮 か ら約100メ ー トル南 下 した と こ ろ に2件 の小 屋 を所 有 して い る。 こ

の小 屋 は オ グ ン トシ ン家 の長 男 や二 男,三 男,四 男 た ちが 村 に きた と き に,食 事 を作 っ た り,

休憩 を した りす るた め に使 って いる。 オ グ ン トシ ン家 はサ ウ ス カ ロ ライ ナ州 の ビ ュー フ ォ ー ト

郡 に住 ん で い るの で,年 中行 事 や そ の ほ か の儀 礼 執 行 と は関 係 な く村 に 足 繁 く通 って い る。

 ま た古 参 の女 性 成 員 の な か に は村 に店 を構 えて い る者 が い る。 彼 女 た ち は オ ヨ トゥ ン ジ村 の

ゲ ー一 トを入 って す ぐの 南側 に あ るマ ー ケ ッ ト広 場 に出 店 し,年 中 行 事 な どの 儀 礼 が 開催 され る

と きに村 を訪 れ る参 列 者 や観 光 客 を相 手 に装 飾 品,工 芸 品,食 事 な どを 販 売 して い る。 た と え

ば,オ グ ン トシ ン首 長 の 妻 で あ るオ シュ ン ブ ン ミは,ヨ ル バ の 衣 服,ビ ー ズ 製 の腕 輪 ・エ レ

ケ ・イ ヤ リ ン グ な ど の 装 飾 品,オ リシ ャの 彫 像,村 で の 祭 や 儀 礼 の 写 真,さ ら に 菓 子 類 ・

ジュ ース を販 売 して い る。 オ シ ュ ン ブ ン ミは,三 男 や 四 男,五 男 に ビー ズ製 の腕 輪 や エ レケ な

どの装 飾 品 を作 らせ て い る。

 ほ か に も村 に 出入 りす る人 々が い る。 た とえ ば,オ ヨ トゥ ン ジ村 の男 性 結 社 に属 す る10代
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後 半 か ら20代 前 半 の 男 性 成 員 た ち は,村 か ら車 で40分 か ら50分 の 範 囲 に住 み,ほ ぼ毎 日村

に通 って い る。 彼 らは,男 性 結 社 を 取 り ま とめ て い る ア キ ン トビ首 長 の指 示 に した が って,建

造 物 の修 繕 や 建 設 作 業 に従 事 した り,お もに供 犠 用 と して 飼 育 され て い る動 物 の世 話 を した り

して い る。 さ らに,彼 ら は アキ ン ト ビ首長 や ア ジャ ム首 長 の 身 の 回 りの世 話 を お こな い,運 転

手 と して の 役 割 も兼 ね て い る。

 男 性 結 社 の成 員 とお な じよ うに,村 の 女 性結 社 に属 す る10代 後 半 か ら20代 前 半 の女 性 成 員

た ち も村 に通 っ て い る。 彼 女 た ち は ヨル バ の衣 服 の仕 立 て 方 や,ベ ンベbembeと よ ば れ る宴

の儀 礼 の あ と に振 る 舞 わ れ る料 理 の 調 理 方 法 を学 ん で い る。 彼 女 た ち は王 の妻 で あ る ア ダ ラ モ

ラの指 示 に した が って,王 宮 で 食 事 を準 備 し,王 宮 を掃 除 した り,老 い の せ い か ら体 の 自 由 の

利 か な い王 の身 の 回 り の世 話 を した り して い る。

 この よ う に,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の敷 地 に住 居 を構 え て住 ん で い る成 員 は少 な い。 た だ し,村 の

枢 要 な地 位 に就 い て い る年 寄 結 社 の 成 員 は村 に住 居 を構 え て お り,村 内 で過 ごす 時 間 も長 い。

同様 に,村 の運 営 の 中 核 を なす 古 参 成 員 の大半 は村 の近 郊 に住 み,村 に通 う こ とを常 と して い

る35)。 この よ うな古 参 成 員 が 新 参 の 成 員 や,村 で執 り行 わ れ て い る託 宣 や 村 の 男 女結 社 や オ リ

シ ャの 司 祭 結 社 に入 社 す る こと に関 心 の あ る潜 在 的 な成 員 を受 け入 れ て い るた め に,村 に 出入

りす る成 員 は少 な い が 途 切 れ る こと は な い。

3.変 わ りゆ く規 律 ・変 わ らな い規 律

 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の人 口規 模 は最 盛 期 か ら は明 らか に減 って い る。 そ れ で は,1970年 代 半 ば

か ら80年 代 半 ば にか け て オ ヨ トゥ ン ジ村 で み られ た厳 格 な 規 律 は,調 査 時 の 村 で もみ られ る

の で あ ろ うか36)。本 節 で は,調 査 時 の オ ヨ トゥ ンジ村 の状 況 を明 らか にす る た め に,2001年

6月23日 の 村 の様 子 を 中 心 に取 り あ げ る。

 筆 者 は オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を 訪 れ る前 に,1980年 代 前 半 の 村 で 幼 少 期 を過 ご した オ ジ ョ とい う

男性 成 員 に調 査 時 の 村 の様 子 を尋 ね た こ とが あ る。 す る と,オ ジ ョは笑 って っ ぎの よ うに答 え

た 。 「Tシ ャ ツ と ジー パ ンに マ ク ドナル ドの ハ ンバ ー ガ ー か な あ」。 この よ う な回 答 に象 徴 され

る 「西 洋 の文 化 」 は,オ ヨ トゥン ジ村 が コ ミュ ー ン と して 機 能 して い た1970年 代半 ば か ら80

年 代 半 ば に は禁 止 され て い た もの で あ る。 しか し,調 査 時 の 村 で は オ ジ ョの 答 え はあ な が ち 嘘

で はな か った。

 6月23日,年 中 行 事 の イ ェモ ジ ャ祭 が 開 催 され る 日に,オ ヨ トゥ ン ジ村 の マ ー ケ ッ ト広 場

の 入 口 に エ シ ュへ の捧 げ もの と して,ケ チ ャ ップ とマ ス タ ー ドの か け られ た ホ ッ ト ・ ドッグ と

コ カ ・コ ー ラが 供 え られ て い た。 ま た,イ ェモ ジ ャ祭 の 宴 の 儀 礼 の あ と に は,缶 詰 の チ リソー

スで 煮 込 ん だ骨 付 き の鶏 肉 と,マ カ ロニ ・マ ヨネ ーズ,ス ーパ ーの デ リカ ッセ ンで 購 入 した ス

モ ー ク ・タ ー キ ー が 振 る 舞 わ れ た。 さ ら に,イ ェモ ジ ャ祭 の あ とに,村 の 多 目 的 ホ ー ル に集
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ま っ た成 員 た ち は,立 派 な オ ー デ ィオ機 器 か ら流 れ る大 音 量 の レゲ エ や ヒ ッ プ ・ホ ップ の リズ

ム に あわ せ て ダ ンス に興 じた。

 以 下 で は,か っ て オ ヨ トゥ ン ジ村 で生 活 す る にあ た り遵 守 しな け れ ば な らなか った規 律 が,

現 在 も維 持 さ れ て い るの か,あ るい は,ど の よ うに変化 して い る の か に っ いて 具 体 的 に み て い

き た い。

 まず,オ ヨ トゥ ン ジ村 で は,手 動 ポ ンプ 式 の 井 戸 水,薪,灯 油 ラ ンプ を使 用 す る こ とが 義務

づ け られ て お り,水 道,ガ ス,電 気 の使 用 は禁 止 され て い た 。 しか し,調 査 時 の村 で は この 規

律 は守 られ て い な い。

 た とえ ば,6月23日,イ ェ モ ジ ャ寺 院 の南 側 に併 設 され て い る女 性 結 社 の 建物 で は,イ ェ

モ ジ ャ祭 の宴 の儀 礼 の あ とに振 舞 う食 事 が 女 性 結社 の成 員 に よ って 準 備 され た。 そ の建 物 の 台

所 に は,蛇 口 を捻 れ ば水 の 出 て く る シ ンクが あ り,調 理 に は複 数 の電 気 コ ンロが 用 い られ て い

た。 女 性 結 社 の建 物 は狭 い に もか か わ らず,何 十 人 もの 成 員 が 出入 り し,狭 い場 所 で調 理 を し

た り,着 替 え を お こな った り して い た。 そ の ため,室 内 の温 度 は非 常 に 高 く,蒸 し暑 くな るの

で,扇 風 機 が 使 用 さ れ て い た。 ま た,こ の 建 物 に は,バ ス タ ブ は な い もの の カ ー テ ンで仕 切 ら

れ た簡 易 シ ャ ワー室 が あ り,水 洗 トイ レ も設 け られ て い た。 た だ し,シ ャ ワ ー室 の お湯 は ほ と

ん ど 出 る こ とは な く,ト イ レの 水 の流 れ も悪 い。

 ま た イ ェ モ ジ ャ祭 が始 ま る前 に,オ グ ン トシ ン家 の長 男 が,「 サ ー ド ・ア イThird Eγe」 と

い うハ ウ ス の成 員 や筆 者 の た め に昼 食 を準 備 して くれ た。 そ の と き彼 は 屋 外 で キ ャ ンプ用 の ガ

ス調 理 器 具 を用 い て鱈 の フ ライ を調 理 し,そ れ を 食 パ ンに は さん だ サ ン ドイ ッチ を振 る舞 って

くれ た。 飲 み物 に は コカ ・コー ラや ス プ ライ トな どの缶 ジ ュ ー スが クー ラ ー ・ボ ッ クス に用 意

され て い た。

 こ の こ とか ら もわ か るよ うに,調 査 時 の村 で は水 道,ガ ス,電 気 を公 然 と用 い たか ら と い っ

て讐 め られ る わ け で は な い。 た だ し調 理 の際 に は電 気 コ ン ロや ガ ス コ ン ロば か りに頼 って い る

わ け で もな い。 た とえ ば,オ グ ン トシ ン家 の長 男 が ガス調 理 器 具 を用 い て 昼 食 を準 備 して い る

横 で,「 サ ー ド ・ア イ」 と い うハ ウ スの成 員 が,辺 りに 落 ちて い る レ ン ガ を拾 い集 め て 囲 い を

っ く り,落 ち葉 や小 枝 で火 を お こ した あ と,枯 れ 木 を くべ て ジ ャガ イ モ を 茄 で て い た。 ま た,

10月 に 開 催 され る ダ ンバ ラ ・ウ ェ ドDamballa Hwedo祭(奴 隷慰 霊祭,本 章 第4節 で後述)の

前 に は,焚 火 の上 に建 材 の 薄 い鉄 板 を しいて,そ の 上 に殻付 き の カ キ を お き,カ キ の 入 って い

た麻 袋 を上 か ら被 せ て蒸 牡 蛎 を調 理 した。 っ ま り,村 の か っ て の調 理 風 景 が 完 全 に消 え 去 っ た

わ け で は な い の で あ る。

 そ れ で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 で の 日常 の服 装 は どの よ うに変 化 した の で あ ろ うか。 か っ て は,

ヨル バ の衣 服 を っ ね に着 用 す る こ とが も とめ られ た。 ヨル バ の 衣 服 を纏 って い な い もの は,村

の入 り口 に駐 在 して い た監 守 か ら入 村 す る こと を認 め られ な か った の で あ る。 現 在 で は,そ も
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                        そ も村 の 入 り目 に監 守 は いな い が,

   ヨ ルバ の 衣 服 を 着用 して いな くて も

   村 に出 入 りで き る。 そ の た め,男 性

   成 員 の な か に はTシ ャ ツや ト レー

   ナ ーを 羽織 って,ジ ーパ ンを は く と

   い うよ うに, 「ア メ リカ」 風 の 服装

   を して い る もの もい る。 た だ し,村

   に 出 入 り す る 大 半 の 男 性 成 員 は,

   「ア メ リカ」 風 の服 装 の上,ま た は,

    ドに ヨル バ の ヒ着 を着 用 して い る。

   また,女 性 成 員 の場 合 は,ヨ ルバ の

   衣 服 を 着 用 して い る 人 が 多 いC'鎮

   6・7参 照)。 サ ウ ス カ ロ ラ イナ 州 で

   は,冬 に な る と,気 温 が10度 を ド

   回 る こ と もy)ず ら し くな い の で,冬

   に は 男女 と も ジ ャ ケ ッ トや コ ー トを

   ヨル バ の 衣服 のLか ら羽 織 って い る1

                         この よ うに,服 装 に 関す るか つて

"」真6 オ ヨ トゥン シ村で ・)日常 ・川猷 m代 の 女性 成  の 規律 は厳 密 に は守 られ て い な いか

   員 村の出 へ日近 くのマー ケ ノト広場 前の通路 に   

おいて、2003年10月25[i,'1堵 撮 影、      も しれ な いが,ヨ ル バ の衣 服 を 着用

                        す る と い う慣 習 は な お も実 践 され て

い る 、 ヨル バ の 衣服 を 着 用 して い る割 合が も っと も高 い の は,王 家 と年 寄 結 社 の成 員で あ る,

ま た,村 の中 で も,年 中 行 事 を は じy)と した 種 々の儀 礼 の場 面 で は,少 数 の 例 外 は あ る ものの,

成 員 はか な らず ヨル バ の 衣服 を纏 って参 列 して い る,,

 つ ぎ に,オ ヨ トゥ ン ジ村 の階 級 制 度 に もとつ く表敬 行 為 につ いて み て い き た い。 か つ て の 村

で は,階 級 の 差 異 を確 認 す る た め に 表敬1∫為 を実 践 す る こ とが も と め られ た。 調 査 時 の 村 にお

い て も,村 の 階 級 制 度 に従 った 表敬 行為 が み られ る,

 た とえ ば,61」23日 の 夕 方,イ ェモ ジ ャ祭 に 参 列 す るた め に成 員 が っ ぎっ ぎ と村 を訪 れ た。

彼 らは村 の ゲ ー トの 前 に あ る広 場 に 中:を止め て 卓外 に 出 るや い なや,そ の 広 場 で 出会 う ほか の

成 員 た ち に挨 拶 を して まわ る。 ま た村 内 に 入 っ た あ と,彼 ら は散 歩 して い るi三,女 王,首 長 を

は じy)と す る ほか の 成 員 に 出会 う と,地 面 に ひれ 伏 した り,ひ ざ まず い た り して 敬 意 を 表 した,

 た だ し,オ ドゥ ンと い う10代'「 ば の 男性 成 員 が 述 べ るよ うに, Eに た いす る表 敬 行 為 は簡

略 化 され た。 か っ て は,成 員 は その 視 界 にEの 姿 が 入 って い るか ぎ り,地 面 にひ れ 伏 す ドバ レ
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        騒 肖 罐潔.、ビ 滅 鉱 騨
          瞬 き  霧    警曝_鑑 罰 。鹸  ∵

燃 警繍
            奏 養 嚢    1…粛    嵐

     写真7 オ ヨ トゥ ンジ村での 日常 の服装。20代 の ドラム奏者結 社の男性 成 員。

        卜一キング ・ドラムを奏でて遊 ぶ。中 央の 男性 はジーパ ンを着用 してい

        る。2003年10月25日,筆 者 撮影。

の 姿 勢 を保 つ 必 要 が あ っ た。 しか し調 査 時 で は,一 度 ドバ レを お こな って 王 に 敬 意 を 表 す れ ば,

そ の 後 は立 ち上 が る こ とが 許 され て い る。 しか しな が ら,10代 か ら20代 の 若 い 成 員 た ち は,

畏 敬 の 念 か ら王 の 近 くに 寄 る こ と もな けれ ば,直 接 話 しか け る こ と もな い。 王 は高 貴 な存 在 と

して 崇 め られ て い るか らで あ る。

 調 査 時 の オ ヨ トゥ ンジ村 で は,年 ヒに た い す る話 し方 や 振 る舞 い 方 な ど の道 徳 的 価 値観 が継

承 され て い る。 イ ェモ ジ ャ祭 が 始 ま る まで,「 サ ー ド ・ア イ」 とい うハ ウス の成 員 は,ア デ ボ

ル 王rや オ グ ン トシ ン家 の 長 男 や二 男 た ち と時 間 を過 ご して い た。 そ の と き,オ ヨ トゥ ン ジ村

の 成 員 の な か で も 一,二 を 争 う大 家 族 で あ る シ ャ レワ家 の 七男 で,当 時9歳 の ボ ラ ジが,21

歳 の ブ ン ミに 向 か って 言 った。 「ねえ,ね え,ち ょ っ と! ジュ ー スが 欲 しい な。 ち ょ っと,

そ れ と って よ! Bunmi!Hey, hey, Bunmi!Iwant that juice. Get it, get it!」。 ブ ン ミは,

村 外 で 購 入 した缶 ジ ュー スを50セ ン ト(60円),缶 ビー ルを1ド ル(120円)で 販 売 して い た。

 す る と,そ の場 に居 合 わ せ た オ ラ ヨ ミと い う20代 前 半 の 男性 成 員 が,「 そ の 口 の聞 き方 は な

ん だ。 ボ ラ ジ,お ま え は い った い い くっ なん だ。 歳 を 言 って み ろ」 と注 意 した。 ボ ラ ジは,そ

ん な 質 問 に は答 え た くな い と,顔 を背 け て聞 こえ な い振 りを して み せ た。 しか し,オ ラ ヨ ミは,

「こ っ ちを 向 け,ボ ラ ジ。 自分 の 歳 もい え な い の か,い くっ だ」 と,ボ ラ ジに注 意 を続 け た。

ボ ラ ジは も う無 視 す る こ と が で きな い と思 っ た よ うで,「9歳 」 と消 え る よ う な声 で 答 え た。
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そ こで,ジ ュ ー ス を売 って いた ブ ン ミは,っ ぎ の よ う に た しな め た。

  い い か,俺 は21歳 だ。 大 人 の 男 だ。 そ の 俺 に 向 か って,9歳 の 子 ど も が 「ジ ュ ー ス を

  と ってHey, hey, Bunmi!Get it, get it!」 とは絶 対 に言 う こ とは で きな い 。 い い な,わ

  か った か 。 か な らず 「ジュ ー スが 飲 み た い で す。 と って くだ さ いCan l have that juice?

  Can you get it for me, please?」 と言 うん だ。

 こ の よ うに,村 で の振 る舞 い 方 に っ い て,ボ ラ ジは2人 の成 員 か ら注 意 を受 け る こ と とな っ

た。 しか し,ボ ラ ジは シ ャ レワ家 の 末 っ子 で,村 の外 で は や や甘 や か され て 育 って い るせ い も

あ り,あ ま り納 得 の い か な い様 子 だ った。

 年 上 と して ボ ラ ジに注 意 を した成 員 た ち も,女 王 や 首 長 の前 で は年 下 と して の 振 る舞 い方 を

身 にっ け て い る。 た とえ ば,一 部 の 首長 や成 員 が,女 王 は成 員 を小 間使 い の よ う に扱 って い る

と批 判 す るよ うに,女 王 は人 使 いが 大変 荒 い。 ブ ン ミや オ ラ ヨ ミは,女 王 か ら 「ち ょ っ と来 な

さ い」 と,村 中 に響 き渡 る声 で 呼 び つ け られ る と,村 の ど こに い て も大 声 で返 事 を し,す ぐに

女 王 の元 へ と駆 けつ け る。 そ して,た とえ女 王 が 彼 女 の た め に椅 子 を も って くる よ う指 図 した

り,こ れ か ら開 催 さ れ る祭 の 準 備 の手 際 が悪 い と ブ ン ミに責 任 の な い小 言 を言 っ た り して も,

ブ ン ミは一 言 も口答 え せ ず,言 いつ け られ た用 事 を笑 顔 で 済 ませ る。

 上 述 した こ とか らは,成 員 は村 の秩 序 を守 る た め に,ほ か の成 員 の行 為 を見 守 って い る とい

うこ と が わ か る。 と りわ け,ほ か の 成員 が眼 に余 る よ うな行 為 を と って い る と き は,た とえ和

気 萬 々 と した 雰 囲 気 の な か で も注 意 す る こ と を怠 ら な い。20代 前 半 の 若 い成 員 で あ って も,

彼 らは村 の 道 徳 的 価 値 観 を 継 承 し,村 の秩 序 を維 持 す る こ とを成 員 と して の義 務 の ひ とっ と捉

え て い る か らで あ る。 ま た,女 王 や 首長 た ち を は じめ 階 級 の高 い成 員 か ら指 示 を 受 け る と,成

員 は た とえ そ の 指 示 が 不 合 理 な もの で あ って も従 順 に対 応 す る。 この よ うに して 成員 た ち は村

の秩 序 を維 持 して い る。

 さ い ごに,村 で の言 語 使 用 に関 わ る規 律 につ い てみ て い きた い。 か っ て の村 で は,夜 明 け か

ら正 午 ま で に か ぎ って は,英 語 で の 会話 が禁 止 さ れ,ヨ ル バ語 しか認 め られ な か った。 この規

律 は調 査 時 に お いて は み られ な い。 村 で は,挨 拶 や感 謝 の言 葉 にか ぎ って は ヨル バ語 が用 い ら

れ るが,そ の ほか の意 思 疎 通 の た め に は英 語 が用 い られ る。 た だ し,ヨ ル バ ・ロ イヤ ル ・ア カ

デ ミー と い う教 育 機 関 お い て,ヨ ル バ語 は引 き続 き教 え られ て い る。 そ の た め,ア カ デ ミー に

通 う成 員 は,ヨ ル バ 語 の初 歩 的 な会 話 を理 解 し,ヨ ル バ 語 を話 す こ とが で き る。

 ま た,調 査 時 点 で の村 の 儀 礼 で は,ヨ ルバ 語,英 語,さ らに は,サ ン テ リアで 用 い られ る ヨ

ルバ 語 の ス ペ イ ン語 化 した 語彙 が使 用 され る。 定 式 化 され た詠 唱歌 や短 い詠 唱歌 で は,ヨ ルバ

語 が 用 い られ る。 しか し,儀 礼 の 開始 や終 了 の挨 拶 な ど の長 い挨 拶 や,即 興 的 に 詠 わ れ る詠 唱

                  一41一



                人  文  学  報

歌 で は英 語 が 用 い られ る。

 本 節 で は,1970年 代 半 ば か ら80年 代 半 ば にか けて オ ヨ トゥ ン ジ村 で み られ た規 律 が,調 査

時 で は どの よ う に変 化 した の か にっ い て 述 べ た。 か っ て の 厳 格 な規 律 は,村 か ら 「西 洋 の 文

化 」 を 排 除 し,ヨ ル バ ラ ン ドの 宗 教 と 「伝 統 」 社 会 を再 現 す る た め に定 め られ た もの で あ った。

調 査 時 のオ ヨ トゥ ン ジ村 で は,表 敬行 為 や 道 徳 的 な価 値 観 につ い て は重 ん じ られ て い るが,そ

の ほか の領 域 で は 「西 洋 の文 化 」 はか な らず しも排 除 され るべ き対 象 と は な って いな い。

4.祝 祭 の 空 間

 調 査 時 の オ ヨ トゥ ン ジ村 で は,オ リシ ャ崇 拝 は ど の よ う に実 践 され て い る の で あ ろ うか 。 オ

ヨ トゥ ン ジ村 で は年 中行 事 が 毎 月1回 週 末 を利 用 して2,3日 間 執 り行 わ れ る。 これ らの年 中

行 事 に はか っ て村 と関 わ って い た成 員 が参 列 す る。 彼 らは お もに 村 の あ る サ ウ ス カ ロ ライ ナ州

を は じめ と して ジ ョー ジア 州 や フ ロ リダ州 か ら村 を訪 ね る(地 図1参 照)。

 年 中行 事 は非 公 開 の儀 礼 と,公 開 され る儀 礼 の二 部 か ら構 成 され て い る。 非 公 開 の儀 礼 とは,

た と え ば オ リ シ ャの寺 院 で 執 行 され る供 犠 で あ り,そ の供 犠 が捧 げ られ る オ リ シ ャの司 祭 結 社

に属 す る成 員 だ け が 参列 す る こ とが で き る(第2章1-2参 照)。 っ ま り,儀 礼 で 祀 られ て い るオ

リシ ャを授 か った 司 祭 で な けれ ば,非 公 開 の儀 礼 に参 列 す る こ と はで き な い の で あ る。

 一 方,一 連 の儀 礼 が 順調 に執 行 され た こ とを祝 う宴 の儀 礼(ベ ンベ)は 一 般 に公 開 さ れ て い

る。 そ の た め,村 の 成 員 で は な い オ リシ ャ崇 拝 者 が参 列 す る こ と も可 能 で あ り,一 部 の儀 礼 に

は観 光 客 が参 列 す る こ と も許 され て い る。 な お,調 査 時 に お け る村 の成 員 と は,例 外 が 適 応 さ

れ る こ と もあ るが,村 の エ グ ン グ ン結 社 に入 社 して い る崇 拝 者 と して理 解 さ れ て い る(第2章

1-2参 照)。 こ う した年 中 行 事 の ほか に も,村 で は年寄 結社 の寄 り合 いが 毎 週 末 に開 か れ,来

る一 週 間 に っ い て イ フ ァの 託 宣 を授 か る。 この託 宣 は非 公 開 と され て い るが,託 宣 の結 果 にっ

い て は村 の 各組 織 を 通 じて それ ぞ れ の組織 に 属 す る成員 へ と連 絡 さ れ る。

 そ れ で は,ど の よ うな年 中行 事 が毎 月 執 り行 わ れ て い る ので あ ろ うか(表1参 照)。1月 に は,

年始 の 託宣Reading of Yearが 執 行 され る。 この託 宣 で は,年 寄 結 社 が そ の年 の米 国 と ア フ

リカ 系 ア メ リカ人 の運 命 にっ い て イ フ ァの 託 宣 を 授 か る。2月 に は,海 底 の 神 の祭(オ ロク ン

祭Olokun Festiva1)が 開催 され る。 オ ロ ク ンとよ ば れ る この 神 は,奴 隷 貿 易 で奴 隷 船 か ら身 投

げを した り,投 げ捨 て られ た り して 海 の 奥 底 へ と沈 ん だ ア フ リ カ人 の魂 を鎮 め る神 で あ る。

2006年 か らは,2月 中旬 に,初 代 王 の記 念 祭(オ バ ・エキ ニ記念祭Oba Ekini Memorial Festiva1)

が 開 催 され る よ うな った。 これ は,2005年2月15日 に死 去 した ア デ フ ン ミの功 績 を讃 え る記

念 祭 で あ る。3月 に は,ヨ ル バ の新 年Yoruba New Yearが 祝 わ れ る。2005年 に は,ヨ ル バ

が 誕 生 して か ら10,044回 目新 年 を祝 う祭 が 開 催 さ れ た。 ま た3月 に は,境 界 を 司 る神 ・鉄 の

神 。狩 猟 の神 の祭(エ シュ ・オ グ ン・オ ショシ祭Esu, Ogun, Ososi FestivaDと,こ の3つ の オ リ
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表1 オ ヨ トゥ ンジ村 の年 中行事一覧(2005年8月 現在)

シ ャの 力 で 象 徴 さ れ る村 の男 性 結 社 の イ ニ シ エ ー シ ョンが執 行 され る。4月 に は,川 の 神 の祭

(オ シュン祭Osun Festival)が 開 か れ る。 オ シ ュ ンとよ ば れ る この 神 は愛 ・性 ・子 宮 の 象 徴 で あ

り,オ シ ュ ンの 司 祭 と は別 に人 生 のパ ー トナ ーを 探 す女 性 や 不妊 に悩 む 女 性 に も崇 め られ て い

る。5月 に は,祖 先 祭(エ グ ング ン祭Egungun Festival)が 開 か れ,村 の 王 が 村 の祖 先 に供 犠 を捧

げ る。6月 に は,小 川 や 魚 の 神 で あ り,母 性 の神 で もあ る イ ェ モ ジ ャの祭Yemoja Festival

と,イ ェ モ ジ ャの 力 で 象 徴 さ れ る村 の女 性 結 社 の イニ シエ ー シ ョ ンが 執 行 され る。7月 上旬 に

は,託 宣 の 神 の祭(イ フ ァ祭Ifa Festival)と ヨル バ集 会Yoruba National Conventionが 開 か

れ る。 ま た7月 下 旬 に は,雷 と稲 妻 の神 の祭(シ ャンゴ祭Sango Festival)が 開 か れ る。 シ ャ ン

ゴ と よ ば れ る この 神 は,8世 紀 の オ ヨの王 で あ る と崇 め られ て い る。 シ ャ ン ゴは気 性 が 激 しく

活 力 が あ る の で,司 祭 とは別 に若 々 しい精 神 や 身 体 を 渇 望 す る男 女 に も崇 め られ て い る。8月

に は,人 類 創 造 の 神 の祭(オ バ タラ祭Obatala Festival)が 開 催 され る。 オバ タ ラ とよ ばれ る こ

の 神 は,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の守 護 神 で あ る。10月 上 旬 に は,王 の祭King's Dayが 開催 され,初

代 の王 で あ る ア デ フ ン ミの生 誕 を 祝 う。 ま た10月 下 旬 に は,死 と竜 巻 の神 の 祭(オ ヤ祭Oya

Festival)が 開 か れ る。 オ ヤ とよ ば れ る この神 は,力 強 く,竜 巻 を お こ して 世 の 中 に革 命 を も

た らす と崇 め られ て い る。 お な じ く10月 下 旬 に は,奴 隷 慰 霊 祭(ダ ンバ ラ ・ウエ ド祭)が 開 か

れ,中 間 航 路 や 奴 隷 制 の もとで 亡 くな った名 も亡 き ア フ リカ人 を慰 霊 す る。12月 に は,伝 染

病 の神 の祭(バ バル ァイ エ祭Babaluaye Festival)が 開 か れ る。 この祭 の宴 の儀 礼 は12月31日

の 夜 か ら始 め られ,儀 礼 の最 中 に1月1日 を迎 え るの で 村 で の年 越 し行 事 も兼 ね て い る。

4-1.オ リシャ祭:イ ェモ ジャ祭

 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 で 開 催 され る オ リシ ャ祭 は,っ ぎの3部 か ら構 成 さ れ て い る。(1)勧 請 の 儀

礼 。 この儀 礼 で は オ ヨ ト ゥ ンジ村 で 祖先 と して祀 られ て い る イ ェモ ジ ャ司祭 の霊 を迎 え る。 こ
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の儀 礼 は,後 述 す る宴 の儀 礼 の 前 日に執 行 さ れ る こ とが 一 般 的 で あ る。(2)供 犠 。 寺 院 で イ ェ

モ ジ ャの 司 祭 結 社 の成 員 が イ ェ モ ジ ャに 供 犠 を捧 げ る。 こ の儀 礼 は 非 公 開 と され て い る。(3)

宴 の 儀 礼 。 こ の儀 礼 は一 連 の儀 礼 が 順 調 に修 了 した こ とを盛 大 に祝 う儀 礼 で あ る。

 こ こで は,2001年6月23日 に開 催 され た イ ェモ ジ ャ祭 の 宴 の儀 礼 を 年 中 行 事 の具 体 例 と し

て 記 述 し,年 中 行 事 の役 割 と村 の存 在 意 義 にっ い て 考 え た い。 宴 の儀 礼 はっ ぎ の3部 か ら構 成

され て い る。 そ れ ら は,(1>オ リ シ ャへ の表 敬 。 参 列者 全 員 が 村 に祀 られ て い る オ リシ ャを 表

敬 して ま わ る。(2)到 着 の舞 踊 。 イ ェモ ジ ャ を の ぞ くす べ て の オ リ シ ャが 儀 礼 の 場 に 到 着 し た

ことを 告 げ る。(3)司 祭 の舞 踊 。 イ ェモ ジ ャの 司 祭 が礼 賛 歌(オ リキ)を イ ェ モ ジ ャに 捧 げ る こ

とで あ る。

 イ ェ モ ジ ャ祭 の宴 の儀 礼 は,オ ヨ トゥ ンジ村 の イ ェ モ ジ ャ寺 院 で 執 り行 わ れ た(図1参 照)。

イ ェ モ ジ ャ寺 院 は王 宮 へ と向 か う道 に面 して 建 立 され て い る。 この寺 院 は高 さ2メ ー トル,幅

6メ ー トル,奥 行 き3メ ー トル の箱 を象 った コ ンク リー ト製 の 建 築 物 で あ る。 この寺 院 の 外 壁

や内 装 は,小 川 や 魚 の神 で あ る イ ェ モ ジ ャが 象 徴 す る水 色 や 青 色 の塗 料 で 塗 装 さ れ,そ の 上 か

らイ ェ モ ジ ャの姿 が 白 で描 か れ て い る。 この 寺 院 の 中 央 部 に は両 開 きの 扉 が あ り,そ の 中 に祭

壇 が 設 置 され て い る。 祭 壇 に は イ ェ モ ジ ャの 像 が お か れ,青 や 白 の ロ ウ ソ ク と グ ラス に入 っ た

水 が 供 え られ て い る。 イ ェモ ジ ャの司 祭 結 社 の 成 員 以 外 は寺 院 の 内部 に 立 ち入 る こ と はで き な

い。 寺 院 手 前 の左 側 に は イ ェモ ジ ャの像 が 設 置 され て い る。 寺 院 の南 側 の 敷 地 に は女 性 結 社 の

建 物 が 併 設 され て い る。 イ ェモ ジ ャは母 性 の 神 と して 崇 め られ て い るか らで あ る。

 イ ェ モ ジ ャ寺 院 の前 に は10メ ー トル四 方 の 白 い 砂地 の 広 場 が あ る。 こ こが 宴 の儀 礼 の舞 台

とな る。 午 後4時 半 に な る と,参 列 者 が 村 中 か ら寺 院 前 の 広 場 へ と士 気 高 らか に集 ま り始 め た。

彼 らは宴 の儀 礼 に参 列 しよ う と,村 の あ ち こ ちで 思 い お も いの 時 間 を過 ご しな が ら,宴 の 儀 礼

が 始 ま る の を待 ち構 え て い た か らで あ る。 宴 の 儀 礼 に は,村 にか っ て 出 入 り して い た 成 員,そ

の親 族 ・友 人,観 光 客 を ふ くめ80人 を越 え る人 々 が参 加 した。

(1)オ リ シ ャへ の表 敬

 イ ェ モ ジ ャ寺 院 の前 の広 場 に参 列 者 が 集 ま る と,そ の 広 場 の 入 り口付 近 で 待 機 して い たバ タ

bataと よ ば れ る ドラム奏 者 結 社Egbe Oniluが 威 勢 よ く演 奏 を 始 め た。 ドラ ムの音 が 村 中 に

響 き渡 る と,騒 然 と して い た参 列 者 が落 ち着 きを と り もどす 。 バ タ は参 列 者 の意 識 が 祭 へ と集

中す る の を見 計 ら って,行 列 を率 い て広 場 を 出 発 した 。

 バ タ のす ぐ後 ろ に は,6人 の イ ェ モ ジ ャ司 祭 が 連 な った 。6人 の 司 祭 は司 祭 歴 の長 さ に した

が って,女 性 結 社 の長 で あ るオ ミア ラ ドラを先 頭 に,彼 女 の 長 女,三 男,イ ヤ フ ン ミ(ジ ・モ

首長の妻 の1人),オ ラ ヨ ミ,ア ペ ケの 順番 に並 ん だ。 ヨルバ の神 話 で は,イ ェモ ジ ャ は女 性 で

あ る と さ れて い る が,男 性 が イ ェモ ジ ャを頭 に宿 して い る こと は め ず ら しい こ とで はな い(第
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2章1-4参 照)。 司 祭 は男 女 と も上 半 身 に は何 も纏 わず,腰 に は水 色 や 青色 の 布 を巻 いて い る。

彼 らの 胸 部 は紺 色 の塗 料 で縁 取 り され て い る。 こ の よ う に司 祭 が 身 につ け て い る青 系 統 の色 は,

イ ェ モ ジ ャが 象 徴 す る小 川 や 海 の 色 を表 して い る。 ま た,司 祭 は約30セ ンチ 四方 の陶 器 製 の

「神 聖 な 壺sacred pot」 を 頭 上 に掲 げ て い る。 こ の壼 に は イ ェ モ ジ ャを表 象 す る小 石 が 入 って

お り,宴 の儀 礼 が 始 ま る前 に供 犠 と して捧 げ られ た動物 の 血 が 注 が れ て い る37)。

 そ して,イ ェ モ ジ ャ司 祭 の 後 ろ に は,ほ か の オ リシ ャの司 祭 が3列 に わ か れ て連 な った。 列

の 最 後 尾 に つ い た の は イ ェ モ ジ ャの イヤ ウ ォで あ る。 こ の イ ヤ ウ ォ た ち は,イ ェモ ジ ャの司 祭

に な る た め の 段 階 的 な イニ シエ ー シ ョンを受 け て い る最 中 で あ り,ま だ司 祭 と して は み な さ れ

て い な い(第1章 第2節 参 照)。 イ ヤ ウ ォ は 白地 の 布 を 身 に纏 い,高 さ50セ ンチ メ ー トル か ら

70セ ンチ メ ー トル もあ る大 き な イ ェモ ジ ャの彫 像 を 頭 上 に 掲 げ て い る。 司 祭 とイ ヤ ウ ォが 神

聖 な壷 や イ ェ モ ジ ャの 彫 像 を 頭 上 に掲 げ るの は,崇 拝 者 の頭 に宿 る イ ェモ ジ ャ と壺 や彫 像 を一

体 化 させ る た め で あ る。 こ の行 列 は視 覚 的 に は雑 然 と して い る が,司 祭 歴 の長 さ に した が って

列 を な す と い う秩 序 は頑 に維 持 され て い る。

 バ タが 先 導 す る一 行 は,村 のす べ て の オ リシ ャ寺 院 に詣 で る。 これ は,参 列 者 が そ れ ぞ れ の

オ リシ ャ に敬 意 を表 し,こ れか ら宴 の儀 礼 が 執 行 され る こ とを寺 院 に祀 られ て い るオ リシ ャに

告 げ るた め で あ る。 イ ェ モ ジ ャ寺 院 を 出 発 した一 行 は,そ の南 側 に位 置 す るオ シ ュ ン寺 院 に参

詣 す る。 バ タ は オ シ ュ ンの祭 壇 の前 で ドラ ム を約1分 間 奏 で る。 そ の あ い だ,バ タの 後 ろ に連

な る参 列 者 は,体 を 左 右 に揺 ら して 左 右 の 足 で 交互 に ス テ ップ を踏 む。 バ タ は1分 間 の 演奏 を

終 え る と,オ シ ュ ンの 祭 壇 の前 か ら寺 院 の 外 に向 か う。 そ う して,最 前 列 に な っ たイ ェモ ジ ャ

司 祭 は オ シュ ンの 祭 壇 の前 へ と進 み,地 面 に ひれ 伏 して祭 壇 に祀 られ て い るオ シュ ンに表敬 す

る。 司 祭 は,立 ち上 が る と,バ タの後 ろを 追 いか けて寺 院 の外 に 向 か う。 そ の 後,参 列 者 が3

人 ず っ 祭 壇 の前 に 進 み,地 面 に ひ れ伏 して オ シュ ンに表 敬 す る。 この よ う に して,バ タが 先 導

す る一 行 は オ シ ュ ン寺 院 で の表 敬 を済 ませ た。

 つ ぎ に,彼 らは オ グ ンと オ シ ョシを祀 る寺 院 へ 詣 で,同 じよ うに表 敬 を した。 この あ と,彼

ら は村 の メ イ ンス トリー トを南 下 して エ グ ング ンの森 とよ ば れ る雑 木 林 の な か へ と消 え て い っ

た 。 小 道 に沿 って 雑 木 林 の 奥 へ進 ん で い くと エ グ ング ン寺 院 が あ り,村 の 司 祭 の霊 が 祭 られ て

い る。 こ の森 に は エ グ ング ン結 社 の成 員 しか 立 ち入 る こ とが で きな い。 バ タが 先 導 す る一 行 が

雑 木 林 の 中 へ と消 え て か ら20分 ほ ど経 過 す る と再 び姿 を 現 し,そ の ま ま北 上 して オ ヤ 寺 院 と

エ シ ュ寺 院 へ参 詣 した。 これ で ,村 の王 宮 の敷 地 にあ るオ バ タ ラ寺 院 と シ ャ ンゴ の寺 院 を の ぞ

い て,村 の す べ て の オ リシ ャに表 敬 が終 わ っ た。

 さ い ご に,参 列 者 は バ タ に導 か れ て村 の北 側 に あ る王 宮 の 敷 地 を 目指 す 。 王 宮 の敷 地 に は,

シ ャ ンゴ寺 院 とオ バ タ ラ寺 院 が 建立 され て い る。 は じめ に 参 列 者 は シャ ンゴ寺 院 に詣 で る。 す

で に述 べ た よ う に,シ ャ ン ゴ は ヨル バ の オ ヨに第4代 目の 王 と して 君 臨 した。 ヨルバ のす べ て
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の王はシャンゴの子孫であるとされ,村 の王であるアデフンミもその1人 と考えられている。

このあと,参 列者 はオバタラ寺院に参詣 し,王 家のエグングン寺院へと向か う。 この寺院に祀

られているエグングンは王家に属する成員の祖先である。

 このように して,バ タが先導する一行が王家の門前に到着すると,村 はすでに暗闇に包まれ

ていた。王家の門前で,参 列者がバタの奏でるドラムの リズムにのって約3分 間ステップを踏

んでいると,王 家からアデフンミが現れた。アデフンミはかねてか らマイア ミで療養 していた

が,イ ェモジャ祭に参列するために村に戻 ってきていたのである。彼 は杖を手におぼっかない

足取 りで王家から現れた。彼は左側には妻を,右 側には息子のアデボル王子 と孫を したがえて

いる。成員の1人 が王家を覆うように大ぶりのパラソルを支えている。4人 の首長が王を取 り

囲み,そ のうちの2人 は団扇をゆっくりと動かして王に風を送 っている。 この団扇 は高貴な身

分の象徴である。 また,王 の孫が掲げている剣はナイジェ リアの王 との関係を象徴 している。

この剣は,ナ イジェリアオ シュン州のイレ=イ フェのオオニ(王)が,1981年 にアデフンミを

バァレ(村 の長)と して承認 し,授 けたものである(第2章 第1節 参照)。 こうして,参 列者たち

の行列は,王 家の一団をバタとイェモジャ司祭のあいだに迎え入れてイェモジャ寺院に戻って

きた。宴の儀礼が始まってからすでに50分 が経過 していた。

(2)到 着の舞踊

 はじめに,バ タが演奏 しなが らイェモジャの祭壇の前でひざまずいて表敬 し,寺 院の南西の

一角へ と収まった。っぎに,王 家の一団が祭壇の前に着席する。そ して,イ ェモジャ司祭が2

人ずっ祭壇の前で地面にひれ伏 して表敬 し,祭 壇の左右に3人 ずっ二手 にわかれて並んだ。彼

らは儀礼が執 り行われているあいだ,神 聖な壷を頭上に掲げたまま,バ タの演奏にあわせて体

を左右に捻 りなが らステップを踏み続ける。 このあと,参 列者はオ リシャの司祭結社の単位で

祭壇の前に集まり,地 面にひれ伏して表敬する。この表敬行為では,参 列者が村のすべてのオ

リシャにたい して表敬を済 ませたことをイェモジャに告げている。参列者は表敬を終えると,

寺院の広場を取 り囲むように設置されている長椅子に順次座っていった。

 参列者が着席すると,オ リシャの 「到着の舞踊」が始 まる。到着の舞踊では,バ タの奏でる

ドラムの リズムに したがって,司 祭がそれぞれのオリシャに特徴的な舞踊を結社 ごとに披露 し

なが ら広場の中央へ集まる。それか ら,司 祭は王家の一団の前へと歩み,王 の足下に敷 いてあ

るわ らむ しろの上で地面にひれ伏 して王と王家の成員に敬意を表する。そ して,司 祭 はオ リ

シャを象徴する舞踊 を約10分 間広場で披露する。 このあと,司 祭 は再 び王家の一団の前に歩

み,わ らむしろの上で地面 にひれ伏 して敬意を表 してから座席へ と戻 る。

 到着の舞踊では,舞 踊を披露する司祭結社の順番と,舞 踊や ドラムの リズムがオ リシャごと

に異 なって定式化 されている。舞踊や ドラムの リズムには,ヨ ルバの神話 にもとついたオ リ
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シャの行為が表現され,ま た,オ リシャの気性や象徴などが表現 されている。

 到着 の舞踊 はオバタラから始まる。大地創造の神であるオバタラは,左 手を容器にみたて,

右手でその容器の中のものを蒔く動作を中腰で繰り返す。この動作は,オ バタラがカタッムリ

の殻に入 っている土を蒔 く様子を表している。これは,ヨ ルバの至高神であるオロドゥマレが

下界に大地を創造するために,オ バタラにカタッムリの殻に入った少量の土を託 して下界で蒔

くように命 じたという神話にもとついている。鉄の神であるオグンは,斧 や鈷を素早 く振 り回

しなが ら重厚で,勇 ましい舞踊を披露する。 これは,オ グンが武器を手に敵と戦 っている様子

を表 している。また,こ の舞踊は,オ グンが木々を薙倒 して大地を開拓 している様子を表 して

いる。オグンは危険や不幸か ら身を守る守護神であるとともに,開 拓精神の象徴である。

 エシュは境界や十字路を司る神であるが,到 着の舞踊ではエシュの トリック・スター性が強

調されている。エシュは幼い子供のような気質をもっといわれる。っまり,エ シュは不満があ

るとす ぐさま気分を害 し,満 足すると寛容になる。また,エ シュはいたずら好 きでもある。到

着の舞踊では,エ シュは両手の指を細か く動かしなが ら,広 場のあちこちをせわ しなく飛び跳

ねながら動 きまわる。これはエシュがお菓子をせがむ様子である。逆に,エ シュが満足 してい

るときはお菓子を辺 りにまき散 らす。また,エ シュは広場から抜け出して,参 列者のところへ

行 き,性 的に誘惑 したり,身 体を密着させて性行為の真似をしたりして参列者の笑いを誘 う。

エシュが踊るときには花火が何発 も打ち上げ られ,大 量の爆竹が鳴らされる。

 雷と稲妻 の神であるシャンゴは,両 手に斧をもって左右に激 しく動いては飛び上がる。この

動作は雷鳴が とどろき,稲 妻が光る様子を表 している。 シャンゴが手に している斧は刃先が二

叉 にわかれている。これはシャンゴの強烈な稲妻と,そ の稲妻を生み出すシャンゴの活力の象

徴である。 シャンゴの司祭は背中に二叉の斧が描かれた上着を着用 し,細 長 く切り裂かれた布

を幾十 にも縫いっけた腰巻を纏 っている。 シャンゴが飛び跳ねるたびにこの細長い布が激 しく

揺 らめき,シ ャンゴの激 しい気性 とみなぎる活力を表す。

 川の神であるオシュンは体を柔軟にくね らせて舞踊を披露する。 この動作は,川 の流れとと

もに,オ リシャのなかでもっとも美 しいとされるオシュンの美や性的魅力を表現 している。オ

シュンは愛 ・性 ・子宮の象徴であるので,エ シュと同 じように参列者を性的に誘惑 したり,身

体を密着させて性行為の真似を したりする。 しか しエシュと違って,オ シュンは自身の魅力を

強調 して踊るので参列者の笑いを誘 うことはない。

 到着 の舞踊の最後は,オ ヤである。死 と竜巻の神であるオヤは,激 しく回転 しなが ら勇まし

い舞踊を披露する。 これは,オ ヤが起 こす ことのできる竜巻を表現 している。オヤはこの竜巻

で世の中を一掃することができるとされ,革 命の象徴である。

 こうして,オ リシャの司祭結社が到着の舞踊を終え ると38),っついて女性結社 と年寄結社が

到着の舞踊を披露する。女性結社の到着 の舞i踊では,約40名 の女性成員が一列の円状に連
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なって,女 性結社を象徴するイェモジャに礼賛歌を捧げる。王の妻がこの女性結社の一行を先

導 し,オ ミアラ ドラがその後ろにつづ く。先にも述べたが,オ ミアラ ドラは女性結社の長であ

る。礼賛歌が終わると,女 性結社の成員は王の前に2列 に整列 し,先 頭から順番に地面にひれ

伏して敬意を表する。このあと,彼 女たちは再び円状に連なって礼賛歌をしば らくのあいだ捧

げる。この行列は司祭歴の長いものか ら順番に並んでいる。イェモ ジャを誉め讃えなが ら広場

を何周 も回っていると,あ る女性が彼女の前にいた若い女性の服を引 っ張 って列の後方へ下が

るよう促 した。その若い女性は彼女より司祭歴の長い女性よりも前 に出てしまっていたのであ

る。村の儀礼では,司 祭歴にもとついた秩序が重んじられている。そして,女 性結社と同 じよ

うに年寄結社の成員約15人 が一列に連なって到着の舞踊を披露 した。

(3)司 祭の舞踊

 すべての結社の到着の舞踊が終わると,よ うやく,イ ェモジャ祭の主役であるイェモジャの

司祭が到着の舞踊を披露する。まず,6人 のイェモジャ司祭は王の前に参詣 し,ひ れ伏 して敬

意を表す。彼 らは身をおこすと,一 列の円状に連なってイェモジャに捧げる礼賛歌を詠いはじ

めた。司祭は腰の位置を上下させながら広場を練 り歩 く。 これは,イ ェモジャの象徴する小川

の流れを表現 している。一行を先導するのは,も っとも司祭歴の長 いオ ミアラ ドラである。オ

ミアラドラが礼賛歌の音頭もとり,ほ かのイェモジャ司祭は彼女の礼賛歌に合の手を入れる。

彼女が詠い終わると,列 の順番にしたがってつぎの司祭が礼賛歌の音頭をとる。オ ミアラ ドラ

の三男のオジョは,礼 賛歌の音頭をとっている途中で長 く詰まって しまい,舌 を出 して笑 って

ごまかした。 こうして,イ ェモジャ司祭は約25分 間広場を何周 も回 りなが ら礼賛歌を捧げた。

そのあと,彼 らは再び王の元でひれ伏 して,イ ェモジャの祭壇の前 に二手にわかれて並んだ。

 ここで宴の儀礼が一段落 し,広 場が静まり返 った。すると,王 の横に控えていて妻のアダラ

モラが立ち上が り,10代 前半の女性2人 を王の元へ くるよ う呼 び出した。彼女 たちは座席か

ら勢いよ く駆 け出 して王の前へ集まり,わ らむしろの上でひれ伏 した。彼女たちは白い装束を

纏 っていた。 アダラモラは,彼 女たちが女性結社に入社するための段階的なイニシェーション

の一部を修了 したことを,ヨ ルバ語の単語を入 りまぜなが ら英語で王や参列者 に報告 した。女

性結社には,初 潮を迎えた女性がイニシェーションの行程をすべて修了すると入社することが

できる。 このあと,ア ダラモラは別の3人 の女性を呼び出 した。彼女たちは,一 昨年のイェモ

ジャ祭から今 日までのあいだにイニシエーションの全行程を修了 し,こ の宴の儀礼で舞踊を披

露することで女性結社の成員となることを正式に迎え入れ られる。彼女たちは上半身には何 も

纏わず,膝 丈の白い布地を腰に巻いた上からわらのスカー トをっけた姿で舞踊を披露 した。 こ

の舞踊には,彼 女 たちが村の男性と性的関係をもてること,ま た婚姻で きる年齢 に達 したこと

を告げる意味がある。
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 宴の儀礼のさいごに,王 の妻が参列者にたいしてヨルバ語で挨拶をした。王の妻は慣れない

ヨルバ語での挨拶の途中に何度も言葉にっまり,彼 女の傍 らにいたアキントビ首長に教えを乞

うていた。彼女はヨルバ語で挨拶を終えると,英 語で威勢よくスピーチをおこなった。彼女が

ス ピーチを終えると,バ タは一呼吸おいてか らドラムを奏で始め,王 家と参列者を先導 して王

宮へと向か った。 このあいだ,王 の妻が儀礼の終わりを告げる詠唱歌を詠 った。王宮の門前に

て,王 の姿がみえな くなるまで見送 って,約4時 間半にもおよんだイェモジャ祭の宴の儀礼 は

幕を閉 じた。

 上述 したように,オ ヨトゥンジ村の日常の空間と比較すると,祭 をはじめとする儀礼では,

オ ヨトゥンジ村の階級制度に則った秩序にかならず従わなければならない。っまり,儀 礼の場

においてオヨトゥンジ村の秩序が古参の成員から新参の成員へと伝え られる。おなじように,

参列者は司祭として身にっけるべき知識 たとえば,舞 踊,詠 唱歌,首 長たちのスピーチへの

応答の仕方,式 次第などを儀礼の場での経験を通 じて身体化 していく。さらに,儀 礼の場は,

司祭としてこれまでに習得 してきた知識や身体技法をほかの参列者に披露する場 すなわち参

列者同士が切磋琢磨する場でもある。

4-2.ナ ンガレオ儀礼

 オヨトゥンジ村では年中行事に数多 くの成員が参列する機会を利用 して,ほ かの儀礼が併せ

て執行 されることがある。 ここでは,2003年8月22日 か ら24日 にかけて開催 された年中行

事,オ バ タラ祭の期間に執行されたナンガレオとよばれる儀礼を記述する39)。このオバタラ祭

の期間 には,ナ ンガレオ儀礼のほかにもオヨトゥンジ村の古参の成員ですでに死去したアウォ

ロウォ首長の記念祭(8月22 、日)と アデフンミの44回 目のイニシエーション記念祭(8月23

日)が それぞれ開催 された。 この2っ の記念祭の最中には,ナ ンガ レオ儀礼の主役である女性

が ドラム奏者結社(バ タ)に 導かれて儀礼の場に迎え入れ られた。8月22日 と23日 の両日は,

ナンガ レオ儀礼の前夜祭で もあったのである。

 8月24日 に執行されたナンガレオ儀礼には,20代 後半の女性に,人 類創造の神であるオバ

タラを授けるという目的があった。 この女性は若いにもかかわらず,今 にも命が尽きようとす

るほどの大病におかされている。そこで彼女の寿命を少 しでも延ばそうと,人 類創造の神でも

あるオバ タラの力を授か るために司祭になるためのイニシエーションを彼女に施す運びとなっ

たのである。オ リシャ崇拝では病などか ら身を守るために司祭になるためのイニシエーション

を施す ことはめず らしいことではない。なかには,入 院 している病院の一室で儀礼がおこなわ

れることもある。このような意味で,ナ ンガレオを構成する儀礼の一部は治癒儀礼とも考えら

れている。

 8月24日 午後12時,オ ヨトゥンジ村にナンガレオ儀礼の開始を告げる ドラムが約3分 間響
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き渡 った。その1時 間後の午後1時 にナ ンガレオ儀礼が始まった。オ ヨトゥンジ村のオバ タラ

寺院前のコート・ヤー ドとよばれる広場 に,年 寄結社の首長 と様々な年齢層のオバタラ司祭が

17人 集まった。 もっとも年上の参列者は77歳 のアジャム首長で,逆 にもっとも若い参列者は

7歳 に してオバタラ司祭の シェグンである。彼 らは白地の布で縫製 された儀礼用の装束を身に

纏 っていた。首長 とオバタラ司祭は司祭歴にしたがって弧を描いて一列に並んだ。列の先頭は

アジャム首長である。アジャム首長は,年 寄結社の長であり,村 の外務 ・広報を担当 している。

 首長 とオバタラ司祭か らなる参列者は,「 ナーンガレオー」 と詠唱歌を口ずさみなが らゆっ

くりと円を描いて歩き始める。詠唱歌が一段落すると立ち止まり,司 祭歴の長い者か ら順番に

1人 ずっ円の中央 に向かう。 円の中央には,砂 が約40セ ンチメー トルの円錐を象って盛 られ

ており,そ の横 には大きな壼に入れ られた水 と,半 分に割 られた瓢箪の殻がおかれている。司

祭は円の中央にある砂山の前に立っと,右 手で瓢箪の殻を もって壺の水を汲む。それか ら,司

祭は右手を空高 く掲げて各々の司祭がオバタラと集合的な祖先(エ グングン)に たいして自由

な形式で献辞を述べる。多 くの献辞にはヨルバ語と英語の両方が使われている。司祭は献辞を

述べ終わると,瓢 箪に汲んだ水を一 口,口 に含ませてから盛 り砂の上にかけ,弧 を描 く列の自

分の場所に戻 る。すると,円 上の行列が詠唱歌を詠いなが らゆっくりと動き出す。この詠唱歌

が一段落すると,つ ぎの司祭が円の中央へと行 って先に記述 した行為を繰 り返す(写 真8参 照)。

 ナンガ レオ儀礼で17人 の参列者全員が円の中央 に行 き,そ れぞれの献辞を述べ終わると時

刻は午後2時 半になっていた。オバタラ寺院前の広場での儀礼はこれで終わ りである。参列者

は儀礼が一段落 したので,そ の場を散 りちりに去っていった。そこに1人 残 ったのは,フ ァバ

ミラという男性成員(30代 前半)で ある。 ファバ ミラは,オ バ タラを授か ってか ら5年 しか

たっておらず,司 祭歴がもっとも浅い。そのため,彼 は,広 場の盛 り砂を シャベルで掬って荷

車へ と戻 したあと,竹 箒で地面をならす役割をかってでた。

 午後3時,再 びナンガレオ儀礼の開始を告げる ドラムがオ ヨトゥンジ村に鳴 り響いた。それ

から約1時 間後の午後4時 になると,大 雨のなかオバタラ司祭たちがコー ト・ヤー ドの北側に

あるオバ タラ寺院へと戻 ってきた。 これより先の儀礼は非公開で,オ バタラ寺院の中で執 り行

われ,オ バタラの司祭 しか参加することができない。司祭は,男 女 とも上半身は一糸まとわず

裸で,腰 に白い布を巻 きっけて下半身を覆っている。司祭の上半身にはオバタラのシンボルで

あるカメレオンの象徴が身体に大きく描かれ,白 い斑点が顔や頭部を含めた上半身全体に付さ

れている。午後4時 か ら約1時 間半のあいだ,オ バタラ寺院の中か らはアゴゴagogoと よば

れる鉄製のベルの音 と詠唱歌が響き渡 った。

 オバ タラ寺院の中では,あ らたに司祭 となる女性に授けられるオ リシャの 「神聖な壺」が用

意される。儀礼に臨席 したオバタラ司祭が司祭歴にしたがって順番に神聖な壷の中に自身の唾

を入れる。オ リシャ崇拝では,唾 はオリシャか ら生 じるアシェase40)と よばれる力が多量 に含
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     写 真8 ナ ンガ レオ儀 礼。 参列 した年寄結 社の首長 〈11三側3人 〉 とオバ タラ司

        祭 く右側3人 〉。 オ ヨ トゥンジ村の コー ト・ヤー ドにおいて。2003年

         8月24日,筆 者撮影。

ま れ て い る と 考え られ て い る。 そ の た め,ナ ンガ レオ儀 礼 に参 列 す る司 祭 の 数 が 多 けれ ば 多 い

ほ ど壺 に 入れ られ る唾 の量 も多 くな り,イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 けて い る人 が 授 か る ア シ ェ も ま

た,よ り一 層 力 強 い もの と な る と解 釈 され る。 この よ うな ナ ンガ レオ儀 礼 を 受 け た者 は,そ の

後 の1年 間 にか ぎ って イヤ ウ ォとよ ば れ る。 す で に述 べ た よ うに,イ ヤ ウ ォ と は ヨル バ語 で妻

を 意 味 す る。 っ ま り,オ リシ ャの妻 に な った と考 え られ て い るの で あ る。

 儀 礼 に 臨席 す る司 祭 の数 は,イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 けて イヤ ウ ォ とな った 女性 へ授 け られ る

ア シ ェ(オ リシャか ら生 じる 力)の 量 を表 す と と もに,イ ヤ ウ ォが正 式 に イニ シエ ー シ ョ ンを修

了 した こ とを証 明 す る証 人 の 数 を示 す。 イニ シエ ー シ ョ ンに お け る 司祭 の質 と数 は,証 人 の役

割 を 果 た す もの と して 非 常 に 重 要で あ る。 儀 礼 に臨 ん だ司 祭 だ けが,あ らた に オ リ シ ャを 授 か

る 者が実 際 に儀 礼 を受 け たか ど うか を証 明 で き るか らで あ る。

 そ の た め,実 際 に イ ニ シエ ー シ ョ ンを 受 け た と して も,臨 席 した 司 祭 の数 が2,3人 で あ れ

ば,そ の 人 物 は イ ヤ ウ ォと な っ た こ とを ほか の オ リ シ ャ崇 拝者 に知 らせ しめ るf段 が か ぎ られ

て し ま うの で あ る。 さ ら に,経 験 を 積 ん だ 司 祭 や著 名 な 司 祭 の 立 ち 会 い の も とで イ ニ シエ ー

シ ョ ンを受 け る と,イ ヤ ウ ォの 司 祭 と して の地 位 もそ れ に比 例 して高 くな る。 こ う した イ ニ シ

エ ー シ ョンの 体系 は 「大学 の 良 し悪 しと同 じで あ る」 と説 明 され る こ と もあ るm。 この意 味 は,

どの よ うな大 学 を修 了 して も学 位 は得 られ る。 しか し,学 位 の価 値 は 大学 の教 育 機 関 と して の

価値 に よ って左 右 され るか らで あ る。 ナ ンガ レオ儀 礼 に は,崇 拝 者 を司 祭 にす る と い う役 割 だ
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     写 真9 ナ ンガ レオ儀 礼か ら2年 後,2005年 のオバ タラ祭において 司祭 と して

        迎 え られ る 女↑生.頭Lに1神 聖 な壷1を{'包 え て いる、.2005年81129

        11,筆 ～千撮影¢

け で な く,司 祭 と して の地 位 や 名 誉 を も決 定rゴけ る役 割 が あ るα)であ る。 こ う した事 実 を 踏 ま

え て,崇 拝 者の あ いだ で は よ りよ い儀 礼の 場 を もとy)て 情 報 が や り と り され る に。

 こ の よ う に,オ ヨ トゥ ン ジ村 は調 査時 にお いて も な お新 たな 口/祭を輩 出 して い る、,いい か え

れ ば,オ ヨ トゥ ン ジ村 のII」祭結 社 は,司 祭に な る たy)の イニ シエー シ ョンを 施 す 機能 を 失 って

いな いの で あ る 、 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 の 再生 産 を 象 徴 す る儀 礼 の場 に,村 に 属 す る司 祭 が,占 参,

新参 の 成 員を とわ ず 参 列 す る こ とで,村 の儀 礼が 再 ひ 活性 化 さ れ るcl預9参 照),ナ ン ガ レオ

儀 礼 は,年 中 行`li:のオ リシ ャ祭 な ど と同 様 に,1{を 頂点 に した 村 の 秩序 を 参 列 拷に身 体化 させ

る機 会 を提 供 す る,こ う して,オ ヨ トゥ ン ジ村 の宗 教 的 権 威が 再生 産 さ れ る と と もに,そ の儀

礼 に 参 列 す るlrJ祭 の宗 教 的 権 威 もFl'lly)られ る と い う相 乗効 果が み い だ さ れ る ので あ る、,

4 3.儀 礼 にお ける ス ピー チ

 以 下 で は,2003年81」22目 に開 催 され た ア ウ ォロ ウ ォrr長 の 記念 祭 を 事 例 に,儀 礼終 盤 に

み られ る 首長 の ス ヒ.一チを 紹 介 す る 、そ して,儀 礼 にお け る ス ピーチ に つ い て,オ ヨ トゥ ンジ

村 の 歴 史 を制 定 し,村 外 の 成 員 を儀 礼li勺に 「村 の 成 員1と して 取 り込 む と い う視 点 か ら検 討 す

る,つ ま り,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を 率 い る ド要 な 成 員が,村 が 歩 ん で きた 歴 史 を どの よ うに語 り,

ま た その 語 りに よ って,村 を 離 れ た 成 員 や,彼 らが1没 ㍉γ1した ・・ウ スに 属 す る 成 員 を,い か に オ

リシ ャ崇 拝運 動 を担 う ・員 と して 位 置 づ け るの か とい う こ とに 注 目 す る、、
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 8月22日,オ ヨ トゥ ン ジ村 の古 参 の 成員 で す で に 死 去 した ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 を 偲 ぶ 記念 祭

が,村 の コ ー ト ・ヤ ー ドで 開 催 され て い た。記 念 祭 が 終 盤 に さ しかか った と き,ド ラム奏 者 結

社 の奏 で る ドラ ム の音 が ふ っ と夜 の 闇 に消 え た。 そ の瞬 間 を ア ジ ャム首 長 は見 逃 さ な か っ た。

す で に述 べ た よ うに,ア ジ ャム首 長 は,村 の王 で あ る ア デ フ ン ミと と もに オ リシ ャ崇 拝 運 動 を

牽 引 して き た年 寄 結 社 の 成 員 で あ り,村 の 外務 ・広 報 を担 当 して い る。

 ア ジ ャ ム首 長 は コ ー ト ・ヤ ー ドに い た参 列者 の注 意 を一 身 に 引 きっ け て,し わ が れ た声 で話

し始 め た 。

  ア ジ ャム 首 長:ア ウ ォ ロウ ォ首 長 の話 を しよ う。 オ ヨ トゥ ン ジ村 が始 動 した と き1人 の創

  始 者 〔村 の王 を 指 す 〕 が い た。 ただ し,そ の ほ か に も協 力 を惜 しま な か った 人 た ち が い た。

  彼 ら こ そが ゴ ッ ド ・フ ァーザ ーで あ り,ゴ ッ ド ・マ ザ ー だ。 … … ア フ リカ系 ア メ リカ人 は

  い っ た い何 を や っ て い るの だ ろ うか? ア フ リカ系 ア メ リカ 人 は ア フ リカ の ス ピ リ ッ ト

  spiritを ど の よ う に解 釈 して い る のか? ほ か の集 団,っ ま り は,ア フ リカ系 ブ ラ ジル人,

  ア フ リカ系 キ ュ ー バ人,ア フ リカ系 トリニ ダー ド ・トバ ゴ人 の こ とを 〔ア フ リカ系 ア メ リ

  カ人 は〕 た だ模 倣 して い る だ け な のか? ア フ リカ系 ア メ リカ人 は,ほ か の 〔ア フ リカ系

  の 〕 集 団 の経 験 を どの よ うに捉 え て,自 分 たち の 経 験 と ど の よ うに結 びっ けて い るの か 。

  … … い い で す か,我 々 は注 意 しな き ゃい けな い。 我 々 は誰 か の もの 〔文 化 〕 を勝手 に 「拝

  借 」 して 「模 倣 」 して い るわ け で はな い。 我 々 は 「自分 の もの 〔文化 〕」 を 持 って い るの

  だ 。 自分 の もの 〔文 化 〕 を! そ う,恐 れ る こ とは何 もな い 。 そ う い う意 味 で 我 々 の祖 先

  の ス ピ リッ トに は深 い価 値 が あ るの だ 〔ア フ リカ 系 ア メ リカ 人 は ア フ リカ人 の子 孫 で あ る

  と い う こ とに 深 い価 値 が あ る〕。 祖 先 は我 々 と と もに あ り,あ な た 方 に話 しか け始 め た の

  で す 。 自 己 を 開 い た状 態 に し,祖 先 の声 に耳 を 傾 けな さい,と 。 これ こ そが オ リシ ャ崇拝

  者 の姿 な の だ 。 こ こに い るあ な た方 の姿 な の だ43)。

  参 列 者 一 同:ア シ ェ。

  ア ジ ャム 首 長:こ れ は 〔ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 の 墓 を 指 差 す 〕,カ ビイ ェ シ 〔王 を指 す 〕 の 初

  め て の ゴ ッ ド ・サ ンで す。 ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 は1970年 に イ ニ シ エー シ ョ ンを受 けた。 彼

  は我 々 の オ リ シ ャ崇 拝 を体 現 して い る。 我 々 は 自分 た ち の 司 祭 を 自分 た ち の手 で イ ニ シ

  ェ ー シ ョ ンす る こ とが で き るん だ,と 。 誰 か 〔サ ンテ リアや ヴ ドゥ ン〕 の権 力 に頼 る必 要

  は も うな い の だ 。 誰 か に監 督 して も ら う必 要 もな いの だ 。 自分 た ち の手 で 自 由 にや る こ と

  が で きる 。 そ して 我 々 の 同志 に伝 え て い くの だ 。

  参 列 者 一 同:ア シ ェ。

  ア ジ ャム 首 長:わ しは 〔王 の手 で〕 最 初 に イ ニ シ エ ー シ ョ ンさ れ た。 わ しは そ の ことを こ

  の うえ な く名 誉 で,恵 まれ て い る こ とだ と信 じて や ま な い。 この こ とを後 進 に伝 えて い く
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  べ きだ と謙 虚 に受 け とめ て い る。 ア シェ。

  参 列 者 一 同:ア シ ェ。

 この よ うに,ア ジ ャム首 長 は ス ピー チの 中 で,ア フ リカ系 ア メ リカ人 が オ リ シ ャを崇 拝 す る

こと の正 当 性 と,そ れ に と もな う責 任 を参 列 者 に諭 した。 この ス ピー チ に は,米 国 の オ リシ ャ

崇 拝 を単 な る模 倣 文 化,あ るい は模倣 文 化(サ ンテ リアや ヴ ドゥン)の さ らな る模 倣 文 化 と して

綾 小 化 した り,ア フ リカ系 ア メ リカ人 が ア フ リカの 神 を崇 拝 す る こ とを疑 問 視 した りす る こ と

に た いす る,彼 らオ リシ ャ崇 拝 者 の主 張 が 認 め られ る。

 っ つ いて,ア ラバ 首 長 が ス ピー チ をお こな った。 ア ラバ首 長 は年 寄 結 社 の 成 員 で あ る と と も

に,村 の祖 先 結 社 の長 をっ とめ て い る。

  ア ラバ 首 長:さ あ,始 め ま し ょ うか。 ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 の こ とを バ バ ロ シ ャBabalosaと

  呼 び ま し ょ う。 大 半 の人 が そ う呼 び ます 。 オ ヨ トゥ ン ジ村 出 身 の司 祭 の 大 半 は ね。 バ バ ロ

  シ ャは,わ た した ち 〔ア ラバ首 長 た ちの 組 織〕 が は じめ て 出 会 った オ ヨ トゥ ン ジ村 出 身 の

  司 祭 で した。 当 時,〔 ア ラバ 首長 た ち の組 織 は〕 ま だ ニ ュ ー ヨー クの バ ッフ ァ ロー に い ま

  した。 我 々 の組 織 の長 は イ ヤ ロデ ・オ ミラ ナで した 。 イ ヤ ロ デ は 〔村 の 〕 イ ェモ ジ ャ寺 院

  に祀 られ て い ますQバ バ ロ シ ャはバ ッフ ァロー に や って きて,わ た した ちの た め に託 宣 を

  して くれ ま した。 〔バ バ ロ シ ャは〕 ヨルバ ・フ ァ ンデー シ ョ ンYoruba Foundation〔 オ

  ヨ トゥ ン ジ村 を指 す〕 か ら送 られ て き たの で す 。彼 は村 の 司 祭 で,村 の 執 行 部 に い た の で

  す 。 お そ ら く,1976年 の こ とで す。 … … バ バ ロ シ ャは ア フ リカ文 化 セ ンタ ー で講 義 を し

  て くれ ま した。 講 義 は とて も印象 深 い もの で した。 わ た した ち全 員 に と って 非 常 に 印象 深

  い もので した。 そ れ以 降,バ バ ロ シ ャと出 会 った イ ヤ ・シ ャ ラナ,イ ヤ ・オ リシ ャ ンゴ,

  イ ヤ ・ラ ンナ,イ ヤ ・シ ャ ン ゴ ブ ミ,ロ サ,イ ヤ ロデ た ち が オ ヨ トゥ ン ジ村 に く る こ と に

  な りま した。 エ グ ング ン 〔彼 女 た ち は我 々の 祖先 で す 〕。 当 時 の オ ヨ トゥ ン ジ村 はま だ建

  設 段 階 で なん とか や って い って い る状 態 で した 。 〔ア ラバ 首 長 た ち の組 織 が 〕 は じめ て オ

  ヨ トゥ ン ジ村 を訪 れ た と き,村 で は祝 い事 を して い ま した。1978年8月6日 。 今 か ら25

  年 前 の話 です 。 バ バ ロ シ ャ ・オ リシ ャモ ラ ・ア ウ ォ ロ ウ ォ は,オ ヨ ト ゥ ン ジ村 が どん な 場

  所 で あ る のか を わ た した ち に示 そ うと した の で す。 そ れ で,わ た した ち は 「じ ゃあ,1週

  間 か2週 間 ほ ど試 して み よ う じ ゃな いか 」 とい う軽 い気 持 ちで 村 に き ま した。 そ して 発 見

  した ので す 。 オ ヨ トゥ ン ジ村 は,わ た した ちが 身 を 委 ね,自 分 た ち の 文 化 を建 設 す るた め

  にみ ず か らの労 働 を奉 げ た い と感 じさせ る場所 だ った,と い う こ とが 。 と に か く,ア ド ゥ

  ペ,バ バ ロ シ ャ。 エ ・ク シ ェAdupe, Babalosa. E kuse.(あ りが とうございます,ア ウォロ

  ウォ首長。お疲 れさまです。)
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  参 列 者 一 同:エ ・ク シ ェ。Ekuse.(お 疲 れさまです。)

 この よ うに,ア ラバ 首 長 は,自 身 の経 験 を含 めて,オ ヨ トゥ ンジ村 の 要 職 に就 いて いた成 員

が どの よ うに して 村 を訪 れ て,村 の成 員 とな る に至 った の か を 語 って い る。 参 列 者 は,ア ラバ

首 長 が 列 挙 した 成 員 た ち の 名 前 の 中 に知 って い る名 前 が あ る と,驚 い た り,納 得 した よ う に頷

い た り して反 応 を示 して い た 。 ア ラバ首 長 の ス ピー チ に聞 き入 る参 列 者 は,村 の歴 史 を 紐 解 き,

そ の歴 史 の 中 に 自身 の ゴ ッ ド ・フ ァ ミ リー や,交 流 の あ る ほ か の 成 員 た ち を位 置 づ け,オ ヨ

トゥ ン ジ村 と 自身 との 関 係 を 学 ん だ り,再 確 認 した り して い る ので あ る。

 4-3で み て き た よ うに,儀 礼 の終 盤 に設 け られ て い るス ピー チの 時 間 は,オ ヨ トゥ ン ジ村

を 中心 に据 え た米 国 の オ リ シャ崇 拝 の 歴史 を制 定 し(創 りだ し),そ の歴 史 を参 列 者 の あ いだ で

共 有 す る絶 好 の 機 会 とな って い る こ とが わ か る。 ま た,こ う した ス ピー チ は一 方 的 に話 しか け

る とい う形 式 で は な く,参 列 者 に語 りか け,と き に は参 列 者 と問 答 す る こ とで進 め られ る。 こ

の 呼応 形 式(コ ール ・ア ンド ・レスポ ンス)の ス ピー チ は,儀 礼 の空 問 に い る人 々 の あ い だ に一

体 感 を醸 し出 し,参 列 者 を 村 の 成 員 と して 効果 的 に位 置 づ け る役 割 を果 た して い る。

 以 上,本 章 第4節 で は,オ ヨ トゥ ンジ村 で,ど の よ うな儀 礼 が執 り行 わ れ て い るの か を記 述

した。 オ ヨ トゥ ン ジ村 で は,オ リシ ャ祭 を は じめ とす る年 中 行 事 だ け で な く,あ らた な司 祭 を

養 成 す る た め の儀 礼 な どが 執 行 され て い る。 この よ うな祝 祭 の空 間 は,っ ぎの2つ の意 味 で オ

ヨ トゥ ン ジ村 の聖 地 化 を 促 して い る。 ひ とっ に,年 中行 事 は,成 員 が オ ヨ トゥ ンジ村 に足 を運

ぶ き っか け と な って い る と い う ことで あ る。参 列 者 は儀 礼 を通 じて,王 を 頂点 に した村 の階 級

制 度 の な か に組 み込 まれ る。 ま た,年 中 行 事 は,儀 礼 の場 で 出会 う成 員 同 ± の 交 流 を促 し,一

度 は村 を 離 れ た 成 員 を ふ た た び村 に呼 び戻 した り,あ るい は,こ れ まで に村 と関 わ った こ との

な い人 々 を村 に 向 か わ せ た りす る役 割 を果 た して い る。 い ま ひ とつ は,オ ヨ トゥ ンジ村 が あ ら

た な 司 祭 を養 成 す る機 能 を担 って い る と い うこ とで あ る。 オ ヨ トゥ ンジ村 は,年 中 行事 を 開催

す るだ けで は な く,あ らた な 司 祭(成 員)を 再 生 産 す る組 織 力 と権 威 が あ る こ とを 参列 者 に知

らせ しめ る。 そ うす る こ とで,オ ヨ トゥ ン ジ村 自体 の発 展 が 過 去 の もの で は な く,現 在 も進 行

中 で あ る こ とが 参 列 者 に よ って確 認、され るの で あ る。

 この よ うな オ ヨ トゥ ン ジ村 の聖 地 化 は,儀 礼 に お け るス ピー チ に よ って,よ り一 層 確 実 な も

の と され る。 年 寄 結 社 の成 員 は,儀 礼 の終 盤 にか な らず ス ピー チ を お こな う。 彼 らはオ ヨ トゥ

ン ジ村 の運 営 を 担 って い る人 々 で あ る。 年 寄 結 社 の成 員 は,彼 らが どの よ うに してオ リシ ャ崇

拝 運 動 と関 わ り,オ ヨ トゥ ンジ村 を創 設 す る に い た った の か を,彼 らの 記 憶 を も とに再 構 成 し

て 参 列 者 に語 る。 こ う して,オ ヨ トゥ ン ジ村 を中 心 に した米 国 の オ リ シ ャ崇 拝 の歴 史 が 創 りだ

され,参 列 者 の あ い だ で共 有 され る。 こ う した ス ピー チ の 内 容 は,参 列 者 が 運 営 す るハ ウス を

っ う じて さ ら に多 くの オ リシ ャ崇拝 者 へ と伝 わ って い く。 儀 礼 の ス ピー チ は,オ ヨ トゥ ン ジ村
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と関 わ った こ との な い人 々 にた い して,オ リシ ャ崇 拝運 動 の 歴 史 を伝 え,そ の業 績 を 提 示 す る

手 段 で もあ る。

          第4章 ハ ウ ス と オ ヨ ト ゥ ン ジ村 と の 関 係

 オ リ シ ャ崇 拝 運 動 は1980年 代 半 ば か ら衰 退 し,多 数 の 成 員 が オ ヨ ト ゥ ン ジ村 か ら離 れ て

い った。 彼 らの 多 くは米 国 の 各 地 にみ ず か らハ ウ スを 設 立 した り,ほ か のハ ウス に属 した り し

て オ リシ ャ崇 拝 を 実践 して い る44)。 しか し,前 章 で み て き た よ うに,成 員 が オ ヨ ト ゥ ン ジ村 か

ら離 れ た か ら とい って,村 との 関 係 を か な らず し も絶 って い る わ け で は な い。 オ ヨ トゥ ン ジ村

を離 れ た成 員 は,ど の よ うな 理 由 か ら,ど の よ うな意 識 を もっ て村 と交 流 して い るの か,あ る

い は,村 との交 流 を控 え て い るの だ ろ うか。 第1節 で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 と の 関係 を 断 っ たハ

ウス,第2節 で は,一 度 断 った 村 との 関係 を再 構 築 しよ う と して い るハ ウ ス,第3節 で は,村

との関 係 を維 持 して い るハ ウス を 取 りあ げ る。 そ して,オ ヨ トゥ ン ジ村 を 離 れ た成 員 が個 別 に

設 立 した ハ ウス と村 との 関 係 を 検討 す る。

1.オ ヨ トゥ ン ジ村 と の 関 係 を 解 消 した ハ ウ ス

 は じめ に,オ ヨ トゥ ン ジ村 を 離 れ て以 来,村 との 関 係 を 断 って い るハ ウ ス の事 例 と して,バ

バ ・オ ナ が運 営 して い る 「イ フ ァロ ラIfalola」 を取 りあ げ る。

 1973年,彼 は生 まれ 故 郷 の ジ ョー ジ ア州 を 発 って,バ ス で一 路 ワ シ ン ト ンD.C.へ と向 か っ

た。 彼 の 目的 は,そ こで 開 催 され る 「ア フ リカ独 立 日」 の 行 事 や集 会 に参 加 す る こ とで あ っ た。

彼 は ワ シ ン トンD.C.に 向 か った こ とで,人 生 の旅 が 始 ま っ た と振 り返 る。

 彼 は ラス タ フ ァ リア ンや ア フ リカ の民 族 衣 装 を纏 った 人 々 と 出会 った こ と や 「ア フ リカ独 立

日」 を き っか け に,ワ シ ン トンD.C.に1年 間 滞 在 す る こ と を決 意 した 。 そ の1年 の 間 に,彼

はア フ リカ人 や ア フ リカ系 ア メ リカ人 が ア フ リカ の儀 礼 を 実 践 して い る光 景 を 目に す る。 そ し

て,あ る と き彼 は オ ヨ トゥ ン ジ村 の噂 を耳 に し,村 を訪 ね て み る こ と に した。1974年,彼 は

村 で ジ ョモ首 長 と出会 う。 この 首長 は,の ち にバ バ ・オ ナ の1人 目 の ゴ ッ ド ・フ ァー ザ ー と な

る人 物 で あ る。 バ バ ・オ ナ はそ の 後 の8年 間 村 で 生 活 した 。

 1982年,バ バ ・オ ナ は オ シ ュ ンの 司 祭 に な るた めの イ ニ シエ ー シ ョ ンを 受 け た。 しか し,

1985年,彼 は オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を離 れ フ ロ リダ州 ア ラ チ ュ ア 郡 の ア ー チ ャ ー を 目指 した。 彼 は

2人 目 の ゴ ッ ド ・フ ァー ザ ーで あ るア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 の 家 族 と彼 の ゴ ッ ド ・フ ァ ミ リーの あ と

を追 った の で あ る。 ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 と はオ ヨ トゥ ンジ村 を ア デ フ ン ミと と もに設 立 した 人 物

の1人 で あ る(第3章4-3参 照)。1984年,ア ウォ ロ ウ ォ首 長 は ドラ ム奏 者 と して 活 動 す る場

を も とめ て,オ ヨ トゥ ンジ村 か らフ ロ リダ州 ア ラチ ュ ア郡 の ア ー チ ャ ーへ と移 住 し,ハ ウ ス を
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設 立 した。 バ バ ・オ ナ は ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 の ゴ ッ ド ・フ ァ ミ リー と して3,4年 間生 活 を と も

に した 。 そ の ゴ ッ ド ・フ ァ ミ リー な か に は,1996年 に バ バ ・オ ナ と結 婚 す る オ ラペ トゥ ン も

い た。

 それ で は,バ バ ・オ ナ は,オ ヨ ト ゥン ジ村 で ど の よ うな生 活 を して い た の だ ろ うか。 ま た,

彼 は ど の よ う な理 由か ら村 を離 れ る選択 を した の であ ろ うか 。 この よ うな 問 い を 念頭 に,筆 者

は オ ヨ トゥ ン ジ村 の話 題 を 何度 もバ バ ・オ ナ に もちか け た。 す る と,彼 はい っ も以上 に押 し殺

した よ うな 低 い声 で,か っ て村 に住 ん で い た こと があ る と い う こと を認 め る もの の,村 の話 題

に は決 して そ れ 以 上 踏 み込 もう と は しな い。 た だ し,以 下 に示 す ア デ ミワの話 か ら,バ バ ・オ

ナ の村 で の 暮 ら しぶ りを垣 間 み る こ とが で き る。 ア デ ミワ は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 厳格 な規 律 と

労 働 搾 取 に っ いて 述 べ た。

  オバ 〔ア デ フ ン ミを 指 す 〕 や 王 家,首 長 た ちは他 人 の労 働 を搾 取 した だ けだ か らね 。 〔司

  祭 業 で 生 計 を た て られ る司 祭 と は異 な り,村 内で の生 計 手 段 の な い〕 使 用 人 は,労 働 をす

  る こ とで 食 事 与 え て も らった ん だ よ。 … … た だ,村 の規 律 が厳 しす ぎた 。 〔成 員 は〕 労 働

  で が ん じが らめ だ った 。 バ バ ・オ ナ は2年 間 村 か ら一 度 も出 た こ とが な か った ん だ よ。 あ

  ま りに も窮 屈 す ぎ るの さ。 村 に は もち ろ ん規 律 が 必 要 だ よ。 人 を律 す る規 律 が ね。 と くに,

  多 様 な 人 を ま とめ る場 合 は,各 自の行 動 を律 す る こ と は不 可 欠 だ よ。 で も,そ の規 律 は,

  自 己表 現 〔自 由 な創 造 性 〕 との均 衡 を保 た な い と い け な い。 村 で の成 果 を打 ち 出 す手 段 が

  必 要 な ん だ 〔村 で 養 った 知 識 や技 術 を もち いて 自 己表 現 を す る創 造 的 な 自 由 が 必 要 で あ

  る〕。 村 は労 働 の 搾 取 の み に興 じて しま っ た45)。

 こ こ で示 した ア デ ミワの 話 と,す で に第2章 第2節 で 紹 介 した ア デ ミワの話 か らは,っ ぎの

こ とが 明 らか に な る。 す な わ ち,バ バ ・オ ナ は オ ヨ トゥ ン ジ村 と な る敷 地 の森 林 を開 拓 して更

地 に し,そ して そ の更 地 に 王宮 や寺 院 な どの建 造 物 が 建 立 す す る まで の 間 は労 働 力 と して使 わ

れ て い た。 そ して,村 が一 通 り 「完 成 」 した あ と は王 家 や 首 長 階 級 の使 用 人 と して扱 わ れ た。

つ ま り,彼 は 労 働 搾 取 の対 象 とな り,い わ ば村 に 「使 い捨 て 」 に され た の で あ る。 したが って,

バ バ ・オ ナ は 故 郷 へ の愛 着 ,忠 誠 心,帰 属 感 を オ ヨ トゥ ン ジ村 に た い して抱 く こ とは な い。 し

か しそ の一 方 で,彼 は 当 時 の村 や村 を牛 耳 って い た王 家 や 首 長 た ち に た い して の不 平 不 満 を漏

らす こ と も しな い。 こ れ は 無 関心 とい う も っ と も強 い 否 定 の態 度 な ので あ る。

 以 下 で は,バ バ ・オ ナ の 村 に た い す る意 識 が よ く表 れ て い る行 動 を み て い きた い。 彼 の ゴ ッ

ド ・ブ ラ ザ ー で あ る ア デ ミワが,彼 を オ ヨ トゥ ン ジ村 の 記 念 碑 的 な行 事 に丹 念 に誘 った と きの

こ と で あ る。 この 村 の 記 念 碑 的 な 行 事 と は,村 の唱 導 者 で あ る ア デ フ ン ミの44回 目 の オ リ

シ ャ誕 生 祭 を 祝 す 記 念 祭 で あ った。 誕 生 祭 とは司 祭 に な る ため の イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 け た 日
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を 祝 う祭 の こ と で あ る。 彼 らは,ヨ ルバ ラ ン ドの 同 じ司祭 か ら,バ バ ラオ 司 祭 に な るた め の イ

ニ シ エ ー シ ョ ンを受 け た と きか ら,お 互 い の 距 離 を 日々狭 め て き て い る。

 2003年8月11日,ア デ ミワ はババ ・オ ナ に ア デ フ ン ミの 記 念 祭 に参 列 す る よ う説 得 す る た

め に電 話 を か け た。

 まず,ア デ ミワ は ア デ フ ン ミの 体調 が よ くな い た め に,こ れ が 最 後 の オ リ シ ャ誕 生 祭 と な る

こと を告 げ る。 そ して,ア デ フ ン ミに次 ぐ地 位 に あ る ア ジ ャム首 長 が,バ バ ・オ ナ の こ と を記

憶 して い た こ と,な らび に,彼 を 誕生 祭 に迎 え た い と言 って い た こ とを 伝 え た。

  8月23日 と24日 に オ ヨ ト ゥン ジ村 で オバ 〔ア デ フ ン ミを 指 す 〕 の44回 目の イ ニ シエ ー

  シ ョ ン記 念 祭 が あ るん だ 。 先 週,サ ウ ス カ ロ ライ ナ州 に行 った と き に村 に立 寄 って ね 。 そ

  の と きに ア ジ ャム首 長 とア ラバ首 長 か ら聞 い た んだ 。 これ が オ バ の 最 後 の誕 生 日 に な る だ

  ろ う って さ 。体 調 が ま った くよ くな い ら しい か ら。 それ で,ア ジ ャ ム首 長 が バ バ ・オ ナ に

  も声 を か け る,と 言 って た よ。僕 に もバ バ ・オ ナ を誘 うよ うに 言 って た か ら,今 電 話 して

  る ん だ け どね 。 ど う? オ ヨ ト ゥン ジ村 に行 ってみ な い か。 ア ジ ャム首 長 はバ バ ・オ ナ の

  こ とを懐 か しそ う に話 して た よ46)。

 っ つ い て,ア デ ミワ は往 事 と は異 な りオ ヨ トゥ ン ジ村 の変 わ り果 て た様 子 を 伝 え る。 そ して,

世 代 交 代 を 向 か え る村 の 様 子 を 説 明 し,あ と を継 ぐ若 い世 代 の た め に は ア デ ミワ た ち 自身 が援

助 の手 を差 し延 べ るべ きだ と語 る。

  僕 はね,ヤ オ 〔ア デ ミワ の ゴ ッ ド ・ブ ラザ ー〕 も一 緒 だ った ん だ け ど,村 に行 って悟 った

  よ。 あ あ,や っぱ り村 に戻 ろ う って。 村 は戻 るべ き所 な ん だ な って 。 そ り ゃ,い ろ い ろ

  あ った よ 。 で も,ほ ら,村 は死 ん で な い よ 。 この あ い だ 村 に行 った と き は さ,村 は が らが

  らだ った よ。 誰 もい な い。 ゲ ー トの所 に誰 もい な い ん だ よ。 信 じ られ るか い。 そ れ で 実 際

  誰 が い る の か わ か らな い け ど,直 接,ア ジ ャム首 長 と ア ラバ 首 長 の 家 に 行 った ん だ 。 ア

  ウ ォ ロ ウ ォ首 長 の住 居 区画 に い た よ。 ア ジ ャ ム首長 は年 寄 りに な って た ね。 歩 き方 が じい

  さん だ っ た よ。 で も声 は大 丈 夫 だ った し,元 気 そ うだ った 。 彼 らは ね,僕 を2時 間 も引 き

  止 めて 話 を した ん だ よ。 最 後 に は蚊 に追 い払 わ れ た か ら帰 った け どね 。 明 く る 日 も仕 事 が

  あ っ た し,深 夜 の2時 ごろ ま で に は家 に着 き たか った か ら。 で も,首 長 た ち の話 を 聞 いて

  た ら,村 に忠 誠 を誓 お う と思、ったね 。 これ が オバ に忠誠 と敬 意 を払 う最 後 の チ ャ ン スで も

  あ る し。 僕 は,オ バ に敬 意 を払 お うと思 うん だ 。 そ れ で,祭 の前 日 に行 って,オ バ と座 り

  込 ん で 話 を しよ う と思 うん だ。 ど うや っ た ら,村 を 再 活 性 化 で き るか,建 て 直 せ るか っ て

  ね。 僕 は ど ん な援 助 で もす る覚 悟 が で き た よ。 村 は若 い連 中 が守 って い か な き ゃ い け な い。
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  で も,そ の手 助 け をす る の は俺 た ち なん だ よ 。 だ か ら,ほ ら,も し村 に来 るん だ った ら相

  談 にの る よ。 交 通 手 段 とか さ47)。

 以 上 の よ う に,ア デ ミワが バ バ ・オ ナ に説 得 の電 話 を か け た。 そ れ か ら1週 間 後 の8月17

日,ア デ ミワ は 「イ フ ァロ ラ」 の寺 院 で お こな わ れ て い るイ フ ァ託 宣 の 場 にバ バ ラオ 司 祭 と し

て 臨席 す る た め に バ バ ・オ ナ の もと を訪 ね た 。 そ の 際 に,ア デ ミワ は ア デ フ ン ミの イ ニ シ エー

シ ョ ン記 念 祭 の重 要 性 を再 度 強 調 し,少 しで もい いか ら村 に顔 を 出 す よ うバ バ ・オ ナ に念 を 押

した。 バ バ ・オ ナ は ア デ ミワの誘 い に た い して,「 あ あ,〔 記 念祭 の 重 要 性 が 〕 わ か っ た よ。 そ

れ は行 か な い とい けな いか も しれ な い な。 行 って み る さ」 と,一 応 の 興 味 を 装 っ た返 事 を した 。

 しか し実 際 の と こ ろ,バ バ ・オ ナ は ア デ ミワの 言己念 祭 や そ の前 後 にお こな わ れ た儀 礼 に一 度

も姿 を 現 す こ とは な か った。 バ バ ・オ ナ と ア デ ミワ は,ゴ ッ ド ・ブ ラザ ーで あ る。 そ の よ うな

関係 に あ る に もか か わ らず,バ バ ・オ ナが そ の ア デ ミワの誘 い を 明 確 に断 り さえ しなか っ た も

の の,引 き受 け る こ と もな か った。 この こと は,バ バ ・オ ナ に はオ ヨ トゥ ン ジ村 と関 わ る気 が

ま った くな い とい う こ とを端 的 に表 して い る。 彼 は村 との 関 係 を 一 切 断 って い る ので あ る。

 そ れ で は,以 下 で はバ バ ・オ ナ の妻 で あ るオ ラ ペ ト ゥ ンにつ い て み て い き た い。 オ ラペ トゥ

ン は,オ ヨ トゥ ン ジ村 で オ バ タ ラの司 祭 にあ るた めの イニ シエ ー シ ョ ンを受 けて い る。 彼 女 は,

オ ヨ トゥ ン ジ村 を どの よ うに位 置 づ け て い るの だ ろ うか 。 筆 者 はオ ラ ペ トゥ ンに 「オ ヨ トゥ ン

ジ村 に は住 ん で い た こ とが あ りま した よ ね?」 と尋 ね た。 す る と,彼 女 は早 口で 一 気 にっ ぎの

よ う に答 え た。

  村 に は,わ た しが 一 緒 に いた ゴ ッ ド ・フ ァ ミ リー 〔ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 の ゴ ッ ド ・フ ァ ミ

  リー〕 と と もに8年 間 ほ ど行 っ た り来 た り して い た わ 〔村 の 近 郊 に住 ん で い た〕。 村 の中

  に住 ん だ こ と は な い け どね。 で も,今 は もう村 に は出 入 り しな くな ったわ 。 わ た しは村 の

  ポ リテ ィ クス が 大 嫌 い な の48)。

 こ の よ うに 答 え る と,オ ラ ペ トゥ ンは即 座 に話 題 を変 え た。 彼 女 は夫 の3人 目 の ゴ ッ ド ・

フ ァ ー ザ ー で あ る ヨル バ人 の イ ェ ミ首 長 の手 で,オ バ タ ラ の司 祭 に な る た め の イ ニ シェ ー シ ョ

ンを 最 近 受 け た こ と を話 し始 め た。 彼 女 は夫 と は異 な り,村 を 嫌 う理 由 を明 言 して い る。

 また,2003年8月17日,ア デ ミワと筆 者 が 「イ フ ァロ ラ」 を 訪 ね た と き,オ ラペ トゥ ンは

広 い敷 地 内 に あ る畑 を鍬 で耕 して い た。 筆 者 もそ の作 業 に加 わ っ た。1時 間 ぐ らい して筆 者 た

ち は休 憩 す る こ と に した。 オ ラペ トゥ ンがっ く りお き して い る生 温 い薬 草 茶 を一 緒 に のみ なが

ら雑 談 を始 め た 。 そ の と き,筆 者 は 「今 度(2003年8月23日,24日)オ バ 〔ア デ フ ン ミを指

す 〕 の 記 念 祭 が あ る け ど村 に行 くの?」 と,オ ラ ペ トゥ ンにな か ば 誘 いか け る よ うに尋 ね た。
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す る と,オ ラペ トゥ ンは先 日 と同様 強 い 口調 で返 事 を して きた49)。 「わ た した ち はね,も うオ

ヨ トゥ ンジ村 な ん か と は一 切 関 係 が な いの よ。 だ か ら行 か な い わ 。 も う昔 の こ と だか ら関 係 が

な い の よ」。 彼 女 の 語 気 の 強 さか らは,彼 女 の 前 で 村 の 話 な ん て だ す な,と い う感 情 が伝 わ っ

て きた 。

 夫 と同 様,オ ラ ペ トゥ ンはオ ヨ ト ゥ ンジ村 に た い す る愛 着 や忠 誠 心,帰 属 感 を もち あ わ せ て

い な い。 彼 女 は村 に た いす る嫌 悪 感 を露 にす る。 彼 女 は村 との 関 係 を過 去 の も の と して封 印 し,

村 との 関 係 を 一 切 絶 ち た い と望 ん で い る。 しか しな が ら,オ ラペ トゥ ンは,ア デ ミワが村 との

関 係 を 積 極 的 に と り戻 そ うと試 み て い る こ とを知 って い る た め,ア デ ミワの 前 で は村 に た い す

る否 定 的 な 態 度 を 直 接 的 に示 す こと は な い。2003年8月17日,ア デ ミワが ア デ フ ン ミの記 念

祭 へ 是 非 くる よ う に と オ ラ ペ トゥ ンを誘 った。 彼 女 は 「は い,バ バ 〔年 齢 や 司 祭 階 級 が上 の 男

性 へ 敬 意 を 表 す 呼 びか け〕。 そ れ 〔オバ の記 念 祭 〕 は よ ろ しい こ とで す ね 。 わ か りま した 。 バ

バ ・オ ナ と話 し合 って み ます 」 と返 事 した。

2.オ ヨ トゥン ジ村 との 関 係 を 再 構 築 して い る ハ ウス

 こ こで は,一 度 は オ ヨ トゥ ン ジ村 を離 れ た が,再 び村 に 出 入 りす るよ う に な った ハ ウス の 事

例 と して,ア デ ミワが 運 営 す る 「イ レ ・オ リシ ャ ンラIle Orisanla」 を 取 りあ げ る。 「イ レ ・

オ リ シ ャ ンラ」 は ど の よ うな理 由か ら村 との 関 係 を 再 び 築 こ う と して い るの だ ろ うか。

 2003年7月30日,ア デ ミワ は実 の父親 の葬 儀 に 出席 す るた め に,ヤ オ と筆 者 を 引 き連 れ て

サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ州 チ ャー ル ス トン郡 に あ る実 家 を 訪 ね て い た 。 翌7月31日,ア デ ミワ と ヤ

オ,筆 者 の3人 は,バ プ テ ィス ト教 会 と墓 地 で の 葬 儀 に出席 した帰 り,シ ェ ル ドンに あ るオ ヨ

トゥ ン ジ村 に立 ち寄 る こ と に した5。)。以 下 で は,村 を 離 れ て以 来20年 ぶ り に村 を訪 ね る こ と

とな っ た ア デ ミワ とヤ オ の様 子 を示 す。 そ して,彼 ら は村 で ど の よ うな 経 験 を し,ど の よ う な

想 い を村 に た い して抱 く こ とに な っ た のか 考 察 したい 。

  ア デ ミワ は村 と 「米 国 社 会 」 と を分 か っ ゲ ー トの前 に 広 が る荒 れ地 に 自動 車 を止 め る と,

  感 慨 深 そ うに じ っ く り と辺 りを見 回 しなが らゲ ー トへ 向 か って歩 い た 。 ア デ ミワを先 頭 に,

  ヤ オ と筆 者 は ゲ ー トを く ぐ り,村 内 の マ ー ケ ッ ト広 場 の前 を 通 って ア フ ィ ンAfin(王 宮)

  の入 口 の横 に あ るエ シ ュの祭 壇 の前 に き た。 アデ ミワ はエ シュ の祭 壇 に ペ ニ ー硬 貨(1セ

  ン ト硬貨)を 捧 げ,そ の 前 で 立 った ま ま で左 回 りに3回 ゆ っ く りと回 転 した 。 つ づ いて ヤ

  オが,そ して筆 者 が エ シ ュの祭 壇 の前 で3回 回 っ た。 ア デ ミワ は筆 者 が 回 り終 え るの を見

  届 け て初 め て 口 を 開 い た。 「昔 は ね,ゲ ー トに 看取 が い て,訪 問者 の 名 前 を ス ピー カ ー で

  村 中 に告 げ た ん だ。 そ して ア フ ィ ンの入 口の 横 に あ る ドラ ム缶 を 叩 いて 村 中 に来 客 を 告 げ

  た ん だ。 で,〔 エ シ ュ の前 で 〕 こ うや って3回 ま わ った ん だ 。」
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 先 に述 べ た こ とか らわ か るよ う に,ア デ ミワ とヤ オ は20年 ぶ りに村 を訪 れ た が,彼 らは エ

シ ュ に た い す る表 敬 行 為 を 怠 る こ と はな か った。 この 表 敬 行 為 は,彼 らが村 に 出 入 り して い た

こ ろ に実 践 して い た もの で あ る。 彼 らは村 に く る前 に,村 に た い して否 定 的 な評 価 を 時折 くだ

して い た。 しか し,あ ま り に も 自然 にお こな わ れ る彼 らの 表 敬 行 為 に は,彼 らの 村 に た い す る

忠 誠 心 の か け らが 垣 間 見 え た。

 そ の後,ア デ ミワ とヤ オ,筆 者 の3人 は,王 宮 の前 の 目抜 き通 りを20メ ー トル ほ ど南 下 し,

イ ェ モ ジ ャ寺 院 の 向 か い側 に あ る住 居 区 画 の前 へ と向 か っ た。 この 住 居 区 画 に は右 手 側 に ア

ジ ャム首 長 の 家 が,左 側 に ア ラバ 首 長 の家 が あ る。2人 の家 の あ い だ に あ る敷 地 には耕 作 地 が

あ り,ニ ワ ト リが5羽 放 し飼 い に され て い る。 ア ジャ ム首 長 の家 屋 は相 当古 く,屋 根 は雨 漏 り

防 止 の た め の 灰 色 の ビニ ー ル ・シー トで覆 わ れ て いた 。 こ の住 居 区画 は湿 り っぽ く,蚊 が大 量

に飛 び 回 って い る。 一 方,ア ラバ 首 長 の玄 関 口 に は,首 長 が 村 内 を移 動 す る と き にい っ も乗 っ

て い る古 び た マ ウ ンテ ン ・バ イ クが た て か け て あ る。

 以 下 で は,ア デ ミワ と ヤ オが2人 の 首 長 に20年 ぶ り に再 会 し,ど の よ うな会 話 を交 わ した

の か に つ い て み て い きた い 。

  ア デ ミ ワ は,住 居 区 画 へ と入 って 右 側 に位 置 す る ア ジ ャム首 長 の家 の ドア を 「ア ゴ ・イ

  レ! ア ゴ ・イ レ! Ago ile!(ご めん くだ さい!)」 と,大 声 で言 い な が ら鋼 の よ うな 拳

  で ドン ド ン ドン と ドァ を 叩 いた 。 しか し,応 答 は なか った。 っ つ い て ア デ ミワは,ア ラバ

  首 長 の 家 の ドア を 「ア ゴ ・イ レ! ア ゴ ・イ レ!」 と言 い な が ら叩 い た。 す ぐ に 「誰

  だ?」 と返 事 が 返 って きた の で,ア デ ミワは 「あ 一 っ,首 長! ア デ ミワで す。 久 しぶ り

  に村 に帰 って き ま した 」 と答 え た。 少 し待 っ と中 か らア ラバ 首 長 が 出 て きた。 しば ら く し

  て か らア ジ ャ ム首 長 が 「ち ょっ と寝 て お って な」 と い い な が ら,上 半 身 裸 で腰 に 白 い布 を

  纏 っ た姿 で 現 れ た。

 首 長 と ア デ ミワ とヤ オ との再 会 は難 な く済 ま せ られ た。 そ して,ア ジ ャム首 長 の玄 関前 で立

話 が1時 間 半 ほ どっ つ い た 。 ア ジ ャム首 長 は,ま ず,キ ュー バ で2003年7月 に 開 か れ た 「世

界 オ リ シ ャ伝 統 文 化 会 議 」 の 大 会組 織 や参 加 者 に 「白人 」 が 多 数 を 占 め る こ とや,大 会 の議 長

が 「白人 」 信 者 へ 迎 合 す る こ とが 問題 だ と指 摘 した。 こ の議 長 とは,ワ ンデ ・ア ビンボ ラの こ

とだ と ア デ ミワが の ち に筆 者 に 明 か して くれ た。 ワ ンデ ・ア ビ ンボ ラは著 名 な ナ イ ジ ェ リア 人

の 学 者 で あ る。 そ の後,ア ジ ャ ム首 長 は久 しぶ りに村 を訪 れ た ア デ ミワや ヤ オ に た い して,村

の 歴 史 を振 り返 って っ ぎの よ う に述 べ た。 「オ ヨ トゥ ン ジ村 は宗 教 に固 執 しす ぎた な。 だ か ら

崩 壊 した ん だ。 宗 教 だ け じゃな く,も っ と文 化 的 に実 践 す べ き だ った ろ う。」

 そ う して,ア ジ ャム 首 長 の 話 しは2003年8月23,24日 に 開 催 され る ア デ フ ン ミの44回 目
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の イ ニ シ エ ー シ ョ ン記 念 祭(オ バ タラの誕生祭)に お よん だ 。

 以下 は,ア デ フ ン ミ とヤ オ が村 と の距 離 を縮 め る き っか け と な った ア ジ ャム首 長 の話 で あ る。

  今 度 で な,オ バ 〔ア デ フ ン ミを 指 す 〕 が オバ タ ラに イ ニ シ エ ー シ ョ ン され て か ら44年 目

  な ん じゃ。 なん て め で た い ことか 。 これ こそ が わ れ わ れ ア フ リカ系 ア メ リカ人 の 歴 史 さ。

  だ か ら,盛 大 に記 念 祭 を や ろう と計 画 して るん じゃ。 お ま え ら 〔ア デ ミワ とヤ オ 〕 も こい

  よ。 村 に よ く出入 り して るやつ も,村 か ら離 れ て しま っ た や つ もみ 一ん な参 加 す るん だ。

  村 に い た人 全 員 を迎 え た い ん だ。 村 が で きて 以 来 の 大 イ ベ ン トだ か らな51)。

 こ の後,ア デ ミワが首 長 に 問 いか け る とい うか た ちで,村 の将 来 や ゲ イ ンズ ビル市 周 辺 のハ

ウス の在 り方,ア デ フ ン ミの 病 状 な ど に っ いて 会 話 が 交 わ さ れ た。 ア デ ミワた ち が首 長 を 尋 ね

てか ら1時 間半 が た と う と した ころ,あ た りは闇 に包 まれ て い た。 ア デ ミワや ヤ オ も筆 者 と同

じよ うに蚊 に神 経 質 に な りだ し,「 そ ろ そ ろ足 が 限 界 で す の で 帰 りま す 〔サ ン ダル を 履 い て い

る足 が 蚊 に刺 され て痒 くて 我 慢 で き な い の で〕」 と冗 談 な か ば に告 げ て 村 を 後 に した。

 以 上 本 節 で み て きた事 例 は,ア デ ミワ とヤ オが 村 と の関 係 を再 確 認 し,ま た,村 と の関 係 を

取 戻 す 機 会 とな った 。 こ こか らは,彼 らが村 を訪 れ て首 長 と再 会 し,村 に た い す る態 度 が ど の

よ うに変 化 した の か に っ いて 考 察 した い 。

 筆 者 が オ ヨ トゥ ンジ村 か らホ ー ソ ン市 へ 向 か って 運 転 す る帰 りの 車 の 中 で,ヤ オ は首 長 に会

え た こ とを た い そ う喜 び,「 あ あ,村 に帰 るよ 。 か な らず村 に戻 る さ。 村 は まだ あ る ん だ 。 終

わ っち ゃあ い な い 」 と大 声 で 繰 り返 し,子 供 の よ うに興 奮 して いた 。 ヤ オ は村 に行 く直前 ま で,

彼 が住 ん で い た1970年 代 か ら80年 代 の こ とを例 に だ して は,た ま らな くひ ど い場 所 だ った と

文句 を 言 って いた 。 しか し,首 長 は 彼 の こ とを記 憶 して お り,彼 を 大 歓 迎 した。 さ らに,首 長

は彼 が 村 を 永 ら く離 れ て い た に も関 わ らず,「 村 は お ま え の故 郷 だ,ど ん ど ん戻 って こ い」 と

何度 も述 べ た 。

 こ う した厚 遇 を 受 け た ことで,ヤ オ は ひ ど く感 激 した。 そ して,ヤ オ は 自分 の帰 る場 所 が 村

にあ る と知 り,村 との 関 係 を と り戻 そ う と誓 った の で あ る。 ヤ オ は ア デ ミワ の敷 地 に住 ん で い

るあ いだ,ア デ ミワ と と もに村 の行 事 に参 列 す るよ うに な った 。 ま た,ア デ ミワ の優 れ た 交 渉

術 の お か げで,ヤ オ は鍛 冶 職 人 と して 村 と関 わ れ るよ うに な っ た。 ヤ オ は村 の女 性 結 社 の た め

に鳥 を モ チ ー フ に した鉄 像 を創 作 す る仕 事 を 引 き受 けた 。

 一 方,ア デ ミワ は,こ れ ま で にオ ヨ トゥ ン ジ村 に た い す る一 方 的 な 不 平 不 満 を ヤ オ の よ う に

あか らさ ま に 口 にす る こ とは な か っ た。 しか し,ア デ ミワ は村 に は た い した関 心 を持 って い な

か っ た。2001年 に,筆 者 は 「サ ー ド ・アイ 」 の 成 員 た ち と村 の イ ェ モ ジ ャ祭 や,「 サ ー ド ・ア

イ」 の 成 員 の結 婚 式 に参 列 した。 筆 者 が 村 で の 見 聞 を アデ ミワ に告 げ る と,彼 は ま るで あん な
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場 所 に集 ま る物 好 き が い るの とい わ ん ば か りの皮 肉 な笑 み を み せ て い た。 と ころ が,ア デ ミワ

は,2003年7月31日 に村 に立 ち 寄 って か らは,サ ン タ フ ェ ・コ ミュ ニ テ ィ ・カ レッ ジSanta

Fe Community Collegeで の仕 事 を調 整 して,毎 月25日 前 後 に執 り行 わ れ る村 の年 中行 事 に

参 列 す る よ う に な った。

 さ らに,ア デ ミワ は荒 廃 感 の 漂 うオ ヨ トゥ ン ジ村 を建 て 直 す た め に,ア ラバ首 長 と協 議 して

ひ とっ の プ ロ ジェ ク トを 始 め た。 そ の プ ロ ジェク トと は,ア デ ミワの 学 生15人 に異 文 化 を体

験 させ る と い う目的 で村 に 連 れ て い き,村 の清 掃 を手 伝 わ せ,行 事 に参 列 さ せ る とい う もの で

あ る。 ア デ フ ン ミは,サ ン タ フ ェ ・コ ミュニ テ ィ ・カ レ ッ ジで 人 類 学 入 門 の授 業 を教 え て い る

の で あ る。

 以 上 で み て き よ うに,過 去 の 経 験 か ら村 に た い して よ い印 象 を持 って い な か った 「イ レ ・オ

リ シ ャ ン ラ」 の ア デ ミワや ヤオ は村 と最 近 ま で疎 遠 で あ っ た。 た だ し,彼 ら は偶 然 に も村 に立

ち寄 った 結 果,村 を離 れ た 成 員 で あ って も1人 の人 間 と して首 長 に歓 迎 され る こ とに よ って村

へ の帰 属 感 を蘇 らせ た 。 そ して,首 長 の村 を 蘇 らせ た い,村 は難 しい局 面 に あ るが立 て 直 した

い,そ れ に は成 員 の 力 が 必 要 で あ る とい うな か ば感 傷 的 な言 葉 に よ って責 任 感 を 再 び 抱 くこ と

に な った の で あ る。

 この よ う な過 程 を経 て,ア デ ミワや ヤ オ は村 の年 中 行 事 に参 列 し始 め た 。 そ して,彼 らは ア

デ フ ン ミや 旧知 の首 長,そ の ほ か の成 員 た ち と再 会 し,ま た村 で 往 時 に は劣 りな が ら も儀礼 が

執 り行 わ れ て い る こ と にっ い て身 を もって 知 った 。だ か ら とい って,彼 らは過 去 の不 快 な経 験

を 忘 れ 去 る わ け で はな い。 彼 らは,過 去 を 彷 彿 させ る よ うな 出来 事 に再 び で くわ す こ と もあ る。

しか し,彼 ら は そ う した村 に た い す る否 定 的 な経 験 と と も に,オ バ タ ラ司祭 と して約45年 の

歴 史 を 持 っ,す な わ ち ア フ リカ系 ア メ リカ人 のた め の オ リシ ャ崇 拝 の 基 盤 を 築 い た ア デ フ ン ミ

に敬 意 を表 し,約35年 の歴 史 を持 つ 村 を 蘇 らせ るプ ロ ジ ェ ク トに参 与 す る こ とで,み ず か ら

の 価 値 も高 め られ るの で は な い か とい う期 待 を抱 いて村 へ の 想 いを 深 め る に至 っ たの で あ る。

3.村 と の 関 係 を 維 持 して い る ハ ウ ス

 さ い ご に,村 との 関 係 を 断続 的 に維 持 して い るハ ウ ス の事 例 と して,オ ミア ラ ドラが 夫 の オ

グ ン ラ ノ と と も に運 営 す る 「サ ー ド ・ア イ」 を取 りあ げ る。

 まず,オ ミア ラ ドラは以 下 に示 す3っ の理 由か ら,村 に た い して 強 い思 い入 れ を も って い る

こ とを 述 べ て お き た い。 理 由 の ひ とっ は,す で に第4章 第2節 で も述 べ たが,彼 女 が オ ヨ トゥ

ン ジ村 の 設 立 以 前 か ら実 兄(ア ジャム首長)と と もに ア デ フ ン ミの 活 動 に 加 わ って い た か らで

あ る。 そ して,彼 女 は の ち に村 の 中心 人 物 とな ってい くア デ フ ン ミや ほか の首 長 た ち とと もに,

ニ ュ ー ヨー クで マ ー テ ィ ン ・ル ーサ ー ・キ ン グJr .の 行 進 に参 加 して い た こ とを誇 りに して い

る。 二 っ に,彼 女 の兄 は村 の 年 寄結 社 の成 員 で あ り,村 の 外 務 ・広 報 を担 当 して い る。 彼 は ア
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デ フ ン ミに次 ぐ地 位 に あ る とい って も過 言 で は な い。 ま た,彼 は現 在 も村 内 に家 を所 有 し,1

月 の 多 くを村 内 で生 活 して い る。三 つ に,彼 女 は村 内 で 暮 ら して い るあ いだ に5人 の子 供 を産

み育 てて い る。 これ は,彼 女 が アデ フ ン ミの もとで イ フ ァ託 宣 を受 け,イ ェ モ ジ ャの 司 祭 に な

る た めの イ ニ シエ ー シ ョンを受 けた こ とが き っか けで あ った52)。

 た だ し,シ ャ レ ワ家 は1980年 代半 ば に村 を 去 り フ ロ リダ州 南 部 の マ イ ア ミー デ イ ド郡 へ と

移 住 した。 シ ャ レ ワ家 が オ ヨ トゥン ジ村 を離 れ た理 由 は,コ ミュ ー ン と して の村 が破 綻 した こ

とと関 連 が あ る。 彼 らは村 を離 れた 後,マ イ ア ミで約10年 間生 活 を す る。 シ ャ レ ワ家 の 子 供

た ち は マ イ ア ミで小 学 校 に 通 い,ま た,六 男 と七 男 は マイ ア ミで生 ま れ 育 った。 さ ら に,彼 ら

は マ イ ア ミで 「サ ー ド ・ア イ」 を設 立 した。

 しか し,そ の後,彼 らは マ イ ア ミか ら 自動 車 で6時 問 半 ほ ど の距 離 に あ る フ ロ リダ州 中 北 部

の ゲ イ ンズ ビル市 へ と移 って き た。 そ の理 由 は2っ あ る。 ひ とっ は,大 都 市 で あ るマ イ ア ミの

喧 燥 や 犯 罪,度 重 な る ハ リケ ー ンの被 害 か ら逃 れ る こ とで あ っ た。 も う ひ とっ は,オ ヨ トゥ ン

ジ村 に通 いや す い範 囲 に住 み な が ら動 物 を供 犠 で き る宗 教 空 間 を も とめ て の こ とで あ っ た53)。

 ゲ イ ンズ ビル市 に移 住 して 以 降,「 サ ー ド ・アイ」 はオ ヨ トゥ ン ジ村 で 開 催 され る年 中 行 事

の大 半 に積 極 的 に参 列 して い る。年 中 行 事 の なか で も,と りわ け6月 末 に 開 催 さ れ る イ ェ モ

ジ ャ祭 と8月 末 に 開催 され るオ バ タ ラ祭 に は,家 族 だ けで は な くハ ウス の 成 員 を 引 き連 れ て か

な らず 参 列 す る。 なぜ な ら,オ ミア ラ ドラと長 女,三 男 は イ ェ モ ジ ャ司 祭 で あ り,四 男 と六 男,

な ら び に,オ ミ ア ラ ドラ の ゴ ッ ド ・ ドー タ ー が オ バ タ ラ司 祭 で あ る か らで あ る。 さ ら に,

「サ ー ド ・ア イ」 は シ ャ レ ワ家 の 祝 い事 を オ ヨ トゥ ン ジ村 で執 り行 っ て い る。2001年 に は二 男

の結 婚 の 儀 礼 を,2003年 に は長 男 と四男 の結 婚 の儀 礼 を 執 り行 った 。

 ま た,「 サ ー ド ・ア イ」 は オ ヨ トゥ ン ジ村 の 年 中行 事 に参 列 す るだ け で は な い 。 シ ャ レワ家

の6人 の息 子 た ち は,村 の ドラ ム奏 者 と して活 躍 して い る(第4章4-1参 照)。 村 で育 っ た長 男

か ら五 男 の5人 は幼 い ころ か ら ドラム を奏 で る技 術 を ア ウ ォ ロ ウ ォ首 長 か ら学 ん だ。 ア ウ ォ ロ

ウォ首 長 は ニ ュー ヨー ク在 住 の ヨル バ人 で あ るア キ ン トゥ ン ジか ら ドラ ム技 術 を伝 授 され,村

屈 指 の ドラム奏 者 とい わ れ て い た人 物 で あ る。 そ して,彼 らは ドラム を 奏 で る技 術 を弟 た ち に

伝 え た。 こ う して,シ ャ レ ワ家 の息 子 た ち は村 の儀 礼 に欠 か す こ との で き な い バ タ と よば れ る

ドラム奏 者 結 社 を構 成 して い る。

 さ らに,「 サ ー ド ・ア イ」 の 成員 の な かで もオ ミア ラ ドラの 息 子 を 中 心 に した若 い 男 性 成 員

は,年 中 行 事 を機 に オ ヨ ト ゥ ン ジ村 に戻 る と,行 事 の あ と も村 の 中 や村 の 周 辺 に滞 在 して 足 繁

く村 に通 う とい う こ とを繰 り返 して い る。 彼 らは,村 の 男 性 結 社 の成 員 と と もに村 内 の 敷 地 や

建 造 物 の整 備 ・改 修 作 業 を お こ な って い る。 ま た,2005年6月 か らは,五 男 が村 の 中 で 生 活

を始 め た。 彼 は伯 父 に あ た る ア ジャム首 長 と寝 起 きを と も に し,イ フ ァ託 宣 を学 ん で い る。
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 本 章 で は,オ ヨ トゥ ン ジ村 が1980年 代 半 ばか ら衰 退 して い く に したが って,村 を離 れ た 成

員 が 米 国 の 各地 に設 立 した ハ ウス とオ ヨ トゥ ンジ村 との 関 係 を考 察 して き た。 オ ヨ トゥ ンジ村

と現 在 も交 流 を 続 け て い るか 否 か と い う こ とは,っ ぎの 事 象 に よ っ て大 き く影 響 を受 けて い る

と い う こ とが 明 らか に な っ た。 す な わ ち,ハ ウ ス の成 員 が か つ て 村 の 中 に住 ん だ り,村 に頻 繁

に 出入 り した り して い た こ ろ に,村 を 運 営 して いた 王 家 や 首 長 階 級 た ち と ど の よ うな 関 係 に

あ っ た か と い う こ とで あ る。

 本 章 第1節 で 取 りあ げ た 「イ フ ァロ ラ」 を運 営 す るバ バ ・オ ナ や オ ラペ トゥ ン は,オ ヨ トゥ

ン ジ村 で よ い経 験 を して い な い。 そ の た め,「 イ フ ァ ロ ラ」 は現 在 村 と の距 離 を保 って い る。

と きに は,彼 らは過 去 にお け る村 と のつ な が りさ え も否 定 す る こと が あ る。

 一 方,本 章 第3節 で 取 り あ げ た 「サ ー ド ・ア イ」 の成 員 は,オ ヨ トゥ ン ジ村 に た い す る忠 誠

心 と,そ こか ら派 生 す る責 任 感 か ら村 と強 い絆 で結 びっ い て い る。 と りわ け,村 を 出生 地 とす

る シ ャ レ ワ家 の子 供 た ち に とって は,村 はま さに生 ま れ故 郷 で あ り,村 に た い して深 い愛 着 を

抱 い て い る。 先 に述 べ たが,オ ミア ラ ドラ は,ア デ フ ン ミや村 の骨 格 とな った 首 長 と と もに,

マ ー テ ィ ン ・ル ー サ ー ・キ ングJr.の 行 進 に参 加 して い た経 験 を 自負 して い る。 そ う した経 験

か ら,彼 女 は 「サ ー ド ・ア イ」 を村 の延 長 線 上 に位 置 づ け,現 在 も輝 か しい歴 史 を 持 っ村 とと

もに歩 ん で い る こ とを 強 く意 識 して い る。 ま た,「 サ ー ド ・アイ 」 の ほ か の成 員 も年 中行 事 に

頻 繁 に 参 列 す る こ とで,村 の歴 史 の重 み を体 感 して い る。 彼 らは年 中 行事 に 参 列 す る こ とで,

村 と と も に新 た な歴 史 を刻 ん で い る とい う喜 びを 再確 認 す る機 会 を え て い る とい って も過 言 で

はな い 。

 この よ うに,オ ヨ トゥ ン ジ村 を直 接 的 に経 験 す る こ とで生 じ る村 へ の 忠 誠 心 や 責 任感 は,本

章 第2節 で取 りあ げ た 「イ レ ・オ リシ ャ ンラ」 の 事例 か ら も明 らか で あ る。 ア デ ミワや ヤ オ は,

最 近 に な って村 に 「故 郷 」 を み い だ し,村 に た い して責 任 を 果 た す こ と に意 義 を み いだ した。

そ の 一 方 で,「 イ フ ァ ロ ラ」 は,村 に た い して 否 定 的 な想 い しか もち あわ せ て お らず,村 を訪

ね る こ と さ え も拒 否 す る。 彼 らは,村 に た いす る否定 的 な想 い を 覆 す 機 会 さえ もと う とせ ず,

村 へ の 忠 誠 心 を み い だ す こ とが で きな い ゆ え に,村 との 関 係 を 断 っ た ま ま な ので あ る。

 本 章 で 取 りあ げ たハ ウス の 中 で は 「サ ー ド ・ア イ」 が オ ヨ ト ゥ ン ジ村 と断 続 的 で は あ るが 関

係 を維 持 す る こ とが 可 能 で あ った。 た だ し,こ の背景 に は2っ の 事 実 が あ る こ とを無 視 す る こ

と はで き な い。

 そ の ひ とつ は先 に述 べ た が,「 サ ー ド ・ア イ」 のオ ミア ラ ドラ は ア ジ ャム首 長 の実 の妹 で あ

る と い う こ とで あ る。 ア ジ ャム首 長 は,オ ヨ トゥ ン ジ村 で王 に次 い で 階級 が高 い(一 番年上で

あ る)。 そ の首 長 の妹 が運 営 す る 「サ ー ド ・ア イ」 が,年 中行 事 に参 列 しな い とい う ことで は

首 長 の 面 目が立 た な い。 首 長 は儀 礼 の終 盤 にか な らず 演 説 を披 露 す るが,「 サ ー ド ・ア イ」 に

は そ の演 説 に盛 り込 ま れ た 村 の 歴 史 観 を 継承 し,ま た それ に則 った価 値 観 を体 現 す る義 務 が あ

                   一65一



                人  文  学  報

ると考えられる54)。しかしながら,「 サー ド・アイ」 がオヨ トゥンジ村 との関係を途切れなが

らも保 っている理由はそれだけではない。

 もうひとつは,オ ミァラドラが,村 の女性結社の重要な成員であるということである。彼女

は女性結社の首長 として村の運営に多少なりとも意見する権力を持 ってお り,そ の権力を行使

することで名声をえることも可能である。たとえば,ア デフンミの王位を継いだアデボル王子

の即位儀礼の際に,作 成,配 布 された リーフレットには,即 位儀礼を企画運営 した首長たちの

名が記載されている。そこにオ ミアラドラの名前がみられる。本章で取 りあげたほかの2つ の

ハウスの成員にはそうした権力はない。 また,オ ミアラ ドラは,村 で行使可能な権力(既 得権

力)を 娘のオ ミァラドラをはじめとして,息 子や孫に譲 ることも可能なのである。

                第5章 結   論

 本稿では,「 反白人 ・反キ リス ト教」を標榜 した排他的なオ リシャ崇拝運動が衰退 した1990

年代前半以降のオヨ トゥンジ村 に着目し,運 動のコミューンとしての役割を担 っていたオ ヨ

トゥンジ村の変容 と,そ のオヨ トゥンジ村と崇拝者が個別に設立 したハウスとの関係の在 り方

を考察 した。まず,第2章 では,オ リシャ崇拝運動のコミューンとして繁栄 したオヨトゥンジ

村の社会構造や成員の経済活動を明 らかに した。そのうえで,1980年 代半ばか ら排他的なオ

リシャ崇拝運動が衰退 した要因を検討 した。っついて,第3章 では,調 査時のオヨトゥンジ村

の敷地,村 に出入 りする成員,祝 祭の空間を記述 し,分 析 した。第4章 では,オ ヨトゥンジ村

を離れた成員が,米 国の各地に設立 したハウスとオヨ トゥンジ村 との関係を検討 した。

 本稿か ら明 らかになったことを以下にまとめる。

 筆者が調査 したオヨトゥンジ村はいまだ変わ らずサウスカロライナ州の シェル ドンにある。

調査時の村の人口は10人 程度である。 おもに年寄結社の首長が村の敷地内に家を構え, 1ヶ

月の大半を村の中で暮 らしている。現在 も村に頻繁に出入りしている成員の多 くは,村 の中に

っねに住んでいるわけではない。彼 らは村の周辺に住み,村 に通 っている。そのため村から成

員の姿が消え去ることはない。

 ただし,村 の人口という観点からみれば村の規模は最盛期 と比較できないほど縮小 している。

オヨトゥンジ村の規律は緩やかになり,か っての村では禁止されていた米国(西 洋)の 文化が

村の隅々まで浸透 している。その一方で,階 級差にもとつ く表敬行為や道徳的な価値観のよう

に,調 査時において重んじられている規律 もある。

 上述 したように,2001年6月23日 には年中行事のひとっであるイェモジャ祭が開催され,

その最後を飾る宴の儀礼には参列者と観光客を合わせて約80人 が村外か ら駆 けっけた。 日常

の村は静寂にっっまれているが,オ リシャ祭やそのほかの儀礼が催 されると村の様子 は一変す
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る。参列者 は互いに取 り決めたかのように村外から集まり,祝 祭の空間は活気づき,華 やかで

荘厳な儀礼が繰 り広げ られる。

 オヨトゥンジ村は毎月開催される年中行事を迎えると,静 の空間から動の空間へと移行する。

祭や儀礼の数 日前 になると,首 長か ら指示を受けた男女結社の成員が村に集 まり,祭 や儀礼の

舞台として使用するオ リシャの寺院を修繕 し,宴 の儀礼のあとに振 る舞 う料理の食材や器を準

備する。早めに村を訪れる参列者 もこのような若い成員の準備活動に加担する。こうして,毎

月2, 3日 の日程で開催 される年中行事には通常20人 か ら60人 の参列者と,数 人か ら10人

程度の観光客を迎える。祭や儀礼が終了すると,男 女結社の成員は後片付 けのために数 日間村

に通う。村のなかに成員が住んでいたかっての時代とは異なり,今 日,オ リシャ崇拝者は年に

14回 開催される祭やそのほかの儀礼を契機にオヨトゥンジ村に集合する55)。

 年中行事の参列者の多 くは,1970年 代,80年 代にオ ヨトゥンジ村に住んでいた成員,あ る

いは村の周辺から村に通 っていた成員である。彼 らは村の創設に貢献 した首長,成 員,村 で生

まれ育った成員である。ただし,参 列者のなかには村に一度 も住んだことのない人々もいる。

そうした人々は,以 前に村に出入 りしていた成員の子供,孫,姻 族,友 人などである。そのほ

かにも,最 近になってか ら村に関心や魅力を覚えてやってきて,あ らたに村を 「発見」する参

列者 もいる。 さらに,年 中行事 とは関係な く村に通 う成員 もいる。彼 らは男女結社のイニシ

エーションや,司 祭になるためのイニシエーションを受 けるために村に通っている。こうした

目的をもって村を訪れる人 は少ないなが らも途切れることはない。

 年中行事を構成する儀礼では,王 は村の最高権力者 として表象 され,王 家の成員には種々の

特権が与えられている。 こうした儀礼では,参 列者は村の階級制度に忠実にしたがうことが期

待されている。 ところが,新 参者 は村の階級秩序に疎いために様々な間違いをする。古参の成

員は,新 参者の間違いにたいしてかならず注意をし,村 の階級秩序に則 った振る舞い方を教え

る。同様に,古 参の成員は儀礼運びや舞踊 ・詠唱歌にっいても新参者に指導する。っまり調査

時においても,オ ヨトゥンジ村の儀礼の空間では,村 が繁栄 していたころと同様の秩序のもと

で年中行事を実践するための努力がなされている。そ して,年 中行事を契機に成員が村に集合

することで,女 性結社は秩序を取り戻 し,男 性結社は再び結社として活動できるように準備が

進められている。

 このように,一 度はオヨトゥンジ村を去 ったオ リシャ崇拝者であって も,オ ヨトゥンジ村と

いう集団から完全に切 り放 されているわけではない。彼 らの多 くは年中行事に参列 して村との

関係を維持 している。参列者は年中行事をきっかけに旧知の友人に出会い,新 たな友人と知り

合 う。成員同士の交流が年中行事を媒介 として網の目状に広が り,そ うした網の目状の交流を

きっかけに村を去 った成員が勧誘されて再び村に出入 りするようになる。そして,祖 先結社,

男性結社,女 性結社,そ れぞれのオリシャの司祭結社に入社す るために村に通 う人々によって
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村は再び活性化 している。 こうしたなか,村 のある規律は変化 し,ま たほかの規律は維持され

なが ら,祭,儀 礼,結 社,成 員同士の関係が再構築されている。

 オヨトゥンジ村を離れた成員が設立 したハ ウスに属する成員を儀礼的に 「村の成員」として

取り込んでいくうえで,祭 における首長や古参成員のスピーチは重要な役割を果たしている。

祭の終盤にかな らずみ られるスピーチの時間は,オ ヨ トゥンジ村を中心に据えた米国のオ リ

シャ崇拝の歴史を創 りだ し,そ の歴史を参列者のあいだで共有する絶好 の機会 となっている。

 儀礼のスピーチが制定する歴史では,オ ヨトゥンジ村の王であるアデフンミや,村 の設立に

尽力をっ くした首長が偉大な先陣として位置づけられる。彼 らが成 し遂 げた偉業のおかげで,

今日オリシャ崇拝者はオヨトゥンジ村を故郷としてもっことが可能なのである。 この村の社会

空間は米国の地域社会 とは異なり,オ リシャ崇拝者というアイデンティティを所与のものとす

る。っまりオヨトゥンジ村では,オ リシャ崇拝者は地域社会で 「黒人」として表象 されること

で強いられる社会的緊張や身の危険から自身を解放できるのである。おなじように,彼 らは地

域社会で 「野蛮な生寳/エ キゾチックな文化」の実践者と して表象されることで生 じる地域

社会 との軋礫や混乱から自由になることができる。さらに,儀 礼のス ピーチが強調するのは,

先陣のおかげでオヨトゥンジ村を軸にした今日のオ リシャ崇拝の コミュニティ,っ まりオ ヨ

トゥンジ村 とハウスのつながりが存在するということである。成員 は村か ら多大な恩恵を受け

てお り,そ の恩恵に報いるために村にたいする義務を果たさねばならないという相互依存的な

関係性の構造に回収 されていく。

 上述 したようにオヨトゥンジ村が表象 されることで,オ ヨトゥンジ村の成員は自身 と,彼 ら

のオ リシャ崇拝者 としての出身地(故 郷)で ある村 と,彼 らが地域社会に設立 したハウスを歴

史的に連続 したものとして位置づける。 さらに儀礼のスピーチでは,村 の歩んできた歴史とと

もにこれから歩むべき将来像も描かれる。 こうして古参の成員だけでなく新参の成員(ハ ウス

に属する参列者)が,村 の過去や未来像に刺激を受けてオヨトゥンジ村を聖地として捉え直 し,

村への忠誠心,帰 属感,責 任感を募 らせることになる。そのため,一 度は村を離れた成員が米

国の各地に設立 したハウスや,そ こに属するゴシド・ファミリーは,現 在 も祭やそのほかの儀

礼を軸にしてオヨトゥンジ村とっながっているのである。

 オヨトゥンジ村 は,均 質で集合的なアイデンティティを絶えず強制するコミューンか ら,個

人的な巡礼が可能な聖地へと変化しっっある。その聖地は,成 員が必要 とするときに集合的な

アイデンティティを提供 しっっ も,そ れを成員に強制することはない。村を去 ったオ リシャ崇

拝者は,各 々の個人的欲求や経済的欲求を満たそうと村の外部で生活を送 っている。ただ し彼

らは日常生活においてヨルバの宗教文化を今 日も実践 している。 このように,か ならず しもオ

ヨトゥンジ村 という場所にとらわれないオ リシャ崇拝の実践によって,彼 らは緩やかな境界を

つくり,米 国の地域社会で 「オ リシャ崇拝者」たることを実践 し続 けている。そのため,オ リ
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シ ャ崇 拝 者 は ほか の ア メ リカ人 と同 じよ うに米 国 社 会 で 得 られ る権 利(個 人的,経 済的欲求 の追

求)を 享 受 しな が ら も,白 人 ・キ リス ト教 的 な価 値 観 を 基 盤 に した米 国 の地 域 社 会 が強 い る人

種 主 義 的 な 「黒 人 」 と い う カ テ ゴ リー に容 易 に包 摂 され な い存 在 と な る。

 オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の 目的 は,も はや す べ て に お いて 「反 白人 ・反 キ リス ト教 」 を貫 く こと で

は な い。 オ リ シ ャ崇 拝 者 は,あ る時 間 や 空 間 で は米 国 の 白人 ・キ リス ト教 的 な価 値 観 に相 反 す

る思 想 や行 為 を実 践 す る。 また 別 の 時 間 や 空間 で は,彼 らは米 国 の地 域 社 会 が 強 い る 「黒 人 」

表 象 を あ え て 実 践 す る こ とで 名 声 や権 威(肯 定的評価)を 享 受 す る。 ラ ップ,レ ゲ エ,ジ ャズ,

ア ー トな どの 黒 人 芸 術 文 化,性 的 な舞 踊,ド レ ッ ド ・ロ ッ クスdread locks(髪 型),鍛 え られ

た 筋 肉 質 な 身 体 な ど の 黒 人 の性 的 魅 力 が そ の よ い例 で あ る。 っ ま り,オ リ シ ャ崇 拝 者 は オ ヨ

トゥ ン ジ村 の社 会 空 間 だ けで は な く,米 国 の地 域 社 会 の 中 に も自身 を肯 定 す る こ とが で き る時

間 と空 間 を も って い る。 だ か らこそ,オ リシ ャ崇 拝 者 は 白人 ・キ リス ト教 的 な 価値 観 を基 盤 に

した人 種 主 義 的 な米 国 の 地 域 社 会 の も とで 生活 を しなが ら,社 会 的 地 位 を 改善 す る とい う困難

な課 題 に た い して運 動 を 持 続 的 に実 践 す る こ とが可 能 な の で あ る。

 以 上,本 稿 か ら は,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 機 能 が変 化 した こ と,す な わ ち異 な る人 種 や宗 教 に た

い して排 他 的 な運 動 を 集 合 的 に実 践 す る コ ミュー ンか ら,個 人 的 な巡 礼 が 可能 な聖 地 へ と変 化

した こ とが 明 らか に な っ た。 それ は,先 行 研究 が指 摘 した よ うに,オ ヨ トゥ ンジ村 の衰 退 を意

味 す る も の で は な い 。 聖 地 と して の オ ヨ トゥ ンジ村 は,ハ ウス と相 互 依 存 的 な 関 係 を 結 ぼ う と

し,ま た そ う した 関 係 を拡 大,強 化 す る ことで,村 そ の もの を活 性 化 させ て い る。

 オ ヨ ト ゥ ン ジ村 を 離 れ た成 員 は,村 の 年 中行 事 に参 列 す るた め に村 に集 合 し,非 日常 的 な儀

礼 の空 間 で 交 流 す る こ とで,「 弱 い紐 帯 」[グ ラ ノヴ ェ タ ー2006(1973)]を 発 達 させ て い る。

これ に よ って,オ ヨ トゥ ン ジ村 はか っ て の成 員 を再 統 合 す る場 所 と して 機 能 して い る。 さ らに

は,こ の 「弱 い 紐 帯 」 を通 じて オ ヨ トゥ ン ジ村 は調 査 時 に お い て も,な お 新 た な 成 員 や 潜 在 的

な 成 員 を取 り込 む 過 程 に あ る。 一 方,オ ヨ トゥン ジ村 を離 れ た成 員 が 個 別 に設 立 した ハ ウス は

「強 い紐 帯 」 と して機 能 して い る。 この二 種 類 の紐 帯 が ど の よ うに重 な り合 って い るの か につ

い て は稿 を 改 め て 検 討 した い。

   謝辞 アメ リカでの現地調査 に協力 して いただ いたイ ンフォーマ ントの皆様 に記 して深謝の意を表

    した い。 本稿を執筆 するにあたって は,京 都大学人文科学研究 所の田中雅一先生か らご指導を

    賜 った。 本稿 を成 果 とする現地調査 は,岩 国育英財団(平 成12・13年 度),澁 澤民族学振興基

    金(平 成15年 度),日 本科学協会笹川科学研究助成(平 成15年 度),旅 の文化研究所(平 成15

    年度),庭 野平和財 団(平 成16年 度),日 本学術 振興会(平 成17年 ・18年 度)か らの各助成 に

    よって可能 となった。
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注

1) ウ ェ ル マ ンは,コ ミュ ニ テ ィ の 喪 失,存 続,解 放 に つ い て 論 じ て い る[ウ ェ ル マ ン2006

 (1979)]。 現 代 の 米 国 社 会 で は,「 黒 人 の 教 会離 れ」,っ ま り地 域 社 会 を 基 盤 に した黒 人 の コ ミュ

 ニ テ ィ形 成 に お い て歴 史 的 に重 要 な役 割 を果 た して きた 黒 人 教 会 の縮 小 が 指 摘 さ れ て い る[蓮 見

 2002]。 本 稿 は,黒 人 教 会 に かわ る ア フ リカ系 ア メ リカ人 の コ ミュ ニ テ ィ形 成 を検 討 す る。

2) 本 稿 で は,初 出 の固 有 名 詞 に か ぎ って 原 語 を付 記 す る。 本 論 の そ の ほ か の 名 詞 にっ い て は,必

 要 に応 じて原 語 を付 記 す る。

3)本 稿 は,米 国 の フ ロ リダ州 ア ラ チ ュ ア郡 ・プ ッ トナ ム郡 ・マ イ ア ミー デ イ ド郡,サ ウ ス カ ロ ラ

 イ ナ 州 ビ ュー フ ォ ー ト郡 ・チ ャ ー ル ス ト ン郡,な らび に,ニ ュ ー ヨ ー クを 中 心 に断 続 的 に お こ

 な った文 化 人類 学 的調 査 に も とつ いて い る (地 図1参 照)。 調 査 期 間 は2001年 か ら2005年 にか

 けて の18ヶ 月 で あ る。 調 査 方法 は参 与 観 察,聞 き取 り,MDレ コ ー ダ ・写 真 ・ビデ オ に よ る記

 録 で あ る。 調 査 言 語 は英 語 で あ る。 本 稿 で 言 及 す る年 齢 や 経 歴 等 は と くに こ とわ りが な い か ぎ り,

 2005年 時点 の もの で あ る。

4) キ ュ ー バ で は,ヨ ル バ や ダホ メ ー出 身 の 奴 隷 た ち が,ヨ ル バ 語 で 「オ ル コ ・ ミ01uko mi(わ

 た しの友 人 よ)」 と呼 び か け合 って い た ことか ら,彼 らは 「ル ク ミ」 とよ ば れ る よ うに な った と

 い わ れ て い る[Brandon 1993;Mason 2002]。

5) ヴ ドゥ ンに っ い て は,本 節 で後 述 す る。

6)本 論 文 で の エ グ ン グ ンの訳 し方 につ いて 説 明 して お き た い。 エ グ ン グ ン と い う ヨル バ語 は匿 名

 化 した集 合 的 な祖 先 を指 す。 これ に た い して,個 別 の祖 先 を 指 す の は エ グ ンで あ る。 た だ しオ リ

 シ ャ崇 拝 者 の あ い だ で は,集 合 的 な祖 先 と個 別 の 祖 先 との 使 い分 け は非 常 に あ い ま い で,し ば し

 ば エ グ ング ン とい う単 語 が用 い られ る。 この こ とを踏 ま え て,本 論 文 は エ グ ング ンを集 合 的 な 祖

 先 と い う意 味 で用 い る が,個 別 の具 体 的 な祖 先 を意 味す る場 合 もあ る。

7) サ ンテ リア の崇 拝 実 践 で は,make Orisa(ス ペ イ ン語 で はhacer Santo)と 表 現 さ れ る こ と

 もあ る。

8) サ ンテ リア の崇 拝 実 践 で は,ヘ レロ スGuerrerosと 呼 ば れ る。

9)以 下,ア デ フ ン ミと略 記 す る。 た だ し,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 王 と して位 置 づ け られ て い る ア デ フ

 ン ミの役 割 や機 能 に つ い て述 べ る際 に は 「王 」 とい う用 語 も併 せ て用 い る 。

10) ア デ フ ン ミの ラ イ フ ・ヒ ス ト リー と,1970年 代 の オ ヨ トゥ ン ジ村 で の生 活 に つ い て は ハ ン ト

 が 詳 述 に記 述 して い る[Hunt l979]。

ll)現 在 の ナ イ ジ ェ リア ・オ シュ ン州 の イ フ ェ市 を そ の一 部 とす る地 域 で あ る。

12)米 国 社 会 か らの分 離 を 掲 げた 排 他 的 な オ リシ ャ崇 拝 運 動 が1980年 代 半 ば か ら衰 退 した要 因 に

 つ い て は,拙 稿 で検 討 した ことが あ る [小 池2003,Koike forthcoming]。 オ リシ ャ崇 拝 運 動 が

 衰 退 す る前(1970年 代 ～80年 代 半 ば)の オ ヨ ト ゥ ンジ村 の社 会 構 造 と組 織 村 で実 践 され て い

 た規 律 に っ い て は第2章 で 後述 す る。

13) ほ か に 筆 者 は,オ ヨ トゥ ンジ村 が 急 速 に衰 退 した 以 降,オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の成 員 が運 動 の 唱 導

 者 で あ る ア デ フ ン ミや 主 要 な首 長 た ち に 率 先 され る の で は な く,個 人 的 に ナ イ ジェ リア の オ リ

 シ ャ崇 拝 組 織 と交 流 し始 め た こ とで,運 動 その もの が崩 壊 を 免 れ た の で は な いか と論 じた こ とが

 あ る[小 池2003コ 。

14)本 章 に お け る歴 史 的 記 述 に関 して は っ ぎ の文 献 を参 考 に して ま と め た 「ニ ュ ー ズ ウ ィ ー ク

 Newsweek』 [1973:unkrlown],「 エ ボ ニ ーEbony』 [1978:86-87], Hunt [1979], Pinn

 [1998:89],Oyotunji African Village[2005:4コ 。
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15) ア ジ ャム 首 長 か らの 聞 き取 り,2003年8月21日 。

16) た だ し,イ ラ を もた な い オ リ シ ャ崇 拝 者 もいる 。 彼 ら は村 の 規 律 が 厳 格 に適 応 され な くな って

 か ら村 と関 わ り始 め た か らで あ る。

17)オ ミア ラ ドラ の ス ピー チ,2003年10月30日 。

18) 1USド ル を120円 と して換 算 。 以 下 本論 文 で は,年 代 に関 係 な く,同 レー トで換 算 した 日本

 円 を丸 括 弧 内 に表 示 す る。

19) い うま で も な い が,キ リス ト教 や イ ス ラ ムが性 差 別 的 で あ る と い うわ けで は な い。

20)オ ジ ョか らの 聞 き取 り,2001年5月17日 。

21) オ ミ トワ デか らの 聞 き取 り,2001年5月17日 。

22) オ ミ トワ デか らの 聞 き取 り,2001年6月20日 。

23) エ フ ン ジ ュ モ ケ と ヤ オ の会 話,2003年7月3!日 。

24)オ ヨ トゥ ン ジ村 の慣 例 で は,崇 拝 者 は頭 に宿 るオ リシ ャの ほか に オ リシ ャを7柱 授 か る た め,

 費 用 の合 計 は少 な く と も7,000ド ル(84万 円)と な る(く わ し くは第2章1-3参 照)。

25) ア デ ミワ と筆 者 の会 話,2003年2月20日 。

26) ア デ ミワか らの 聞 き取 り,2003年2月24日 。

27)エ フ ン ジ ュ モ ケ か らの 聞 き取 り,2003年7月31日 。

28)オ ロ ミデ か らの 聞 き取 り,2001年6月18日 。

29)エ フ ン ジ ュ モ ケ か らの 聞 き取 り,2003年7月31日

30) シ ャ ン ゴ と は雷 と稲 妻 の神 で あ る。

31) ア デ ミワか らの 聞 き取 り,2003年7月29日 。

32)オ ヨ トゥ ン ジ村 で の生 活 を や め,村 を離 れ て も,村 の 成 員 で あ る。

33)オ ミ トワ デか らの 聞 き取 り,2001年5月25日 。

34)筆 者 が 調 査 を始 め た2001年 の時 点 で すで に,ア ダ ラ モ ラ は ア デ フ ン ミと行 動 を共 に して い た。

 ま た,2005年2月15日 に,ア デ フ ン ミが亡 くな っ た後 も,ア ダ ラ モ ラが 初 代 王 の妻 と して王 宮

 を使 用 して い る。

35) た だ し,古 参 成 員 の す べ て が調 査 時 の オ ヨ トゥ ンジ村 の要 職 に就 い て い る わ け で は な い こと は

 い うま で も な い。

36) オ ヨ ト ゥ ン ジ村 で実 践 さ れ て い た規 律 の詳 細 に っ いて はハ ン トを参 照 さ れ た い[Hunt 1979]。

37)供 犠 の 目的 は,動 物 の 頸部 を切 断 して体 内 か ら溢 れ 出 る血 を オ リ シ ャの 「神 聖 な壷 」 に注 ぐ こ

 と で あ る。 こ の オ リシ ャの神 聖 な壺 に は オ リ シャを 象 徴 す る小 石 が お さ め られ て い る。 っ ま り,

 供 犠 は神 聖 な壷 の な か にい る オ リ シ ャ(小 石)に 食 事(動 物 の 血)を 与 え る こと で あ る と解 釈 さ

 れ て い る。 動 物 の血 は,オ リシ ャが もっ と も満 足 す る捧 げ もの と して 考 え られ て い る。 神 聖 な壺

 と は,崇 拝 者 が 司 祭 に な る た め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 け た と き に授 か る壼 で あ る。 壷 の詳 細 な

 中身 に っ いて は秘 密 で,司 祭 以 外 は知 る こ とが許 され て い な い。

38) イ ェモ ジ ャ祭 の 宴 の 儀 礼 に は,オ ロク ンの司 祭 結 社 の 成 員 は参 列 して い な か った。 そ の た め,

 オ ロ ク ンの 到 着 の 舞 踊 はな か った。

39) サ ンテ リア の崇 拝 実 践 で は,ナ ンガ レオ と はイ タitaと よば れ る儀 礼 と,そ の儀 礼 で捧 げ られ

 る コー ン ・ミー ル で つ く られ た 供物 の こ と を指 す[Mason 2002]。

40) ア シ ェ と は,生 命 の 源 泉 を な す エ ネ ル ギ ー で,万 物 に宿 って い る と さ れ て お り,物 質 的 な エ ネ

 ル ギ ー と精 神 的 な エ ネル ギ ー を 結 合 させ,さ らな る エ ネ ル ギ ー を産 出す る神 聖 な もの と考 え られ

 て い る。 こ の こ とを 踏 まえ て,オ リシ ャ崇 拝 者 の あ いだ で は,ア シ ェ とい う言 葉 が,オ リ シ ャに
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 感謝 を表 す ときや,他 者 のオ リシャへ の礼賛 に同意す るときに用 い られ る。 また,オ リシャへ捧

 げる動物 を供犠 す る瞬間に も用 い られる言葉であ る。

41)ア デ ミワか らの聞 き取 り,2001年8月28日 。

42) この事例 として,第4章 で取 りあげる 「イ レ ・オ リシャ ンラ」 と 「イフ ァロラ」 とよばれ るハ

 ウス との人 的交流 があげ られる。 「イ レ ・オ リシャンラ」の アデ ミワは,「 イ ファロラ」のババ ・

 オナがナイ ジェ リアでババ ラオ司祭 になるための イニシエー ションを受 けた との情 報を聞 きっ け,

 バ バ ・オナか らナイ ジェ リア人 の司祭 を紹介 して もらった。 その後,彼 らは同 じ司祭か らイニ シ

 エー シ ョンを授か って ことか らゴ ッ ド・ブラザー とな り互 いのハ ウスの成員 が交流 す るよ うに

 な った。

43) ア ジャム首長 のス ピーチ,2003年8月22日 。

44) オ リシャ崇拝運動 の成員 によ るハ ウスの設立や,ハ ウスでのオ リシ ャ崇拝 の実践 につ いては拙

 稿 で論 じた ことがあ る[Ko三ke 2005;小 池2007]。

45)ア デ ミワか らの聞 き取 り,2003年2月24日 。

46)ア デ ミワか らババ ・オ ナへの電話,2003年8月11日 。

47)ア デ ミワか らババ ・オ ナへの電話,2003年8月ll日 。

48)オ ラペ トゥンか らの聞 き取 り,2003年2月23日 。

49)オ ラペ トゥンか らの聞 き取 り,2003年8月17日 。

50) サ ウスカ ロライナ州のバ プテ ィス ト教会 での葬 儀には約80人 が参列 した。っつ いて午後か ら

 とりお こなわれた墓地での葬儀 には約40人 が参列 した。 アデ ミワの父親 は海 兵隊 に一 時期所属

 していたので,海 兵隊 によるセ レモニー もお こなわれた。葬儀 に はアデ ミワの母親 とは異 なる妻

 と,そ の女性 とのあいだ に もうけた子供,孫 が参加 した。 アデ ミワは,実 の父親が妻(ア デ ミワ

 の母親)と 一緒 に住んだ こともなく,父 親 らしい ことを して もらった ことも一度 もない と父親 と

 生 涯疎遠で あったことや,父 親 にたいする不平不満 を もらして いた。 この ことを示唆す るかのよ

 うに,彼 は父親が死去 して5日 経 ってか らよ うや く父親 の言卜報 を聞 いた。 しか し,彼 は墓地 での

 葬儀が半ば を過 ぎる頃か ら涙を流 し始め,父 親 の棺 を土葬 した あとっ ぎのよ うに述べて,父 親 と

 の別れを悲 しんだ。 「さい ごには,父 は自分 を必要 と したん だ 〔自分 が父親 の棺 を運 ばなければ

 棺 を土葬す ることがで きなかった〕」。

51) アジャム首長 の発言,2003年7月30日 。

52)オ ミアラ ドラは長年子宝 に恵 まれなか った。彼女 は子供 が欲 しく,諦 め ることが できなか った

 ので病院で診察 を受 けた。 それか ら彼女 は精神的に辛 く,身 体的 に痛 みを伴 う不妊治療 を長年 受

 け続 けが,妊 娠す ることはなか った。その後彼女 はオ リシャ崇拝運動 の主導者で あるアデ フン ミ

 の もとで イフ ァ託宣 を受 ける。 その結果,彼 女の頭 には母 性の神 であ るイ ェモ ジャが宿 ってい る

 ことがわか った。彼女 は子宝 に恵 まれた ければ,イ ェモ ジャの司祭 にな るた めのイニ シエー シ ョ

  ンを受 けなければな らない とアデフ ンミか ら告げ られた。 彼女 は子供 が欲 しか ったので,も ち ろ

 ん イフ ァ(託 宣 の神)の 指示 に したが って イェモ ジャの司祭 とな った。 す ると,オ ミア ラ ドラに

 奇跡が訪れ た。今 まで不妊 に悩んで いた ことが嘘のよ うに状況が一変 し,彼 女 は8人 の子 供を授

 か ったので ある(オ ミ トワデか らの聞 き取 り,2001年5月15日 ・イ ファシ ャデか らの聞 き取 り,

 2003年10月30日)。

53)動 物 を供犠 で きる宗教空 間にっ いて は,っ ぎのオ ロ ミデの話 を参照 され たい。 「ゲイ ンズビル

 は本 当に静 かな所 だ。儀礼 をす るのにもって こいだ よ。 今 日は 日曜の昼間,し か も町の真ん中 と

 い うのに,周 りには誰 もいない。 こん な環境で儀礼がで きるのは恵 まれて いる。」(オ ロ ミデか ら
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  の 聞 き 取 り,2001年9月12日)。

54) こ れ は オ ミ ト ワ デ の 息 子 た ち,す な わ ち ア ジ ャ ム 首 長 の 甥 の3人 が 村 で 結 婚 式 を 挙 げ た こ と を

  ア ジ ャ ム 首 長 が 誇 り に して い る こ と か ら も わ か る 。

55)毎 年 開 催 さ れ る 男 女 結 社 の イ ニ シ エ ー シ ョ ン は,同 時 に 執 り行 わ れ る オ リ シ ャ 祭 と あ わ せ て1

  回 の 年 中 行 事 と して 計 算 した 。
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